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⑤ -1　建機用� 2019 年 10 月 28 日改訂

修理・取扱い・手入れなどでご不明の点は まず，購入先へ ご相談ください
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操作装置のシンボルマーク
運転操作および保守管理のために，操作装置のシンボルマークが使用されています。シンボルマークの意味は下記の
とおりですのでよく理解していただき誤操作のないようご注意ください。

バケットダンプ

バケットかき込み

ブーム下げ

ブーム上げ

走行前進

走行後進

旋回左 ‐ スイング左

旋回右 ‐ スイング右

アームかき込み引き

アーム伸ばし押し

ブレード下げ

ブレード上げ

低速

高速

ロック

ロック解除

燃料（軽油）

作動油

バッテリ充電警告

エンジン油圧

ホーン

エンジン予熱

オートアイドル

作業灯

ワイパおよびウインドウォッシャ

水温計

アームかき込み制限
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安全に作業をするために
本機をご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよく読
み理解したうえで、安全な作業をしてください。安全に
作業をしていただくため、ぜひ守っていただきたい注意
事項は本章のとおりですが、これ以外にも、本文の中で
危険、警告、注意、重要、補足としてそのつど取り上げ
ています。

本機の運転に必要な資格
• 本機を運転するには次のいずれかに該当する運転
の資格が必要です。特に U-35-6α を運転する場合
は、機体質量が 3 t未満の機械もありますが、仕様
によっては機体質量が 3 t以上となるため、3 t以上
の資格を取得することをおすすめします。また運
転される際は、必ず資格を証明する書面の携帯が必
要です。
労働安全衛生法による資格
– 機体質量 3 t未満の機械
小型車輛系建設機械に関する安全衛生特別教育
を修了された方。

– 機体質量 3 t以上の機械
車輛系建設機械技能講習を修了された方。

鉱山保安法による資格
– 鉱山で使用される場合
保安教育を修了され鉱山保安局長または部長に
認定された方。

• 運転される方は安全作業のために特別な教育を事
業者から受けることになっています。

安全上の基本的事項
• 本機をご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよ
く読み理解したうえで安全な運転をしてください。

• 本機を他人に貸したり、使わせたりする場合は、取
扱方法をよく説明し、また、使用前に、本人自身で
この取扱説明書をよく読むようにご指導ください。

1. ROPSキャノピ、TOPSキャノピお
よび ROPSキャブについての注意
• ROPS、TOPSラベルに記載されている最大機械質
量を超える場合はその機能を保証する事が出来ず
重大な事故につながりますので注意してください。

［4ポスト ROPSキャノピ仕様］

(A) ROPSラベル貼付け位置

［ROPSキャブ仕様］

(A) ROPSラベル貼付け位置

安全に作業をするために
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［2ポスト TOPSキャノピ仕様］

(A) TOPSラベル貼付け位置

• 4ポスト ROPSキャノピ、2ポスト TOPSキャノピ
または ROPSキャブ仕様機では、運転時は常にシー
トベルトを着用してください。
4ポスト ROPSキャノピ、2ポスト TOPSキャノピ
または ROPSキャブが装着されていない機械では、
シートベルトを使用しないでください。

• 4ポスト ROPSキャノピ、2ポスト TOPSキャノピ
または ROPSキャブを改造しないでください。又、
強度に影響する破損、曲がりなどが発生した場合
は、修理せず交換してください。

• 4ポスト ROPSキャノピ、2ポスト TOPSキャノピ
または ROPS キャブを取り外して運転しないでく
ださい。

2. 作業に適した服装の着用
• 運転時および点検整備にはヘルメット、安全靴と安
全な服装を着用してください。
作業内容によっては保護眼鏡、防塵マスク、防音
具、保護手袋、安全帯などの保護具を着用してくだ
さい。各保護具は使用前に機能を確認してくださ
い。
運転席まわりをきれいにしてください。靴底にも
泥などが付いていないか点検してください。ステ
ップや手すりにオイル、グリース、氷、雪、および
泥が付いていると手や足が滑り危険です。

3. 保安用品の準備
万一の傷害や火災への備えをしておいてください。
• 救急箱および消火器を準備してください。
• 救急医、救急車、消防署など、救急連絡先を控えて
おいてください。

4. 仕業点検の実施
• 仕業点検を行ってください。

– 前回使用時の異常箇所（油、水の漏れ、ボルト、
ナットのゆるみ、電気配線の断線、およびター
ミナルのゆるみなど）がないか確認し、異常が
あれば処置をしてください。

– 燃料や油脂は、指定のものを使ってください。

• 安全カバー、保護カバーは必ず取り付けて使用して
ください。

安全に作業をするために
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• 給油、グリースアップ、点検、および調整時は、エ
ンジンを止めてください。
燃料を補給する際は火気厳禁です。
また燃料をこぼさないようじゅうぶん注意してく
ださい。

5. バケット操作時の注意
• バケットを持上げているとき、バケットの下部に人
が入ってはいけません。

• バケット部を上に持上げるとき、頭上の電線や障害
物に接触しないよう、避けてください。
特に電線に接触すると感電死するおそれがありま
すので注意してください。

6. 体調不良時の運転禁止
• 飲酒時、薬物飲用時、および体調の悪いときは運転
しないでください。事故の原因になります。

作業前の注意
1. エンジン始動前の周囲の安全確認
• 機械の周囲に人がいないことを確認してください。

2. エンジン始動前の注意
• エンジン始動前に必ず次の点を確認してください。

– 始動時は、必ず座席に座ってください。
– 各操作レバーが“中立”の位置にあることを確認
してください。

– 作業機操作ロックレバーを“ロック”した状態で
エンジンを[START]（始動）してください。

(1) 作業機操作ロックレバー (A) 解除
(B) ロック

– マフラパイプが後方に向いていますので機体後
方に人がいないことを確認してください。ま
た、作業を塀や植木の側で行う場合は、塀が排
気で黒くなったり、植木が排気熱により枯れた
りする場合がありますので、塀や植木を保護し
て作業してください。

– エンジン周囲に可燃物がないことを確認してく
ださい。

– バケットが地面に接地していることを確認して
ください。

– 屋内は排気ガス中毒の危険があります。ハウス
内など屋内で作業を行う場合は、じゅうぶんに
換気を行ってください。また、点検は屋外で行
ってください。

安全に作業をするために
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• 運転席への乗り降りは、てすりをにぎり足が滑らぬ
よう注意してください。
とび乗りやとび降りは、たいへん危険です。
運転席へ乗り降りするときは、絶対に操作レバーに
つかまらないようにしてください。

• 運転席が調節できる機械では、運転席を適正な位置
に調節してください。

• 発進する前に機体の向きを確認してください。（ブ
レードのある方向が前方です。）気づかずに走行レ
バーを操作すると、自分の意志とは反対の方向に動
き危険です。
また、エンジン始動前に各操作レバー、走行レバ
ー、ペダル類に固着や引っかかりなどがないか確認
してください。
固着などがある場合は、レバー戻り不良などが発生
し危険です。
異常が認められたときは、すぐに修理してくださ
い。

3. エンジン始動後の点検
• エンジン始動後、オートアイドルスイッチの

“ON”（作動）“OFF”（解除）を必ず確認してくださ
い。
また、バケット、アーム、ブーム、ブレード、走
行、旋回などの作業状況を点検してください。点検
は周囲に人がいない、障害物のない、広い場所で行
なってください。
異常が認められたときは、すぐに修理してくださ
い。

4. アタッチメントの制限
• アタッチメントを装着する場合、構造上定められた
質量を超えるアタッチメントは装着しないでくだ
さい。（労働安全衛生規則第 166条の 3）
また装着できるアタッチメント質量は、労働安全衛
生規則第 166条の 4に従い、本機の仕様ラベルに記
載しています。
バケットには、バケットピン取付部のプレート上に
バケット単体質量とバケット容量を打刻していま
すので、必ず確認してください。

バケット単体質量とバケット容量は、以下のように
打刻していますので、読み替えて使用するようにご
注意ください。
バケット質量○○○(kg)は、○○○KG
バケット容量０．○○○(ｍ 3)は、○○○M3

作業中の注意
1. 同乗禁止
• 運転席に座って正しく運転（わき見、とび乗り、と
び降りなどの厳禁）し、オペレータ以外の人を乗せ
ないでください。
バケットの上にも人を乗せないでください。

2. 目的以外での使用禁止
• 機体の本来の目的以外の使い方をしてはいけませ
ん。機体を故障させるだけでなく、思わぬ事故のも
とになります。

3. 作業中の周囲の安全確認
• 機体を動かすときに周囲に人、障害物がないか十分
確認後操作してください。作業中、作業範囲内に人
を絶対に立入らせないようにしてください。

安全に作業をするために
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4. 作業しづらい場所での安全確保
• 見通しの悪い所、地形の悪い場所では、誘導者を置
き、その合図にしたがって作業をしてください。

5. 走行レバーを操作する前の安全確認
• 走行レバーを入れる前に、機体の向きを確認してく
ださい。足回りが後向き（アイドラおよびブレード
が後側）のときは、走行レバーを前に押すと後進
し、後ろに引くと前進します。発進する前に、前後
左右の安全を確認してから操作してください。
（気づかずに操作すると自分の意志と逆方向に動く
ことがあり危険です）

6. 傾斜地での方向転換禁止と横切り禁
止
• 傾斜地での方向転換（Ｕターン）、横切りは転倒、
横すべりすることがあり危険ですから絶対にしな
いでください。平坦な地面で方向転換してくださ
い。傾斜面の登り降りは最大傾斜線に沿って走行
してください。

7. 傾斜地での作業の注意
• 傾斜地でのスイングや旋回などの操作および掘削
作業は、転倒の危険があるので避けてください。や

むを得ず傾斜地で作業するときは、足場を水平にし
てから行ってください。

• 石に乗上げたりやわらかい盛土の上での作業は行
わないでください。

8. 走行時および登坂時の注意
• 走行時および登坂時は旋回フレームと作業機を前
向きにし、バケット下面を地上 20 cm～40 cmにし
て、危険な時に直ちに降ろせる体勢でゆっくりと運
転してください。
スイングした姿勢での坂道の登り降りは、絶対にし
ないでください。
また、15°以上での傾斜地では絶対に斜めに横切っ
たり、水平方向に走行しないでください。転倒する
おそれがあり危険です。

(A) 15°以内
(B) 20 cm～40 cm

• 傾斜地を登坂するときに、石や突起部に乗上げた
り、凹凸部を走行すると、転倒の危険がありますの
で、そのような場所を避けて登坂してください。

• 軟弱地登降坂時において、機体がすべるような場合
はすぐバケットを降ろしてブレーキとして使用し
てください。

9. 崖や路肩付近での注意
• 崖や路肩付近を移動する場合は、地盤が崩壊しない
ようじゅうぶんな余裕をとるか、または補強などの
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適切な処置を行ってください。また落石のおそれ
のある現場には近づかないでください。
特に雨上がり後は危険です。不用意に崖や路肩に
近寄らないでください。

• 機体の下を掘削した場合、地面がくずれて転倒する
ことがあるためじゅうぶん注意してください。

10. 崖下の穴掘り禁止
• 崖下の穴掘りは危険ですので行わないでください。
崖や地盤の崩れ、落石の原因となります。

11. 悪路走行および作業での注意
• 作業現場や走路が荒れていると、機械の安定が悪く
なり、操作ミスによる事故や転倒のおそれがありま
す。作業現場は平たんにするとともに、走路は平た
んにするか障害物を避けて走行するようにしてく
ださい。また、橋や構造物の上を走行するときは、
許容荷重を調査し、強度不足の場合は補強してくだ
さい。

• 雨や水などで、板や鉄板などはすべりやすくなりま
す。このようにすべりやすい場所での作業はじゅ
うぶんに注意してください。

12. 重荷重をかけての横方向旋回禁止
• 一般に機体は、横方向のほうが前後方向より転倒し
やすい構造になっています。作業機に重荷重をか
けての横方向旋回はしないでください。

13. 掘削作業での注意
• 電気配線、ガスパイプ、上下水道などのある所では
専門家の立合いの上で注意して作業してください。

• 石などにバケット爪がひっかかっているとき、爪が
石などから外れると反力で転倒するおそれがある
ため、十分注意して作業を行なってください。
また、バケットを地面に食い込ませたまま走行した
り、機体を浮かせての掘削は、危険ですから絶対に
避けてください。

14. 建物内での注意
• 建物の中で作業する場合、頭上、出口、通路、床面
の強度等十分注意して作業してください。

15. 労働安全衛生規則に従った使用条
件
• 荷の吊上げ作業について
労働安全衛生規則第 164 条と労働基準局通達基発
第 542号を満たさない荷の吊上げ作業は、荷の落下
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や転倒の危険が生ずるおそれがあるので禁止され
ています。
– 規則に基づいた荷の吊上げ作業についての詳細
は、取扱説明書の荷の吊上げ作業の注意事項
（85ページ）をよく読んで、必ず所定の処置を
講じた上で安全に作業をしてください。
本機の吊上げ最大荷重は次の通りです。最大荷
重を超えないようにし、安全に作業してくださ
い。

最大吊上げ荷重
本機型式 U-30-6α U-35-6α

標準アーム 1024 N (104 kgf) 1183 N (120 kgf)

ロングアーム 723 N (73 kgf) 1024 N (104 kgf)

– 本機でクレーン代りの作業をすることは、法律
で禁止されていますから、絶対に行わないでく
ださい。

• 労働安全衛生規則により、事業者は、岩石の落下な
どにより労働者に危険が生じるおそれのある場所
で機械を使用する場合にはヘッドガードの装着が
義務づけられています。（労働安全衛生規則第 153
条）

• 路肩、傾斜地等で転倒または転落により労働者に危
険が生ずるおそれのある場所で作業するときには、
ROPSキャブ、4ポスト ROPSキャノピ、TOPSキ
ャブ、TOPSキャノピが装着され、かつシートベル
トを備えたもの以外の機械を使用しないように努
めてください。（労働安全衛生規則第 157条の 2）

• ブレーカ作業等で物体の飛来等により運転者に危
険が生じるおそれのあるときは、運転室を有しない
機械の使用は避けてください。ただし、物体の飛来
等による危険の防止処置（物体の飛来の強さに準じ
て防護設備の取付や保護帽の使用）を講じた場合は
除きます。（労働安全衛生規則第 171条の 5）

16. チルトアングルブレード仕様につ
いての注意
• U-35-6α のチルトアングルブレード仕様について
は、次の条件では TOPSの機能を保証することはで
きません。
（どちらの条件の場合も保証できません。）

– 鉄クローラを使用しているとき。
– 機体質量が出荷時の標準仕様を超えるとき。

• ブレードがチルト，アングルの状態の時は、機械の
ジャッキアップおよび吊り下げは、決して行わない
でください。
（バランスを崩し転倒する場合があり、危険です。）

• 移動走行時、駐車するとき、トラックへの積み込み
や積み下ろし、輸送時には、決してブレードをチル
ト，アングルの状態にしないでください。

バックホーの禁止作業
• 旋回力による作業禁止。（バケットによる横当作業
など）

• バケットの落下力による作業禁止。（バケットによ
るくい打ち作業など）

• 本体の落下力による作業禁止。（車体の落下力を使
っての掘削作業など）

安全に作業をするために
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• 走行力による作業禁止。（バケットを地面にくい込
ませたままの走行など）

• バケットの土落とし。（バケットかき込みエンド部
の衝撃による土落としの禁止）

バックホーの運転上の注意
• ブレードに注意
ブレード前方での深堀掘削時、ブレードにブームお
よびブームシリンダが当たらないように、注意して
ください。

• 作業機の折りたたみに注意
走行や輸送姿勢での作業機折りたたみのとき、バケ
ットとブレードが当たらないように注意してくだ
さい。
装着バケットによっては、ブームシリンダと干渉す
るおそれがあります。注意して操作してください。

• ブレードの衝突注意
ブレードを岩塊などに衝突させないようにしてく
ださい。ブレードやシリンダの早期損傷となりま
す。

安全に作業をするために
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• ブレードは両側で支える
ブレードをアウトリガとして使用するときは、ブレ
ードの片側のみで支えてはいけません。

• 許容水深に注意
水の中で作業する場合には、各プラグ、コックなど
の締まりを確認した上で、アイドラ部のシュー上面
までの深さの範囲内で使用してください。

• 作業終了後は、必ず泥落しをして洗浄後、支点部な
どに給油脂してください。

• 海浜作業を行った後は、特に入念に洗車し塩分を落
としてください。電装品関係は手入れをよくし、腐
食を防止してください。

作業後の注意
• 駐停車は必ず平たん地で行ってください。
やむを得ず傾斜面で駐停車するときは、バケット爪
を地面にくい込ませ、ブレードを接地し、クローラ
に歯止めをしてください。

• 運転席を離れるときは、次の手順で駐停車してくだ
さい。
1. ブレードを含む作業機を地面に降ろします。
2. 作業機操作ロックレバーをロックします。
3. エンジンを停止し、キーを抜きます。

• 本機格納時に使用するカバー（おおい）などは、マ
フラなど高温部が冷えてから行ってください。
（火災を生じることがあり危険です。）

点検整備時の注意
1. 点検または調整を行うときの注意
• 機体および作業機の点検清掃、各部の点検、調整や
そのために運転席を離れるときは、必ずエンジンを
止めて行ってください。エンジンをかけながらの
点検は危険です。
点検は危険のないかたい地盤の平たんな場所を選
んで行ってください。

• 機械を点検、または整備する場合、当事者以外の人
が不用意に機械にさわらないよう[点検・整備中]の
警告札を機械の見やすい位置に掛けてください。
また、機械の周辺にも警告札を表示してください。

• 屋内や換気条件が悪い場所での整備は、じゅうぶん
な換気を行ってください。特に、エンジンの排気ガ
スや燃料、洗浄油、塗料類を扱う場合には、じゅう
ぶんな換気が必要です。

• 整備時には、用途に合った正規の工具を使用してく
ださい。
正規の工具を使用しないで整備すると、作業効率の
低下だけでなく、けがの原因となります。

安全に作業をするために
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• エンジンの周りの整備、点検はカバー類の支え固定
を確実にして行ってください。

2. 火災の発生防止
• 整備時、燃料補給時は燃料、バッテリなど引火する
危険のあるものを取扱います。
火災発生防止として：
– 部品などの洗浄用には不燃性の油を使ってくだ
さい。

– 引火の危険のある火気は消してください。
– 消火器などの消火用具を用意してください。
– 燃料、油、バッテリ液などを点検する場合は、
防爆仕様の照明器具を使用してください。

– グラインダ作業や溶接作業は特に引火物を遠ざ
けてください。

3. バッテリ取扱いの注意
• バッテリのガスは引火爆発するおそれがあります。

– バッテリの近くでスパークさせたり、火気を近
づけたりしないでください。

– 両極を金属片でショートさせてのバッテリ点検
はしないでください。危険です。
必ず電圧計または比重計を使ってください。

– 凍ったバッテリは充電しないでください。
爆発のおそれがあります。
凍った場合、バッテリを 15 ℃以上に温めてくだ
さい。

– バッテリ液（希硫酸）で失明や火傷をすること
がありますので、バッテリ液が皮膚や衣服に着
いたときは、直ちに多量の水で洗ってください。
なお、目に入ったときは水洗い後、医師の治療
を受けてください。

– バッテリは液面が[LOWER]（最低液面線）以下
になったままで使用や充電をしないでくださ
い。
[LOWER]以下で使用を続けると電池内部の部
位の劣化が促進され、バッテリの寿命を縮める
ばかりでなく、爆発の原因となることがありま
す。
すぐに[UPPER]（上限）と[LOWER]（下限）の
間に補水してください。（補水可能なバッテリ）

4. 油圧部品の取外し時の注意
• 作業を中断して油圧系統部分を取り外す必要が生
じたときは、バケットとブレードを地面に降ろして
から、エンジンを止めてください。稼働直後は、各
機器および作動油や潤滑油が高温、高圧になってい
ます。作動油が高温になっている場合、油でヤケド
するおそれがあります。
圧力がかかり噴出した油は皮膚に浸透する程の力
があり、傷害の原因になります。また、プラグやね
じの飛び出しによるけがのおそれもあるため、油圧
系統部品の取外し作業は、じゅうぶんに各部の温度
が下がってから必ず残圧を抜いて行ってください。
プラグやねじをゆるめるときは全身を正面からさ
けた状態で徐々にゆるめてください。
（詳細は油圧回路の残圧の抜き方（90ページ）を参
照）
また、燃料や油が高圧で漏れている場合、手や顔を
絶対に近づけないように注意してください。当た
るとたいへん危険です。

5. 油漏れ点検時の注意
• 見えない小さな穴からの油漏れを探すときは、保護
めがねをかけ、ボール紙などを利用してください。
万一、油が皮膚に浸透したときは、強度のアレルギ
ーを起こすおそれがあるので、すぐ医師の診療を受
けてください。

安全に作業をするために
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(1) ボール紙
(2) 高圧ホース
(3) 虫めがね

6. ラジエータ点検時の注意
• ラジエータ冷却水の点検、補給、交換時は、エンジ
ンが十分冷えてから行なってください。

• 作業直後は、キャップをゆるめると蒸気や熱湯が噴
出してヤケドすることがあります。また、抜き取り
コックまたはプラグをゆるめると熱湯でヤケドす
ることがあります。

• エンジン停止直後のラジエータは高温のため、触れ
るとヤケドすることがありますので注意してくだ
さい。

7. 機体溶接時の注意
• 直接機体に溶接を行なう場合、スタータキーを

[STOP]にしてください。また溶接時には、発熱スパ
ークの発生などが起こるため、溶接部とアース部の
間にシリンダやシールベアリングなど通電すると
不具合を生じるおそれのある部品が入らないよう
にしてください。

8. 機体を持ち上げての点検や整備禁止
• 整備、点検をするために、作業機で機体を持ち上げ
て下に入らないようにしてください。どうしても
入らなければならない場合は、安全ブロックや安全

支柱を下に置いて万一の落下を防止してください。
また、作業機操作ロックレバーをロック状態にして
おいてください。

9. 洗車時の注意
• 電気系統に水が浸入すると、ショートや作動不良を
起こすことがあります。バッテリ、センサ、コネク
タ類などの電装品に直接水をかけないようにして
ください。

10. 労働安全衛生規則に従ったアタッ
チメントの着脱
• アタッチメントの装着または取外しの作業を行う
ときは、アタッチメントが倒壊することなどによる
労働者の危険を防止するため、当該作業に従事する
労働者に架台を使用させてください。（労働安全衛
生規則第 166条の 2）

運送上の注意
• 本機は道路運送車両法により自動車として認めら
れませんので、公道での自走はできません。ご注意
ください。移動の際は、必ずトラックで運搬してく
ださい。
– 輸送に関する関係法規に違反しないようにして
ください。

– トラックへの積み降ろしは、平たんな場所でト
ラックの駐車ブレーキをかけ、タイヤの前後に
歯止めをして動かないようにした上でじゅうぶ
んな強度と幅をもったプラットホームを設けて
行ってください。

– やむを得ず、アユミ板を使用するときは、必ず
油やすべりやすい物を取り除いた丈夫なアユミ
板を使い、ゆっくり行ってください。

– 作業機を進行方向に向け、アームをアユミ板に
垂直か少しかきこんだ姿勢で、作業機はアユミ
板から 20 cm～40 cmの高さにしてください。

安全に作業をするために
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(A) ４×Ｈ以上
(B) 20 cm～40 cm

– アユミ板のたわみが大きい場合、うま（支え台）
を使用し、アユミ板のたわみを防止してくださ
い。

– 雨天時の積み降ろしはアユミ板がすべりやすく
危険ですので避けてください。

– プラットホームやアユミ板を使用せず、ブーム
とアームを使用し機体をジャッキアップしての
積み降ろし作業は落下や転倒の危険があります
ので絶対に行わないでください。また、アユミ
板上での方向修正は厳禁です。

• トラック上では、フロント作業機、ブレードを荷台
に接地、固定し、クローラに歯止めをして機体をワ
イヤーなどで荷台に固定してください。
なお、トラックの車種により、フロント作業機をト
ラックのあおり内におさめ、フロント作業機が移動
しないようワイヤなどで固定してください。

• 運送中の急発進、急停車、および急カーブは荷動き
やバランスを崩すなど危険ですので絶対しないで
ください。
（詳細はトラックによる輸送（82ページ）を参照）

廃棄物の処理についての注意
廃棄物をみだりに捨てたり、焼却したりすると、環境汚
染につながり、法令により処罰されることがあります。
廃棄物を処理するときは、次の注意事項を守ってくださ
い。
• 機械から廃液を抜く場合は、容器に受けてくださ
い。

• 地面へのたれ流しや河川、湖沼、および海洋への投
棄はしないでください。

• 廃油、燃料、冷却水（不凍液）、冷媒、溶剤、フィ
ルタ、バッテリ、ゴム類、およびその他の有害物を
廃棄または焼却するときは、購入先または産業廃棄
物処理業者などに相談して、所定の規則に従って処
理してください。

火災と爆発の防止
火災、または爆発によりケガをするおそれがあります。
これらの事故を防止するため、以下の注意事項を守って
ください。
• 燃料、オイルおよびその他の可燃性の物は、機械に
付着したらすぐに取除いてください。
可燃性の物を機械に堆積させないでください。

• 可燃性の液体が漏れたり、高温の部品または電装品
の上にこぼれると火災が起きるおそれがあります。
火災により、重傷事故または部品の損傷が生じるお
それがあります。

• ディーゼル燃料、オイルは可燃性です。冷却系統に
使用する不凍液も可燃性です。

• 燃料、オイル、その他可燃物（紙くず、ウエス、軍
手、落ち葉、木くずなど）が過熱した部品（エンジ
ン、ターボ、マフラなど）や電気系部品（バッテリ
など）周辺に付着、堆積しないように点検、清掃を
してください。

• 機体内に落ち葉や油脂分を含んだホコリが堆積す
ると車両火災を誘発するおそれがあり、大変危険で
す。定期的に点検清掃を実施してください。

• 電気配線を毎日点検してください。ゆるんでいた
り損傷している配線は修復してから、機械を運転し
てください。すべての電気配線の結合部は清浄し、
しっかりと固定してください。

• 配管およびホースに摩耗や損傷がないか点検して
ください。配管およびホースは適正なサポートや、
クランプで固定され正しく配置する必要がありま
す。すべての接続部は適正なトルクで締め付けて
ください。漏れによって火災が生じるおそれがあ
ります。

• エンジン排気関連部品（マフラ、テールパイプな
ど）が、錆などで損傷していないか点検してくださ
い。排気ガスがもれ、火災が生じるおそれがありま
す。損傷している場合は、新品と交換してくださ
い。

安全に作業をするために
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• 樹脂部品の修理の際に生じるホコリは可燃性や爆
発性の物体です。そのような部品の修理を行う場
合は、火気から離れた換気の良い場所で行なってく
ださい。

• 可燃性の液体を含む配管またはタンクに溶接をし
ないでください。可燃性の液体を含む配管または
タンクをガス切断しないでください。溶接または
切断を行なう場合は、配管またはタンクを不燃性の
溶剤できれいに清掃してください。

• 燃料やオイルは正しく表示された容器に入れ関係
者以外の人が持ち出さないようにしてください。
オイルの付いた破片や可燃性の物は安全な容器に
入れてください。可燃性の物質を保管している場
所は火気厳禁としてください。

• 機械を火気のある場所に近づけないでください。
• 乾いた草やワラなど、可燃物の堆積した場所には駐
車しないでください。

クボタトラッキングシステムにつ
いて
• DCU（通信機器)を身体から 5 cm以上離れて使用し
てください。
特に心臓ペースメーカーの装着位置からは 15 cm
以上離れて使用してください。電波により、ペース
メーカーの作動に影響を与えるおそれがあります。

［キャノピ仕様］

(1) DCU（通信機器）

［キャブ仕様］

(1) DCU（通信機器）

• 感電や火災のおそれがありますので、分解、改造ま
たは修理をしないでください。

• 故障の原因となるおそれがあるので、塗装しないで
ください。

• デバイスに貼付の認証ラベルをはがさないでくだ
さい。

• ハロゲン系燻蒸剤などの有毒ガスが充満する環境
での使用は禁止です。

定期点検の実施
• 機械を安全に使用するため、また故障を未然に防ぐ
ために必ず定期点検を行ってください。本文中の
記載時間はアワメータが示す時間ですが、実際に
は、この時間を基準にして、日、週、月を単位に日
にちを決めて整備してください。

• 労働安全衛生法で車両系建設機械は、定期自主検査
（日常、月例、年次）を行うよう義務付けられてお
ります。

• 定期自主検査の実施については、クボタ建設機械販
売会社または認定工場にご相談ください。
なお、年次検査については、特定自主検査として、
国の資格を有する者が実施しなければなりません。

• エアコン仕様機では、フロン排出抑制法により 3 か
月に 1 回以上、エアコン機器の簡易点検が義務付け
られています。所定の点検表で必ず実施記録し、エ
アコン機器を廃棄後 3 年間は、点検表を保存してく
ださい。

安全に作業をするために
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安全ラベル
 

1. 安全ラベルの内容と貼付位置
本機には安全についてのラベルが貼ってあります。よく読み理解した上で運転してください。次にその内容を記載し
てありますので、よく読んでください。

安全に作業をするために
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2. 安全ラベルの手入れ
• 安全ラベルは、いつもきれいにして傷つけないようにしてください。
もし安全ラベルが汚れている場合は、石鹸水で洗い、やわらかい布で拭いてください。

• 高圧洗浄機で洗車すると、高圧水により安全ラベルが剥がれるおそれがあります。高圧水を直接安全ラベルに掛
けないでください。

• 破損や紛失した安全ラベルは、製品購入先に注文し、新しいラベルに貼り替えてください。
• 新しい安全ラベルを貼る場合は、貼付け面の汚れを完全に拭き取り、乾いた後、もとの位置に貼ってください。
• 安全ラベルが貼り付けられている部品を新部品と交換するときは、ラベルも同時に交換してください。

安全に作業をするために
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サービスと保証
この製品には、サービスブックが添付されています。詳
しくはサービスブックをご覧ください。

ご相談窓口

 警告
• 機械の改造は危険ですので、改造しないでくださ
い。改造した場合や取扱説明書に記載の正しい使
用目的と異なる場合は、メーカ保証の対象外になる
のでご注意ください。

ご使用中に生じた故障やご不明な点およびサービスに
ついてのご用命は、お買上げいただきましたクボタ建設
機械販売会社または認定工場にお申し出ください。
その際、次の事項も併せてご連絡ください。
• 型式名と製品識別番号
• エンジン名称とエンジン番号
なお、部品ご注文の際は、購入先に純正部品表を準備し
ておりますので、そちらでご相談ください。

(1) 製品識別番号

(1) エンジン番号

盗難防止装置
この製品は盗難防止対応として電子キー（以下、盗難防
止装置と記載）を装備しております。しかしこの装置は
盗難を抑止する装置で、盗難されないことを保証するも
のではありません。

クボタトラッキングシステム

 警告
• DCU（通信機器）を分解したり、改造したりしない
でください。アンテナの改造も禁止されています。
本体のねじを外し改造を行った場合、関連法令に抵
触しますので絶対に行わないでください。

重要 :
• この車両には位置情報含む車両の情報を取得する
機器が含まれています。
搭乗前に所有者から必要な説明を受けてください。

ご相談窓口  サービスと保証
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補足 :
• 製品の出荷された国または地域以外では、ご使用い
ただけない場合があります。

• 車両を輸出または転売する場合は、必ず購入先にご
相談ください。

• 万が一異常が見つかった場合は、購入先にご相談く
ださい。

クボタトラッキングシステムでは、DCU（通信機器）
を介してサーバに送信された稼働情報や位置情報を、パ
ソコンまたはスマートフォンで閲覧できます。
クボタトラッキングシステムの機能
• 車両の稼働情報と位置情報の確認
• 登録エリアの管理や入出庫表示
• アラート（故障情報）とお知らせ（設定時間内で車
両の不正な動き等）の確認

• アラートとお知らせのメール通知設定（任意設定）
上記の設定および使用方法については『クボタトラッキ
ングシステム操作マニュアル』を参照してください。
クボタトラッキングシステムのデータ管理
サーバにアップロードされた機械のデータは、下記アド
レスのWebアプリケーション（クボタトラッキングシ
ステム）で閲覧できます。操作方法については、マニュ
アルを参照してください。
https://trackingsystem1.kubota.com

補足 :
• 本製品は ISO15134-3：2020および AEMP2.0に適
合していますので、カスタマイズが可能です。

1. DCU（通信機器）に関する注意事項
本製品の DCU（通信機器）は、電波法に基づく各国の
規則を遵守しており、その証が DCU（通信機器）の銘
板シールに表示されています。認証された国以外での
使用は、法規違反になりますのでご注意ください。

GNSS*1機能の利用について
• 本製品が取得した位置情報は、当社が提供するサー
ビスにのみ使用できます。

• 当社が提供するサービスについては、本製品の故障
や誤作動による不完全なサービスに起因する損害、
外部要因による損害等の経済的損失について、当社
は一切の責任を負わないことをあらかじめご了承
ください。

• GNSSは人工衛星からの電波を利用しているため、
次の環境では電波を受信できなかったり、または受
信が途切れたり、位置精度が悪くなったりすること
があります。
– 建物の中や近く
– 密集した樹木の中や近く
– 大雨や雪などの天候である場合
– 周囲に人や物などの遮蔽物がある場合
– トンネル内、水中、および地下
– 高圧線の周囲
– 位置精度が悪い時、「入出庫表示 」や「設定時
間内で車両の不正な動きを検知」する機能が正
常に働かない可能性があります。

 

*1 GNSS：全地球航法衛星システム
 

通信機能の利用について
本製品の DCU（通信機器）は、2G、3G、および 4Gに
て無線通信を行っています。そのため環境により通信
できない場合や、周囲の無線機器に影響を与える場合が
あります。
DCU（通信機器）の利用期限
• 契約期間内でも次のような期限により通信機能が
使えなくなることがあります。あらかじめご了承
ください。
– 通信電波の停波、法律の改正、およびセキュリ
ティ規格の変更などにより通信ユニットの通信
機能が使えなくなることがあります。その場
合、サーバ通信機能は利用できなくなります。

 サービスと保証 クボタトラッキングシステム
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装置の説明
装置の名称

(1) バケットシリンダ
(2) アーム
(3) バケットリンク 2、3
(4) バケットリンク 1
(5) バケット

(6) ブームシリンダ
(7) スイングブラケット
(8) ブレードシリンダ
(9) ブレード
(10) アームシリンダ

(11) ブーム
(12) 2ポスト TOPS キャノピ
(13) 運転席
(14) 旋回カバー
(15) スプロケット

(16) トラックローラ
(17) フロントアイドラ

装置の名称  装置の説明
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［4ポスト ROPSキャノピ仕様］

(1) 4ポスト ROPS キャノピ

［ROPSキャブ仕様］

(1) ROPS キャブ

［ソフトキャノピ仕様］

(1) ソフトキャノピ (ホロ)

［チルトアングルブレード仕様］

(1) アングルシリンダ
(2) チルトシリンダ

 装置の説明
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スイッチとメータ、ランプの取扱い
スイッチとメータ、ランプの名称

(1) メータパネル（液晶モニタ） ........................................................ 33
(2) ホーンスイッチ.............................................................................. 44
(3) 走行増速スイッチ［標準仕様］ .................................................... 45
(4) 走行増速スイッチ［チルトアングルブレード仕様］ .................... 45
(5) スタータスイッチ .......................................................................... 32

(6) アクセルダイヤル .......................................................................... 45
(7) 作業灯スイッチ.............................................................................. 44
(8) オートアイドルスイッチ ............................................................... 45
(9) チルトスイッチ［チルトアングルブレード仕様］........................ 58

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1） ..................................... 36
(2) クレーンスイッチ（スイッチ 2）
(3) アームかき込み制限スイッチ（スイッチ 3）........................... 46
(4) インフォメーションスイッチ（スイッチ 4）........................... 44
(5) 表示切替スイッチ（スイッチ 5）............................................. 32
(6) 警告ランプ ................................................................................ 43

［ROPS キャブ仕様］

(1) ワイパおよびウインドウォッシャスイッチ

スイッチとメータ、ランプの名称  スイッチとメータ、ランプの取扱い
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スイッチとメータの機能と使い方
1. スタータスイッチ
[STOP]
• [STOP]の位置でキーの差込みができます。

[RUN]
• [STOP]の位置からキーを一段回して[RUN]の位置
にするとグロープラグに電気が流れ、エンジンの予
熱を行いグローの表示を行います。予熱を実施し
ている時、液晶モニタにグローの画面が表示されま
す。
[RUN]の位置にキーを回した直後、すべてのランプ
が約 1秒間点灯します。ランプが点灯しない場合、
ランプが切れています。

[START]
• 作業機操作ロックレバーをロックの位置にし、

[RUN]の位置からキーをさらに一段回して[START]
の位置にすると、スタータが回りエンジンが始動し
ます。
キーから手を離すと自動的にキーは[RUN]の位置に
戻ります。エンジンが始動したらキーから手を離
してください。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

補足 :
• [RUN]→[STOP]の位置にしてキーを抜かないでし
ばらくすると“キー抜き忘れ”が表示されます。

2. 表示切替スイッチ
エンジン始動後、メータパネルの液晶モニタは、表示切
替スイッチを押すごとに 2 種類の表示に切り替えるこ
とができます。
作業に応じて切り替えてください。

表示 1［アーム制限仕様］

(1) 表示切替スイッチ

表示 2［アーム制限仕様］

表示 1［アーム制限仕様以外］

(1) 表示切替スイッチ

 スイッチとメータ、ランプの取扱い スイッチとメータの機能と使い方
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表示 2［アーム制限仕様以外］

補足 :
• スタータキーを挿入しない状態でもメータパネル
のユーザー設定スイッチまたは、表示切替スイッチ
のいずれかのボタンを押すと 10秒間液晶表示部に
アワメータと燃料、水温、時計が表示されます。

3. メータパネル（液晶モニタ）通常時
重要 :
• 画面を清掃するときは、めがね拭きなどのやわらか
い布で拭いてください。
かたい布などを使用したり、強く擦ったりすると、
表面に傷がつくことがあります。
アルコールやベンジンなどの有機溶剤や、アルカリ
性や酸性の溶剤などが付着すると、画面が損傷する
おそれがあります。

3.1 燃料計

 警告
• 燃料を補給する際は必ずエンジンを停止してくだ
さい。

• 火気を絶対に近づけないでください。
もし怠ると、火災を起こすおそれがあります。

重要 :
•  に近づくか、または“燃料を補給してください”と
表示されたら早めに燃料を補給してください。燃
料計の表示が  に近いと機体の傾斜角によって
は、燃料切れ状態でエンジンストップする場合があ
ります。

• 燃料を補給する際は、燃料タンク内にゴミや水など
が混入しないよう、じゅうぶんに注意してくださ
い。

スタータキーが[RUN]の位置で、燃料タンク内の残量を
表示します。

(1) 燃料計

燃料が少ない場合は、キャップを開けて補給してくださ
い。

補足 :
• 燃料キャップはキーを付けたままでないと開きま
せん。

(1) キャップ

スイッチとメータの機能と使い方  スイッチとメータ、ランプの取扱い
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3.1.1 満タンお知らせブザーの使い方
1. ユーザー設定スイッチか表示切替スイッチを押しま
す。
スタータキーを回さなくてもメータパネルが起動
し、液晶モニタに燃料計が表示されます。

(1) ユーザー設定スイッチ
(2) 表示切替スイッチ

補足 :
• この状態ではブザーは鳴りませんが、燃料給油
を開始すると自動的にブザー音が鳴り始め、給
油状態を音で確認することができます。

2. 燃料を補給します。

補足 :
• ブザーが鳴る間隔はタンク内の燃料の量により
変わります。

• 満タンに近づくと連続音に近くなります。
• 燃料をゆっくり注ぎ込むと、補給時に鳴るブザ
ー音が途切れますが、再度注ぎ込むと鳴り始め
ます。

3. ブザー音が連続音になったら、燃料の補給をやめま
す。

(A) 満タン
(B) 空

3.2 水温計
スタータキーが[RUN]の位置にあるとき、冷却水温を液
晶モニタに表示します。

(1) 水温計

3.2.1 冷却水の水温上昇時の対処方法

 警告
• 運転中や運転停止直後にラジエータキャップを開
けると蒸気や熱湯が噴出しヤケドすることがあり
ます。ラジエータが冷えてからラジエータキャッ
プを開けてください。

水温計のゲージが[H]に近づいたら作業を中止し、次の
手順で操作をしてください。
また冷却水の水温に応じて“水温が上昇しています”、
“オーバーヒートアイドリングで冷却中”の警告表示が
出ます。この場合も同様の手順で操作してください。

(1) 水温計

1. エンジン回転をいったん約 5 分間アイドリングに
します。

 スイッチとメータ、ランプの取扱い スイッチとメータの機能と使い方
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2. エンジンを停止して、次項の点検をします。
• 冷却水の有無と漏れ。
• ファンベルトのゆるみ。
• ラジエータに、泥やゴミが付着していないか。
• 作動油の油漏れなどがないか。

3. 異常が発見された場合は、クボタ建設機械販売会社
または認定工場に修理を依頼します。

3.2.2 オーバーヒート状態になった時の挙動
次の表示が現れたらオーバーヒート時の対処に従って
対処してください。
（詳細はオーバーヒート時の対処（67ページ）を参照）

• 水温が高い状態になった場合は、液晶モニタに“水
温が上昇しています”と一定時間表示されます。そ
の後、通常表示に戻り、水温計マーク  が 1 秒ご
とに点灯、消灯を繰り返します。

(1) 水温計マーク

• オーバーヒート警告表示がされると同時に、液晶画
面に“オーバーヒートアイドリングで冷却中”と表
示され、自動的にアイドリングになります。（アク
セル操作はできなくなります。）

補足 :
• 水温が下がれば自動的にアクセル操作できるよう
になります。

3.3 アワメータ
本機の通算稼働時間を表示します。
メータの進み方
• エンジン回転数に関係なく 1 時間運転した時にメ
ータが 1 時間進みます。

(1) アワメータ

3.4 エンジン回転計
現在のエンジン回転数を表示します。

(1) エンジン回転計

スイッチとメータの機能と使い方  スイッチとメータ、ランプの取扱い
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3.5 グロー表示
スタータキーを[RUN]にした時、エンジンの予熱が必要
な場合に表示します。
表示が消えてからエンジンを始動してください。

3.6 ユーザーが設定できる項目
3.6.1 時計の設定
補足 :
• 時計の精度は、±数分/月程度ですので、定期的に再
設定してください。

1. スタータキーを[RUN]位置にします。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

2. ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）を押し[運行管
理]、[定期点検]、[時計セット]画面を表示します。

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）
(2) 決定スイッチ（スイッチ 5）
(3) カーソル
(4) カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）
(5) 項目移動スイッチ（スイッチ 4）

3. カーソル移動スイッチ（スイッチ 2）を 2回押して
[時計セット]画面を選択し、決定スイッチ（スイッ
チ 5）を押して次の画面を表示します。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）
(2) 項目移動スイッチ（スイッチ 4）

4. 変更したい部分にカーソルを合わせて、数字を変え
ます。
•  項目移動スイッチ（スイッチ 4）を押すと

[年]>[月]>[日]>[時]>[分]>[年]の順番で選択項目
が移動します。

•  カーソル移動スイッチ（スイッチ 2）を押す
と数字が小さくなります。

•  カーソル移動スイッチ（スイッチ 3）を押す
と数字が大きくなります。

• 、  は連続で押すと、数字の変更速度が早く
なります。

補足 :
• 時計合わせ画面に入って決定スイッチ（スイッ
チ 5）を押すと秒の単位が 00秒にセットされま
す。

 スイッチとメータ、ランプの取扱い スイッチとメータの機能と使い方
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5.  決定スイッチ（スイッチ 5）で設定が終わると
 （決定スイッチ）を押して時計を合わせます。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）

重要 :
• バッテリを外した場合など、時計が止まると次
の表示が出ます。決定スイッチ（スイッチ 5）を
押して再度時計をセットしてください。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）
(2) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）

補足 :
• 時計セット画面でユーザー設定スイッチ（スイ
ッチ 1）を押すと時刻を変更せずに元に戻りま
す。

3.6.2 年月日の並び替えおよび AM/PM表示を
24時間表示に切り替える方法
詳細内容はクボタ建設機械販売会社または認定工場に
ご相談ください。
1. スタータキーを[RUN]位置にします。
2. ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）を押し[運行管
理]、[定期点検]、[時計セット]画面を表示します。

3. カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）を押して
[各種設定]を選択します。

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）
(2) カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）

4. [カレンダー・時計表示設定]のメニュー項目を選択
し決定スイッチ（スイッチ 5）を押します。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）
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5. 詳細画面が表示されたら、次のように変更項目を選
択し、変更します。
• カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）で選択
項目を上下し、(A)側の年月日の並び順を変更し
ます。（この変更は時計あわせ画面の年月日並び
順に反映されます。）

• 項目移動スイッチ（スイッチ 4）でカーソルを
(B)側に移動し、[AM/PM表示]、[24時間表示]の
どちらかを選択します。

• 決定スイッチ（スイッチ 5）を押すと、変更して
終了します。

• ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）[終了]を押
すと、変更せずに終了します。

(1) カーソル移動スイッチ
（スイッチ 2、3）

(2) 項目移動スイッチ
（スイッチ 4）

(3) 決定スイッチ
（スイッチ 5）

(4) ユーザー設定スイッチ
（スイッチ 1）

(A) 年月日表示
(B) 時計表示

3.6.3 言語設定
1. スタータキーを[RUN]位置にします。
2. ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）を押し[運行管
理]、[定期点検]、[時計セット]画面を表示します。

3. カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）を押して
[言語設定]を選択します。

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）
(2) カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）

4. [日本語]を選択し決定スイッチ（スイッチ 5）を押し
ます。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）

補足 :
• 標準では日本語のみが選択できますが、[韓国
語]、[英語]、[フランス語]、[数字・絵文字表示]
モードを選択できるようにすることができま
す。
この機能を有効にしたい場合は、クボタ建設機
械販売会社または認定工場にご相談ください。

3.6.4 運行管理の確認
運行管理では本機の稼働状況を 3 か月前まで確認でき
ます。
次の手順に沿って操作してください。

 スイッチとメータ、ランプの取扱い スイッチとメータの機能と使い方
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1. スタータキーを[RUN]位置にします。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

2. ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）を押しメニュ
ー画面を表示させます。

3. カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）を押して
[運行管理]を選択し、  決定スイッチ（スイッチ
5）で決定します。

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）
(2) 決定スイッチ（スイッチ 5）
(3) カーソル
(4) カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、3）
(5) 項目移動スイッチ（スイッチ 4）

4. 決定スイッチ（スイッチ 5）を押してカレンダーを
表示させます。
カーソル移動スイッチ（スイッチ２、３、４）を押
すことにより先月、先々月〔90日（前）〕までの運
行管理（機械が稼動した日）を見ることができます。
白黒反転しているところが機械が稼動した日です。

(1) 決定スイッチ（スイッチ 5）
(2) カーソル移動スイッチ（スイッチ２、３、４）

補足 :
• [－]が表記されている箇所は時計を合わせなお
した場合やバッテリを取り外した場合などの原
因で、運行管理情報が不明になった場合に表示
されることがあります。

3.7 液晶モニタに表示される定期点検項目
定期点検 10 時間前にメータパネルに次の画面が表示さ
れます。

1. 点検内容を確認するためインフォメーションスイッ
チ（スイッチ 4）を押します。

(1) インフォメーションスイッチ（スイッチ 4）
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2. 表記された内容の整備作業を行います。

重要 :
• 整備が完了してからキースイッチの ON-OFF操
作を 10 回以上行うと点検表示が自動で消えま
す。

• 定期点検時期を過ぎた場合には、“定期点検時期
をすぎています”が表示されます。速やかに表
記されている整備作業を行ってください。

• ユーザー設定メニューの[定期点検]を選択し、手
動で消去しない限り、[定期点検]表示が消えない
ようにすることもできます。
設定を変更したい場合には購入先にご相談くだ
さい。

3.7.1 点検項目が画面に表示しきれない場合の
確認方法
1. インフォメーションスイッチ（スイッチ 4）を押し
ます。

2. カーソル移動スイッチ（スイッチ 2、または 3）を
押します。
押す度に点検項目が上下に移動します。

(1) インフォメーションスイッチ（スイッチ 4）
(2) カーソル移動スイッチ（スイッチ 2）
(3) カーソル移動スイッチ（スイッチ 3）

3.7.2 点検実施後の操作
点検が完了したら、次の手順で[定期点検]の表示を消し
ます。
1. 次のメッセージが画面上に現れ、点検完了を知らせ
ます。

2. 点検項目を見るには、インフォメーションスイッチ
（スイッチ 4）を押します。点検項目が表示されま
す。
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3. 点検が完了したら、表示切替スイッチ（スイッチ 5）
を押します。完了していない場合は、ユーザー設定
スイッチ（スイッチ 1）を押して、前の画面に戻っ
てください。

(1) インフォメーションスイッチ（スイッチ 4）
(2) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）
(3) 表示切替スイッチ（スイッチ 5）
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3.7.3 定期点検項目一覧
アワメータが点検時間に達すると点検項目が液晶モニタに表示されます。

No.
時期 アワメータ表示時間

それ以後 参照ページ
項目 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800

1 走行モータオイル 交換 ◎*1 ○ 500時間ごと 109

2 エアクリーナエレメント 交換
1000時間ごと
または 1年ご
と

113

3 燃料フィルタカートリッジ 交換 ○ 500時間ごと 109

4 エンジンオイル 交換 ○ 500時間ごとま
たは 1年ごと 109

5 エンジンオイルフィルタカ
ートリッジ 交換 ○ 500時間ごとま

たは 1年ごと 110

6 作動油 交換 1000時間ごと 111

7 作動油サクションフィルタ 交換 1000時間ごと 111

8 作動油リターンフィルタ 交換 ◎*1 ○ 500時間ごと 110

9 油圧パイロットフィルタ 交換 1000時間ごと 112

10 トラックローラ、フロントア
イドラの油脂 交換 2000時間ごと 113

 

*1 ◎は初回のみ実施してください。
 

補足 :
• ブレーカなどの油圧アタッチメントを使用する場合は交換時間が短くなります。（詳細は作動油リターンフィルタ
の交換（110ページ）の項を参照）
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4. 警告ランプ
重要 :
• メータ表示を確認するだけでなく、点検は確実に行
ってください。
（点検の詳細はメンテナンス（90ページ）を参照）
（表示内容、処理方法の詳細は画面一覧（143ペー
ジ）を参照）

配線の断線、短絡などの異常および燃料などの警告の表
示ランプです。
2 色のランプでオペレータに注意を喚起します。

異常 赤色ランプ

警告 黄色ランプ

補足 :
• 警告、異常表示すると同時に“ピ、ピ、ピッ”と警告
ブザーが鳴ります。

(1) 警告ランプ

5. メータパネル（液晶モニタ）警告異常
時
5.1 燃料残量警告
燃料残量が少なくなるとメータに  警告ランプ（黄
色）が点滅し、次のメッセージが表示されます。

(1) 警告ランプ

5.2 バッテリ充電異常警告
充電系統に異常が生じると、メータに  警告ランプ
（赤色）が点滅し、充電ランプが点灯するとともに次の
メッセージが表示されます。

(1) 警告ランプ
(2) 充電ランプ

補足 :
• 充電系統の断線、異常があるときにエンジンを始動
させずスタータキーを[RUN]位置にすると充電ラン
プが消灯したままになります。この場合は、速やか
に購入先に修理を依頼してください。

5.3 エンジンオイル油圧低下警告
潤滑系統に異常が生じると、メータに  警告ランプ
（赤色）が点滅し、オイルランプが点灯するとともに次
のメッセージが表示されます。
すぐにエンジンを止め、エンジンオイル量を点検してく
ださい。

(1) 警告ランプ
(2) オイルランプ

補足 :
• 潤滑系統の断線、異常があるときにエンジン停止状
態でスタータキーを[RUN]位置にするとオイルラン
プが消灯したままになります。この場合は、速やか
に購入先に修理を依頼してください。
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5.4 その他の異常警告
各部の異常が検知されると、次のようにメッセージが表
示されます。
（詳細はガイダンス画面一覧（144ページ）参照）

補足 :
• 警告表示が表示されていても、表示切替スイッチを
押せば、通常の表示を見ることができます。

5.5 インフォメーション

(1) インフォメーションスイッチ

警告表示が出た場合、  マークが表示されることがあ
ります。
その場合は、インフォメーションスイッチを押して詳細
内容を確認することができます。
販売店に修理を依頼する際、その情報もあわせて連絡し
てください。
表示例：
インフォメーションスイッチを押すと、次のように詳細
内容が出ます。

(1) インフォメーションスイッチ

もう一度インフォメーションスイッチを押すと元の表
示に戻ります。

ホーンスイッチ
ホーンスイッチを押すとホーンが鳴ります。
スタータキーが[STOP]の位置でもホーンスイッチを押
すと鳴らすことができます。

(1) ホーンスイッチ

作業灯スイッチ
スタータキーが[RUN]の位置で、作業灯スイッチを押す
と、作業灯が点灯します。

(1) 作業灯スイッチ

 スイッチとメータ、ランプの取扱い スイッチとメータの機能と使い方
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オートアイドルスイッチ
オートアイドル制御の作動、解除の選択を行います。

 警告
• 操作レバーを操作する前に、オートアイドルスイッ
チの下のランプが“点灯”、“消灯”することを必ず確
認してください。

• 本機の積込み、積降ろし時は安全のため、必ずオー
トアイドルスイッチを“OFF”（ランプが消灯）にし
てください。（オートアイドルスイッチを押すと点
灯し、再度押すと消灯します。）
もし怠ると、オートアイドルが作動した状態で操作
レバーを動かすと、エンジン回転数が下がった状態
から急に上がるので危険です。

補足 :
• 寒冷時は作動油の温度が上がるまで、オートアイド
ル機能が作動しない事がありますが、故障ではあり
ません。

オートアイドル機能
作業中、全作業レバーを“中立位置”で放置すると約 4秒
後に、エンジン回転をアイドリングへ自動的に下げる機
能です。燃料消費や騒音を抑える効果があります。オ
ートアイドルスイッチの ON/OFFで、オートアイドル
制御の作動と解除が選択できます。
作動
• オートアイドルスイッチを押します。オートアイ
ドルランプが点灯し、“制御作動”となります。

解除
• オートアイドルスイッチを再度押します。オート
アイドルランプが消灯し、“制御解除”となります。

(1) オートアイドルスイッチ
(2) オートアイドルランプ

アクセルダイヤルの操作
エンジンの最高回転数を任意に変更できます。
運転席に座って、次の手順を行なってください。
1. アクセルダイヤルを“右側”（“高速”側）にまわしてく
ださい。

エンジン回転が上がります。
2. エンジンを止めるときはアクセルダイヤルを“左
側”（“低速”側）にいっぱい戻し、エンジン回転をア
イドリングにしてから、スタータキーを[STOP]位置
にしてください。

(1) アクセルダイヤル

走行増速スイッチ
走行速度は高低速の切替えができます。

重要 :
• 走行増速中（  マーク点灯中）は、走行抵抗が大
きいと自動的に低速に切替わります。走行抵抗が
小さくなると自動的に高速に切替わります。
この時、  マークは切替わりません。

• 軟弱地盤などで、クローラに土や砂利が詰まってク
ローラが異常に張ってきて走行できない場合は、ブ
ーム、アーム、バケット、ブレードでクローラを浮
かせて回転させ、土や砂利を落とし、クローラがス
ムーズに動くようにしてください。

(A) 回転させて泥を落とす

• 走行増速スイッチを押すとブザーが 2回鳴り、走行
速度は低速から高速に切替わります。このとき 
マークが点灯します。

• もう一度走行増速スイッチを押すとブザーが 1 回
鳴り、走行速度は高速から低速に切替わります。こ
のとき  マークが消灯します。
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(1)  マーク

(1) 走行増速スイッチ［標準仕様］
(2) 走行増速スイッチ［チルトアングルブレード仕様］

補足 :
• 走行増速スイッチを入れても走行抵抗が大きい場
合には増速しないことがありますが、故障ではあり
ません。

• 走行増速スイッチを操作するときは、スイッチを確
実に押してください。

• 走行増速スイッチを押すたびに高低速が切替りま
す。

• キースイッチを[OFF]にするか作業機操作ロックレ
バーを解除すると、走行増速は解除され、  マー
クは消灯します。

アームかき込み制限スイッチ［ア
ームかき込み制限仕様］
アームのかき込み操作を任意の場所で停止させること
ができます

 警告
• ブームシリンダとアタッチメントが一番近づく姿
勢にして、ブームシリンダから 150 mm以上離れた
ところでセットしてください。

• 寒冷時は通常の暖機運転後、作動油を暖めてからエ
ンジン回転を低速にし、作業機を下図の姿勢にし、
ゆっくりアームかき込み操作を行い、アタッチメン

トがブームシリンダに近づくと、自動的にアームが
停止することを確認してください。

• アームかき込み制限は、ブームシリンダの破損を防
ぐ補助装置です。このシステムにたよった操作は
かえって危険をまねきます。常にブームシリンダ
とアタッチメントとの距離を十分保って操作して
ください。

• 作業前には必ずアーム制限の作動を確認してくだ
さい。

重要 :
• 自動停止後、バケットを運転室から約 50 mm 程度
遠ざけても、アームかき込み操作ができないことが
ありますが故障ではありません。バケットを十分
運転室から離せば元の作動状態に戻ります。シス
テムを正常に機能させるために次の注意事項を必
ず守ってください。

• 角度検出装置をぶつけて変形させた場合、クボタ建
設機械販売会社または認定工場にご相談の上、その
指示に従ってください。

• 角度検出装置を水没させるような作業を行わない
でください。万一水没させ異常がある場合は、クボ
タ建設機械販売会社または認定工場にご相談の上、
その指示に従ってください。

• 角度検出装置、ハーネス、液晶メータなどの取外
し、分解は絶対に行わないでください。

(1) アーム角度検出装置

• 作業機を接地せずに長時間放置しないでください。
図のような姿勢で長時間放置した場合、油のリーク
により、ブームシリンダに干渉することがありま
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す。また作業機を接地させ走行する等アームポー
トリリーフ（安全弁）が作動する様な操作を行う
と、アームかき込み制限位置よりアームが侵入し、
ブームシリンダに干渉することがあります。
万一、上記状態になった場合、アームをダンプし十
分安全な位置にバケットを移動させてから再度作
業してください。

補足 :
• 操作方法や、アタッチメントの重さや外気温度によ
り、停止位置が異なる場合がありますが故障ではあ
りません。

• アームかき込制限は、一度エンジンを停止して再始
動させても設定した状態のままです。

アームかき込み制限スイッチでアームかき込み制限制
御の作動、解除の選択を行います。（主に、ブレーカや
その他アタッチメント装着時）
アームかき込み制限スイッチを押すたびに“作動”と
“解除”が切替わります。

(1) アームかき込み制限スイッチ
(2) ランプ

補足 :
• アーム制限仕様でない機械でアームかき込み制限
スイッチを押すと下記メッセージが液晶画面に表
記されます。アーム制限は作動しません。

アームかき込み制限位置の設定
1. スタータキーを[RUN]位置にします。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

2. ユーザー設定スイッチを押し、“アーム制限設定”に
します。

(1) ユーザー設定スイッチ

3. メータパネルの指示に従い設定します。
a. レバーロックを上げます。
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(1) 作業機操作ロックレバ (A) [解除]
(B) [ロック]

b. エンジンをかけます。

c. レバーロックを下げます。

d. 止めたい位置にアームを動かします。

4. “設定完了”の表示が出たらユーザー設定スイッチ
（スイッチ１）を押します。

(1) ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）

“アーム制限設定完了”の表示が出たら、液晶表示部に
アームかき込み制限中のマークが出て、アームかき込み
制限が作動します。

(1) アームかき込み制限中のマーク
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補足 :
• 一度調整された位置は、再度調整するまで記憶され
ます。バッテリを取り外しても記憶しています。

アームかき込み制限位置の解除
1. アームかき込み制限スイッチを押して、アームかき

込み制限を解除してください。
アームかき込み制限ランプが消えてアームかき込
み制限が解除されます。

(1) アームかき込み制限スイッチ
(2) ランプ

ルームランプ［ROPSキャブ仕様］
スタータキーを[RUN]の位置にして、ルームランプのス
イッチを“ON”にすると点灯します。

(1) ルームランプ
(2) スイッチ

(A) ON
(B) OFF

ワイパおよびウインドウォッシャ
スイッチ［ROPSキャブ仕様］

(1) ワイパおよびウインドウォッシャスイッチ

スタータキーを[RUN]の位置にしてワイパスイッチを
押すとワイパモータが作動し、さらに押し込めばウイン
ドウォッシャが作動します（[OFF]の位置を押し込んで
もウインドウォッシャが作動します）。
• ウォッシャタンクが空のときは、ウォッシャスイッ
チを使用しないでください。ポンプを痛めること
があります。

• から拭きはガラスを傷つけることがあります。必
ず、ウォッシャ液を噴射してからワイパを作動させ
てください。

• 寒冷時は、ワイパを作動させる前に、ワイパゴムが
ガラスに張りついていないことを点検してくださ
い。凍結したまま作動させるとモータの故障原因
になります。

エアコンの取扱い［キャブ、エア
コン仕様］

 警告
• ウォータホースは２年ごとに交換してください。
• 毎日次の項目を点検し、異常がある場合はただちに
処置してください。
– ウォータホースが膨れたり、かたくなったり、
ひび割れしていないか。

– ジョイントや接合部に水漏れがないか。
– 保護スリーブやグロメットが傷んだり外れてい
ないか。

– 固定ボルトが外れていたり、ブラケットが傷ん
でいないか。

• ウォータホースやヒータに触らないでください。
ヤケドするおそれがあります。

• 除湿をしてもウインドウのくもりが取れないとき
は、布で拭取ってください。

• 吹出し口をすべてふさがないでください。故障の
原因になります。
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重要 :
• エアコン使用中は、オプション用予備電源に接続し
た電装品を使用しないようにしてください。
バッテリがあがってしまう場合があります。

1. 空気の流れ
キャブ内の空気のは次の図の通りです。4 ヶ所の吹出
し口の調節により、最適のコンディションが得られま
す。

(A) フロントウインドウ
(B) 胸元
(C) 足元

2. 風向き調節
フロント吹出し口
風の方向は、吹出し口の向きにより自由に調節できま
す。デフロスタ（フロントウインドウのくもり止め）と
して使用する場合、吹出し口をフロントウインドウの方
向に向けてください。

(1) フロント吹出し口 (A) フロントウインドウ
(B) 胸元
(C) 足元

3. コントロールパネル

(1) ファンスイッチ
(2) エアコンスイッチ
(3) インジケータランプ
(4) 温度調整レバー

エアコンスイッチ
エアコンを使うときは、このスイッチを押して[ON]に
します。[ON]のとき、インジケータランプが点灯しま
す。再度スイッチを押すと[OFF]になります。
温度調整レバー
レバーを右に動かすと冷風、左に動かすと温風が出ま
す。
ファンスイッチ
風量が 3段階に切換えられます。[3]は最も風量の多い
位置です。

4. エアコン操作
補足 :
• エアコン作動中はドアを閉じてください。
• 室内が除湿されるとエアコンユニット内に水がた
まる様になっています。この水はファンスイッチ
を[OFF]にすると一気に排出されますが、故障では
ありません。

• 長時間アイドリング回転のままで、エアコンを使用
しないでください。バッテリ上がりの原因となり
ます。

暖房
1. ファンスイッチと温度調整レバーで必要な温度に

調整してください。

補足 :
• 夏期ヒータを使用しないときは、熱気で室内温度が
上昇しないように、温度調整レバーを右端（冷風
側）に寄せてください。

除湿暖房
1. エアコンスイッチを押してエアコンを作動させま

す。
2. ファンスイッチをまわしてファンを作動させます。
3. 温度調整レバーを左（温風）側へ動かして風の温度

を調整します。
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冷房
1. エアコンスイッチを押してエアコンを作動させま

す。
2. ファンスイッチをまわしてファンを作動させます。
3. 温度調整レバーを右（冷風）側へ動かして風の温度

を調整します。
デフロスト
フロントウインドウの曇りおよび凍結を除去するとき
は、
1. フロント吹出口を開き、フロントウインドウの方向

に向けます。
2. ファンスイッチを[3]にし、温度調整レバーを左（温

風）側にします。
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操作レバーの取扱い
操作レバーの名称

(1) 走行レバー（左） .......................................................................... 53
(2) 左作業機操作レバー ...................................................................... 54
(3) AUX1（サービスポート）ペダル .................................................. 58
(4) スイングペダル.............................................................................. 56

(5) 走行レバー（右） .......................................................................... 53
(6) 右作業機操作レバー ...................................................................... 54
(7) ブレード操作レバー［標準仕様］ ................................................. 56
(8) ブレード操作レバー［チルトアングルブレード仕様］ ................ 56
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安全装置の取扱い
1. 作業機操作ロックレバー
意図しないレバー操作で機械が動かないようにする安
全装置

 警告
• 休車時や機械を離れるときは、必ずバケットおよび
ブレードを地面に降ろし、作業機操作ロックレバー
をロックしてください。作業機が落下すると危険
です。必ず、ロックが働く位置にあることを確認し
てから、降りてください。また、キーを抜き、いた
ずらされないようにしてください。

補足 :
• 作業機操作ロックレバーが“ロック”の位置にない
とエンジンが始動できません。

• 作業機操作レバーが固定されるのではなくレバー
操作をしても機械が動かない状態になります。た
だし、ブレードレバー、スイングや AUX1ペダルは
メカロックされます。

(1) 作業機操作ロックレバー (A) 解除
(B) ロック

各操作レバー
1. 走行レバー（右、左）
左右のクローラを回転もしくは逆回転させるレバー

 警告
• ブレード、フロントアイドラを後ろにしてレバー操
作を行うと、レバー方向と反対方向に走行しますの
で、ブレード、フロントアイドラが前向きか後ろ向
きか確認してください。（ブレードのある方向が前
向きです）
確認を怠ると、運転者の意志と反対の方向に動き、
傷害事故を引き起こすことがあります。

運転席に座って、ブレード、フロントアイドラが前方に
ある場合で、レバーを前に倒せば前進、後ろに倒せば後
進します。

前進

(1) 走行レバー（左）
(2) 走行レバー（右）
(3) ブレード

(A) 前進

(1) ブレード (A) 走行レバー操作方向
(B) 機体進行方向

後進

(1) 走行レバー（左）
(2) 走行レバー（右）
(3) ブレード

(A) 後進
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(1) ブレード (A) 走行レバー操作方向
(B) 機体進行方向

2. 作業機操作レバー（右、左）
ブーム、アーム、バケット、および旋回の操作をしま
す。

 警告
• 傾斜地での旋回は転倒の危険があるので、避けてく
ださい。やむを得ず傾斜地で旋回などの操作およ
び掘削作業をするときは、足場を水平にしてから行
ってください。
もし怠ると、転倒して傷害事故を引き起こすことが
あります。

レバー位置と作業機操作については次の通りです。

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

操作方向 左作業機操作レバー

(A) アーム伸ばし

(B) アームかき込み

(C) 左旋回

(D) 右旋回

操作方向 右作業機操作レバー

(E) ブーム下げ

(F) ブーム上げ

(G) バケットかき込み

(H) バケットダンプ

補足 :
• 油圧パイロットシステムを採用していますので、作
業機操作はエンジン作動時のみ可能です。バケッ
トおよびブレードを接地する場合はエンジンを低
回転にして行ってください。

• 乗降時は作業機操作ロックレバーを引上げて必ず
ロック位置にしてください。

• 作動油温が低い場合は、作業機の操作レバーに対す
る応答性がにぶくなりますので、暖機運転は必ず実
施してください。

• 作動油温が低い間は操作レバーがやや重く感じら
れますが、特に故障ではありません。

• 危険防止のため、油圧機器を取り外す場合は油圧回
路の残圧を抜いてから行ってください。
（詳細は油圧回路の残圧の抜き方（90ページ）を参
照）

• 作業機が地面に付いていない場合は、機体に近づか
ないでください。

2.1 ブーム操作
ブーム上げ
• 右作業機操作レバーを後側に引きます。
ブーム下げ
• 右作業機操作レバーを前側に押します。
バケットからの土こぼれを少なくするため、ブーム上げ
エンドにクッションを採用しています。

 操作レバーの取扱い 各操作レバー
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作動油温が低い（エンジン始動後すぐなど）場合、通常
作業時よりクッション時間が長くなる場合があります。
これは作動油の粘度によるもので異常ではありません。

(1) 右作業機操作レバ― (A) 下げる
(B) 上げる

(A) 下げる
(B) 上げる

補足 :
• “ブーム下げ”時、ブレードとブームシリンダを当て
ないように、またバケットの爪でブレードをひっか
けないように注意してください。

2.2 アーム操作
重要 :
• アームをかき込むときに、アームが真下に向かった
とき、一瞬動きが止まることがあります。これは、
故障ではありません。

アームかき込み
• 左作業機操作レバーを後側に引くと、アームは手前
に引きよせられます。

アーム伸ばし
• 左作業機操作レバーを前側に押すとアームが伸び
ます。

(1) 左作業機操作レバ― (A) 伸ばし
(B) かき込み

2.3 バケット操作
バケットかき込み
• 右作業機操作レバーを左側に倒します。
バケットダンプ
• 右作業機操作レバーを右側に倒します。

(1) 右作業機操作レバ― (A) かき込み
(B) ダンプ

2.4 旋回操作

 警告
• 傾斜地での旋回は転倒の危険があるので、避けてく
ださい。やむを得ず傾斜地で旋回などの操作およ
び掘削作業をするときは、足場を水平にしてから行
ってください。
もし怠ると、転倒して傷害事故を引き起こすことが
あります。

重要 :
• 急旋回、急逆旋回は、機械の寿命を縮めます。緊急
時以外は、極力行わないでください。

左作業機操作レバーで旋回操作ができます。
左旋回
• 左作業機操作レバーを左側に倒します。

各操作レバー  操作レバーの取扱い
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右旋回
• 左作業機操作レバーを右側に倒します。

(1) 左作業機操作レバ― (A) 左旋回
(B) 右旋回

(A) 左旋回
(B) 右旋回

3. スイングペダル
フロント作業機全体をスイング操作するペダルです。

 警告
• スイング操作しないときはペダルカバーを手前に
倒し、スイングペダルをロックしておいてくださ
い。
もし怠ると、誤操作により運転者の意に反してスイ
ングし、傷害事故を引き起こすことがあります。

スイングペダルでブームを左右へスイングすることが
できます。
左スイング
• ペダルの左側を踏みます。
右スイング
• ペダルの右側を踏みます。

(1) スイングペダルカバー
(2) スイングペダル

(A) 左スイング
(B) 右スイング

(A) 左スイング
(B) 右スイング

4. ブレード操作レバー
ブレード作業を行う場合、左手で走行レバー 2 本を操作
し、右手でブレードの上げ下げ操作を行ってください。
ブレード上げ
• ブレード操作レバーを後側に引くと、ブレードは上
がります。

ブレード下げ
• ブレード操作レバーを前側に押すと、ブレードは下
がります。

(1) ブレード操作レバー (A) 上げる
(B) 下げる

 操作レバーの取扱い 各操作レバー
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(1) ブレード (A) ブレード上げ
(B) ブレード下げ

4.1 チルトアングルブレード［チルトアングル
ブレード仕様］

 警告
• ブレードがチルト、アングルの状態の時は、機械の
ジャッキアップおよび吊り下げは決して行わない
でください。それらの作業を行う時は、ブレードを
中心に戻してください。
もし怠ると、バランスを崩し、転倒する場合があ
り、危険です。
ブレードが中心の時（チルト、アングルしていない
状態）、２つの赤色の中心マークが一直線になりま
す。

(1) 中心マーク（赤） (A) 中心位置

チルトアングルブレード仕様では、ブレード操作レバー
でブレード上げ下げ、フロート、チルト、アングルの操
作をすることができます。

4.1.1 ブレード操作レバー［チルトアングルブ
レード仕様］
ブレード作業を行う場合、左手で走行レバー 2 本を操作
し、右手でブレードの上げ下げ操作を行ってください。
ブレード上げ
• ブレード操作レバーを後側に引くと、ブレードは上
がります。

ブレード下げ
• ブレード操作レバーを前側に押すと、ブレードは下
がります。

フロート
• レバーをさらに前側に押してロック位置にすると、
フロート状態になります。

(1) ブレード操作レバー (A) 上げる
(B) 下げる
(C) フロート（ロック位置）

(1) ブレード (A) 上げる
(B) 下げる
(C) フロート

4.1.2 アングル操作［チルトアングルブレード
仕様］
アングル左回転(A)
• ブレード操作レバーを反時計回りにひねると、ブレ
ードはアングル左回転します。

アングル右回転(B)
• ブレード操作レバーを時計回りにひねると、ブレー
ドはアングル右回転します。
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(1) ブレード操作レバー (A) 反時計回り
(B) 時計回り

(A) アングル左
(B) アングル右

4.1.3 チルト操作［チルトアングルブレード仕
様］
チルト左回転(A)
• チルトスイッチの左側を押すと、ブレードはチルト
左回転（オペレータから見て）します。

チルト右回転(B)
• チルトスイッチの右側を押すと、ブレードはチルト
右回転（オペレータから見て）します。

(1) ブレード操作レバー
(2) チルトスイッチ

(A) チルトスイッチ左側
(B) チルトスイッチ右側

(A) チルト右回転
(B) チルト左回転

5. AUX1（サービスポート）ペダル
［AUX1（サービスポート）仕様］
サービスポートの起動や停止と排出される作動油の流
れ方向を操作するペダル

重要 :
• 操作できるアタッチメントは、クボタ建設機械販売
会社または認定工場にご相談ください。

ブレーカなどのアタッチメントを操作します。
サービスポート仕様はペダルを前に踏むとオペレータ
より見て右(A)に、ペダルを後に踏むとオペレータより
見て左(B)に油が流れます。

(1) AUX1（サービスポート）ペダル

 操作レバーの取扱い 各操作レバー
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U-30-6α/U-35-6α

流量
（エンジン回転数）

50.0 L/min
(2200 rpm)

圧力 20.6 MPa
(210 kgf/cm2)

6. サードラインの取扱い［サードライン
仕様機］
AUX1（サービスポート）の作動油の流れ方向を 1方向
（1-way）もしくは双方向（2-way）に切り換えます。
ブレーカ作業などの作業において油温の上昇を抑える
効果があります。
右ボンネットを開けると、工具なしで切り替えることが
できます。
1-way
• ブレーカ作業など一方向にしか油が流れない作業
で使用します。

2-way
• クラムシェルやフォーククローなどのアタッチメ
ントで使用します。

(1) サードライン

(A) 1-way
(B) 2-way

緊急時ブーム降下弁

 警告
• エンジンを始動して操作レバーで作業機を地面に
降ろせる場合はブーム降下弁を絶対に使用しない
でください。

• 緊急時ブーム降下弁を使用するときは必ずエンジ
ンを停止してください。

• この作業をするときは、作業機の下に何もないこと
を確認してください。

エンジントラブルやアキュムレータ機能不全などの非
常時に作業機を地面に降ろす必要性がある場合は、緊急
時ブーム降下弁を使用してください。

補足 :
• クレーン仕様とクレーン仕様でない場合で手順が
異なります。ご注意ください。

1. 緊急時ブーム降下弁の使用方法［クレ
ーン仕様以外］
1. 右ボンネットを開けます。

各操作レバー  操作レバーの取扱い

U-30-6α,U-35-6α 59



2. コントロールバルブのブームセクションにある、ブ
ーム降下弁のナットをゆるめ、止めネジを 1 回転ゆ
っくりゆるめます。
2 回転以上ゆるめないでください。

(1) ナット（二面幅 13 mm）
(2) 止めネジ（二面幅 4 mm）

3. 作業機を地面に降ろした後、ブーム降下弁の止めネ
ジとナットを締め込みます。

補足 :
• 締込トルクは止めネジが 6.3 N⋅m～7.5 N⋅m
（0.64 kgf⋅m～0.76 kgf⋅m）、ナットが 19 N⋅m～
21 N⋅m（1.94 kgf⋅m～2.14 kgf⋅m）です。

2. 緊急時ブーム降下弁の使用方法［クレ
ーン仕様］
クレーン仕様の場合、緊急時ブーム降下弁の操作の前に
ブーム落下防止弁の操作が必要です。ご注意ください。

(1) ブーム落下防止弁

 警告
• ブームシリンダのホースが破損している場合、ブー
ム落下防止弁のニードル弁を締め込んだ時点で、ブ
ームが降下し、破損部から作動油が流れ出します。
じゅうぶん注意して、作業を行ってください。

• ブーム落下防止弁のニードル弁は、3 回転半以上締
め込まないでください。降下速度が上がるため、危
険です。

1. ブーム落下防止弁のカバーを外します。
2. 次の図で示されたブーム落下防止弁のナットをゆる
め、ニードル弁を時計回りに 3 回転締め込みます。
3 回転半以上締め込まないでください。

(1) ブーム落下防止弁
(2) ナット（二面幅 14 mm）
(3) ニードル弁

3. 右ボンネットを開けます。
4. コントロールバルブのブームセクションにある、ブ
ーム降下弁のナットをゆるめ、止めネジを 1 回転ゆ
っくりゆるめます。
2 回転以上ゆるめないでください。

(1) ナット（二面幅 13 mm）
(2) 止めネジ（二面幅 4 mm）

5. 作業機を地面に降ろした後ブーム降下弁の止めネジ
とナットを締め込みます。

補足 :
• 締込トルクは止めネジが 6.3 N⋅m～7.5 N⋅m
（0.64 kgf⋅m～0.76 kgf⋅m）、ナットが 19 N⋅m～
21 N⋅m（1.94 kgf⋅m～2.14 kgf⋅m）です。

6. ブーム落下防止弁を元の状態に戻します。

 操作レバーの取扱い 緊急時ブーム降下弁
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操作パターンの変更方法
スーパーチェンジ仕様

 警告
• 本仕様は操作レバーパターンを変更することがで
きます。運転前に操作レバーパターンを確認しな
いと誤操作の原因となり、思わぬ人身事故を引起し
危険です。

• 作業機操作パターンを変更するときは必ずエンジ
ンを停止して行ってください。

• 作業前には必ず周囲の安全を確認して、各レバーを
ゆっくり操作してください。

• 操作パターンが確実に切り替わっていることを確
認してからご使用ください。

 注意
• 本機械は、操作パターンを JISパターン以外に切り
替えると、国土交通省所轄の工事には使用できませ
ん。

• 出荷時は JISパターンに設定されています。

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

レバー位置
動作

JISパターン
（クボタ）

Cパターン
（日立、コマツ）

左作業機操作レバー

(A) アーム伸ばし 右旋回

(B) アームかき込み 左旋回

(C) 左旋回 アーム伸ばし

(D) 右旋回 アームかき込み

右作業機操作レバー

(E) ブーム下げ

(F) ブーム上げ

(G) バケットかき込み

(H) バケットダンプ

1. スーパーチェンジの操作パターン変
更方法

 警告
• 作業機操作パターンを変更するときは必ずエンジ
ンを停止して行なってください。

• 作業機操作パターンを変更した後、初めて作業機を
操作する場合、前後左右の安全を確認して、エンジ
ンを低回転にしてゆっくり操作してください。

• 切替レバーが確実にセットされていることを確認
してください。もしセットされていないと、作業機
が誤作動し非常に危険です。

1. エンジンを低回転にします。
2. フロント部を接地させて、エンジンを停止してくだ
さい。

3. 操作ロックレバーをロック状態にし、ボンネット前
面のカバーを開いてください。

(1) カバー (A) 開く
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4. 切替レバーのグリップ部を引っ張り、ロックを外し
てから回動し、希望のパターン位置（A、C）に合わ
せてください。

(1) 切替レバー (A) 引く

(1) 切替レバー (A) JISパターン（クボタ）
(B) Cパターン（日立、コマツ）

5. 切替レバーがロックされていることを確認してくだ
さい。

6. カバーを閉めてください。

4パターンマルチ仕様

 警告
• 本機は操作レバーパターンを変更することができ
ます。運転前に操作レバーパターンを確認しない
と誤操作の原因となり、思わぬ人身事故を引起し危
険です。

• 作業前には必ず周囲の安全を確認して、各レバーを
ゆっくり操作してください。

• 操作パターンが確実に切換わっていることを確認
してからご使用ください。

 注意
• 本機械は、操作パターンを JISパターン以外に切り
替えると、国土交通省所轄の工事には使用できませ
ん。

• 出荷時は JISパターンに設定されています。

重要 :
• 油圧パイロットシステムを採用しておりますので、
作業機操作はエンジン作動時のみ可能です。バケ
ットおよびブレードを接地させる場合は、エンジン
を低回転にしてください。

• 乗降時は操作ロックレバーを引上げて必ず“ロッ
ク”位置にしてください。

• 作動油温が低い場合は、作業機の操作レバーに対す
る応答性がにぶくなりますので、暖機運転は必ず実
施してください。

• 作動油温が低い場合は、操作レバーがやや重く感じ
られますが特に支障はありません。

4パターンマルチ仕様機では、Iパターン、Hパターン、
Mパターン、Kパターンの 4種類の作業操作の変更がワ
ンタッチで可能です。
I（JIS、クボタ）パターン

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

レバー位置 動作

左作業機操作レバー

(A) アーム伸ばし

(B) アームかき込み

(C) 左旋回

(D) 右旋回

右作業機操作レバー

(E) ブーム下げ

(F) ブーム上げ

(G) バケットかき込み

(H) バケットダンプ
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H（日立、コマツ）パターン

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

レバー位置 動作

左作業機操作レバー

(A) 右旋回

(B) 左旋回

(C) アーム伸ばし

(D) アームかき込み

右作業機操作レバー

(E) ブーム下げ

(F) ブーム上げ

(G) バケットかき込み

(H) バケットダンプ

M（三菱）パターン

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

レバー位置 動作

左作業機操作レバー

(A) ブーム下げ

(B) ブーム上げ

(C) バケットダンプ

(D) バケットかき込み

右作業機操作レバー

(E) アームかき込み

(F) アーム伸ばし

(G) 左旋回

(H) 右旋回

K（神鋼）パターン

(1) 左作業機操作レバー
(2) 右作業機操作レバー

レバー位置 動作

左作業機操作レバー

(A) ブーム下げ

(B) ブーム上げ

(C) バケットダンプ

(D) バケットかき込み

右作業機操作レバー

(E) アーム伸ばし

(F) アームかき込み

(G) 左旋回

(H) 右旋回

1. 4パターンマルチの操作パターン変
更方法

 警告
• 本機は４パターンマルチコントロールを装備して
おり、操作レバーパターンを変更することができま
す。運転前に操作レバーパターンを確認しないと
誤操作の原因となり、思わぬ人身事故を引起こし危
険です。運転前には、４パターンマルチコントロー
ルの切替レバー位置と各作業機操作レバーの動き
を必ず確認してください。

• 作業機操作パターンを変更するときは必ずエンジ
ンを停止して行ってください。
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• 作業機操作パターンを変更した後、初めて作業機を
操作する場合、前後左右の安全を確認して、エンジ
ンを低回転にしてゆっくり操作してください。

• 切替レバーが確実にセットされていることを確認
してください。もしセットされていないと、作業機
が誤作動し非常に危険です。

操作パターンを変更する場合、次の手順で行ってくださ
い。
1. エンジンを停止してフロント部を接地させ、各シリ
ンダ内の圧を抜いてください。
（詳細は油圧回路の残圧の抜き方（90ページ）を参
照）

2. 作業機操作ロックレバーをロック状態にし、ボンネ
ット前面のカバーを開いてください。

(1) カバー (A) 開く

3. 切替レバーを回動し、希望のパターン位置（I、H、
M、K）に合わせてください。

(1) 切替レバー (A) 回す

(1) 切替レバー (I) JIS、クボタパターン
(H) 日立、コマツパターン
(M) 三菱パターン
(K) 神鋼パターン

4. カバーを閉めてください。
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エンジンの始動と停止
エンジンの始動

 警告
• 必ず座席に座って各操作レバーやペダルが中立位
置にあることを確認して始動してください。
もし怠ると、エンジンの始動と同時に機械が動き出
したり、正常な運転ができなくなり危険です。

• エンジンの排気ガス中には、有害な一酸化炭素など
が含まれており危険です。
排気ガスがたまりやすい室内や通気の悪い場所で
は機械の運転をしないでください。

補足 :
• 本機には盗難防止装置が装備されています。間違
ったキーでエンジン始動しようとすると、メータパ
ネルに“キーが違います。エンジン始動できませ
ん”と表示されエンジンが始動できません。正しい
キーでエンジン始動してください。

• キーに金属部品（キーホルダなど）を取り付けた
り、キーをたばねて使用すると正しいキーでも同様
の現象になる場合があります。その場合は金属部
品を取り外してエンジン始動してください。

• 作業機操作ロックレバーを解除位置にしたままエ
ンジンを始動しようとするとメータパネルに“レバ
ーロックを上げて下さい”と表示されエンジンが始
動できません。作業機操作ロックレバーが確実に
ロック位置にないと、エンジン始動はできません。

• エンジン始動時、メータの表示が一時消えピッと音
が鳴る事がありますが故障ではありません。

1. スタータスイッチを作動する前に、各レバーやペダ
ルが中立位置にあることを確認します。

(1) 左作業機操作レバー
(2) 走行レバー（左）
(3) 走行レバー（右）
(4) 右作業機操作レバー
(5) アクセルダイヤル

2. 作業機操作ロックレバーをロック位置にします。

(1) 作業機操作ロックレバー (A) 解除
(B) ロック

3. スタータスイッチにスタータキーを差し込みます。
4. アクセルダイヤルを中速側にまわします。
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5. スタータキーを[RUN]位置にし、表示パネルの  が
消えるまで[RUN]位置を保持します。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

6. このとき  、  マークが表示されていることを
確認してください。消灯している場合は故障ですの
で、購入先に相談します。

7. キーを[START]位置に回します。
8. エンジンが始動したら、キーから手を離します。自
動的に[RUN]に戻ります。

重要 :
• セルモータは大電流を消費しますので、10 秒以
上の連続使用は避けてください。
10 秒以内で始動しなかった場合は、一度キーを
[STOP]にし、20 秒以上休止してから 5.、6.、
7.、8.の操作を繰り返してください。

• もしバッテリがあがり、ブースタケーブルなど
で別のバッテリに接続する場合には、必ず 12 V
用のバッテリを使用してください。24 V用のバ
ッテリは絶対に使用しないでください。

1. 寒冷時の始動
オートアイドルスイッチが OFF（ランプが消灯）であ
ることを確認してください。

1. スタータスイッチを作動する前に、各レバーやペダ
ルが中立位置にあることを確認し、作業機操作ロッ
クレバーがロックされていることを確認します。

2. スタータスイッチにスタータキーを差し込みます。
3. アクセルダイヤルを高速側  いっぱいに回しま
す。

4. スタータキーを[RUN]の位置にし、液晶表示部の 
が消えるまで[RUN]位置を保持します。

5. キーを[START]位置に回します。
6. エンジンが始動したらキーから手を離します。
自動的に[RUN]に戻ります。

7. エンジンが始動しない場合は、いったんスタータキ
ーを[STOP]の位置にし、手順 4.、5.、6.の操作を繰
り返します。

エンジン始動後の暖機運転と点検
暖機運転
1. 暖機運転前には、オートアイドルスイッチを OFF
（ランプが消灯）にします。

2. エンジン始動後、アイドリングが円滑になるまで
（約 5 分間）負荷をかけずに暖機運転をします。

補足 :
• 作動油温が低い場合は、作業機の操作レバーに対す
る応答性がにぶくなりますので、暖機運転は必ず実
施してください。

• 作動油温が低い間は操作レバーがやや重く感じら
れますが、故障ではありません。

• 作動油温が低い間は、オートアイドル機能が作動し
ないことがありますが、故障ではありません。

• 冷却水温が上がるまで、アイドリング回転を上げる
アイドルアップ機能が働きます。

各部の点検
エンジンが暖まってから次の点を確認してください。
• 液晶モニタに異常表示がないか。
• 排気色は正常か。
• 異常音や、異常振動はないか。
• 油、燃料、水などが漏れていないか。
次の場合は、直ちにエンジンを止めてください。
• 回転が急に下降したり上昇したりする。
• 突然異常音をたてた。
• 排気色が悪くなった。
• 運転中、液晶モニタに“エンジン油圧異常”が表示さ
れた。

重要 :
• エンジンを止めてから、バックホーの不調と処置一
覧表に従ってください。
（詳細はバックホーの不調と処置一覧表（128ペー
ジ）を参照）
わからない場合は、クボタ建設機械販売会社または
認定工場に相談してください。
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エンジンの停止

 警告
• エンジンを停止した状態で、作業機およびブレード
を浮かせたまま放置しないようにしてください。
自重で徐々に下がり、事故になります。

重要 :
• エンジンを停止する前にバケットおよびブレード
を接地してください。

• アクセルダイヤルを高速位置のままではエンジン
が停止しないことがあります。必ずアクセルダイ
ヤルを低速位置にしてキーを[STOP]位置にしてく
ださい。

アクセルダイヤルを低速側にいっぱいまわして、エンジ
ンを 5 分ほどアイドリングさせて、徐々に冷やしてくだ
さい。
1. 左右作業機操作レバーをゆっくり動かし、作業機を
地面に接地します。

2. スタータキーを[STOP]の位置に戻し、エンジンを停
止し、キーを抜きます。

重要 :
• エンジン停止後、再始動には 2 秒間のタイムラ
グを設けています。

3. 作業機操作ロックレバーを引上げてロック位置にし
ます。

1. オーバーヒート時の対処

 警告
• 運転中や運転停止直後にラジエータキャップを開
けると蒸気や熱湯が噴出しヤケドすることがあり
ます。ラジエータが冷えてからラジエータキャッ
プを開けてください。

万一冷却水温が沸点（水温計が[H]）近くになったとき
またはそれ以上になったとき（いわゆるオーバーヒー
ト）には次のように行動してください。
1. 安全な位置で機械の運転を止めます。
（エンジンの負荷を抜きます）

2. エンジンは急に停止せず、無負荷アイドリングで約
5 分間運転した後停止します。

3. さらに、10 分間または蒸気が噴出している間は機械
からじゅうぶん離れて待機します。

4. ヤケドなどの危険性がなくなってから、オーバーヒ
ートの原因をバックホーの不調と処置の項に従って
除去します。
（詳細はバックホーの不調と処置一覧表（128 ペー
ジ）を参照）

5. その後、エンジンを再始動します。
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バックホーの運転
ならし運転
重要 :
• 機械の寿命は初めの 100 時間の取扱いで左右され
ます。いたわってお使いください。
特に新車時は、無理な負荷をかけないでください。
– 50時間まで 50%以下の負荷。
– 100時間まで 70%以下の負荷。

発進と走行

 警告
• 発進する前に、前後左右の安全を確認してくださ
い。

• ブレード、フロントアイドラを後ろにしてレバー操
作を行いますと、レバー方向と反対方向に走行しま
すから、ブレード、フロントアイドラが前向きか後
ろ向きか確認してください。（ブレードのある方向
が前向きです。）
もし怠ると、運転者の意志と反対の方向に動き、傷
害事故を引起こすことがあります。

(1) ブレード (A) 機体進行方向
(B) 走行レバー操作方向

• 15 度より急な斜面での走行は絶対にしないでくだ
さい。
もし怠ると、転倒し、傷害事故を引起こすことがあ
ります。

1. 作業機操作ロックレバーを“解除”位置に押し下げ、
作業機を折りたたみ、地上よりバケット下面を
20 cm～40 cm上げてください。

(1) 作業機操作ロックレバー (A) 解除
(B) ロック

(A) 20 cm～40 cm

2. ブレード操作レバーを後ろに引いて、ブレードを上
げてください。

(1) ブレード操作レバー (A) 上げる
(B) 下げる
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3. 走行レバーをゆっくり“前側”（前進）、または“後
側”（後進）に操作します。
操作した方向に発進します。

(A) 前進
(B) 中立
(C) 後進

1. 高速走行

 警告
• 登坂時、不整地走行時などで、走行抵抗が大きいと
きは、走行増速スイッチは使用しないでください。

• 軟弱地盤などで、クローラに土や砂利が詰まってク
ローラが異常に張ってきて走行できない場合は、ブ
レード、アーム、バケットでクローラを浮かせて回
転させ、土や砂利を落とし、クローラがスムーズに
動くようにしてください。

(A) 回転させて泥を落とす

• 走行増速スイッチを押すとブザーが 2 回鳴り、走行
速度は低速から高速に切り替わります。この時 
マークが点灯します。

• もう一度走行増速スイッチを押すとブザーが 1 回
鳴り、走行速度は高速から低速に切り替わります。
この時  マークが消灯します。

(1)  マーク

(1) 走行増速スイッチ［標準仕様］
(2) 走行増速スイッチ［チルトアングルブレード仕様］

方向転換

 警告
• 急斜面途中での方向転換（Uターンなど）は転倒の
危険性があります。平たんな地面で行ってくださ
い。

• 方向転換の際は周囲に人がいないかじゅうぶん確
認してから行ってください。

• 方向転換の際は無理なピボットターン、スピンター
ンは極力避け、切返しの回数を増して行ってくださ
い。
もし怠ると、傷害事故を引き起こすことがありま
す。

1. 走行時の方向転換（ピボットターン）
次の説明は、ブレードが前方にある場合の操作方法で
す。
• 前進時、左（右）走行レバーを中立位置にすれば、
左へ（右へ）方向転換します。
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(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) ピボットターン

• 後進時、左（右）走行レバーを中立位置にすれば、
右へ（左へ）方向転換をします。

(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) ピボットターン

2. 停止時の方向転換（ピボットターン）
次の説明は、ブレードが前方にある場合の操作方法で
す。
• 左（右）走行レバーを前側に操作すれば、右へ（左
へ）方向転換します。

(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) ピボットターン

• 左（右）走行レバーを後側に操作すれば、左へ（右
へ）方向転換します。

(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) ピボットターン

3. スピンターン
次の説明は、ブレードが前方にある場合の操作方法で
す。
• 左（右）走行レバーを前側に、右（左）走行レバー
を後側に操作すれば、その場で右へ（左へ）ターン
します。

(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) スピンターン

(1) 左走行レバー
(2) 右走行レバー

(A) 中立
(B) スピンターン
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坂道の登り降り

 警告
• 傾斜地での走行時は、必ず旋回フレームとトラック
フレームを平行にしてください。
もし怠ると、意志に反して旋回し、転倒して傷害事
故を引起こすことがあります。

• 坂道を登る場合はバケット下面を地上より 20 cm
～40 cm上げて走行してください。

• クローラがスリップするような急勾配の下り坂を
降りる場合は、バケットを地面に下ろして、すべら
しながら降りてください。また勾配のゆるい下り
坂を降りる場合は、バケットをすぐに接地できる高
さにしてください。

• 坂道での登り降りは、アクセルダイヤルを調整し
て、ゆっくり走行してください。

• 坂道での登り降りは、オートアイドルスイッチを
“OFF”（ランプ消灯）の位置にしてください。
もし怠ると、意志に反してエンジン回転数が変化
し、傷害事故を引起すことがあります。

登坂時

(A) 20 cm～40 cm

降坂時

傾斜地での駐停車

 警告
• 傾斜地での駐停車は危険です。傾斜地では駐停車
しないでください。
やむを得ず傾斜地で駐停車する場合、バケットを地
面にくいこませ、各レバーを中立位置に戻した後、
歯止めをかけてください。
もし怠ると、機械がすべり落ち、傷害事故を引起こ
すことがあります。

駐車
1. 機械を水平な堅土上に停めます。
2. アームを垂直に立て、バケットおよびブレードを地
面に降ろします。

3. アクセルダイヤルを低速側にいっぱい回し、エンジ
ンを 5 分ほどアイドリングさせて徐々に冷やしま
す。

4. スタータキーを[STOP]にしてエンジンを止め、キー
を抜きます。

5. 作業機操作ロックレバーを引上げてロック位置にし
ます。

6. 機械から離れるときは、すべてのカバーを閉じ、施
錠します。

オートアイドル制御

 警告
• 操作レバーを操作する前に、オートアイドルスイッ
チの下のランプが点灯、消灯することを必ず確認し
てください。

• 本機の積込み、積降ろし時は安全のため、必ずオー
トアイドルスイッチを切ってください（ランプが消
灯）。（オートアイドルスイッチを押すと点灯し、再
度押すと消灯します。）
もし怠ると、オートアイドルが作動した状態で操作
レバーを動かすと、エンジン回転数が下がった状態
から急に上がるので危険です。
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オートアイドル機能
作業中、全作業レバーを中立位置で放置すると約 4秒後
に、エンジン回転をアイドリングへ自動的に下げる機能
です。燃料消費や騒音を抑える効果があります。オー
トアイドルスイッチで、オートアイドル制御の作動と解
除が選択できます。
作動
• オートアイドルスイッチを押します。オートアイ
ドル制御作動のとき、オートアイドルランプが点灯
します。

解除
• オートアイドルスイッチを再度押すとオートアイ
ドル制御解除となり、オートアイドルランプが消灯
します。

(1) オートアイドルスイッチ
(2) オートアイドルランプ

補足 :
• 寒冷時は作動油の温度が上がるまで、オートアイド
ル機能が作動しないことがありますが、故障ではあ
りません。
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各部の開閉および着脱
座席
1. 座席の調整

 警告
• エンジンを始動したまま座席を前に倒したとき、走
行レバーが動き車体が動くことがあります。座席
を前に倒す場合は必ずエンジンを止めて、作業機操
作ロックレバーを“ロック”にしてください。

座席を前後に動かす時
1. 前後調節レバーを右方向(解除)に動かし、座席を前

後に動かし、運転操作のしやすい位置に調節してく
ださい。

(1) 前後調節レバー (A) 解除

2. 調整後固定されたことを確認してください。
座席を前に倒す時
1. 作業機操作ロックレバーをロックしてください。

(1) 作業機操作ロックレバー (A) 解除
(B) ロック

2. シートロックレバーを前方へ引張って座席を持上
げてください。

(1) シートロックレバー (A) 解除

補足 :
• 座席を元に戻した場合、シートロックレバーにより
座席が確実に固定させていることを確認してくだ
さい。

2. シートベルトの使用方法

 警告
• 運転時は常にシートベルトを着用してください。

ROPSキャブ、4ポスト ROPSキャノピまたは 2ポ
スト TOPSキャノピが装着されていない機械では、
シートベルトを使用しないでください。

• シートを最適位置に調整してください。
• エンジンを始動する前に、必ずシートベルトをしっ
かりと締めてください。

(1) シートベルト
(2) ソケット
(3) ボタン

シートベルト着用
1. 運転席左側からシートベルトを引き出します。
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2. シートベルトの金具（運転席左側）を、運転席右側
のソケットに、カチッと音がするまで挿入します。

シートベルト解除
1. ソケットの赤いボタンを押して、シートベルトを外

します。
2. シートベルトは自動的に巻き取られます。

重要 :
• シートベルトを外すときは、ベルトを真っすぐな状
態で格納してください。
真っすぐでない状態で格納すると、シートベルトの
ロック機構が正常に作動しない場合があります。

ボンネット
1. 後ボンネットの開閉

 警告
• 後ボンネットを閉めるとき手をはさまれないよう
にしてください。

• 後ボンネットを閉めたときには、確実にロックして
ください。

重要 :
• ボンネットを開けたままで運転はしないでくださ
い。
ボンネット損傷の原因となります。

開ける時
1. スタータキーをキー穴に入れ右に回し、施錠を解除

します。
2. キャッチを引き、後ボンネットを開けます。

(1) 後ボンネット
(2) キャッチ
(3) キー穴

閉じる時
1. ストッパを上げて、ロックを解除します。
2. カチッと音がするまで後ボンネットを確実に閉じ

ます。

(1) ストッパ (A) 上げる

3. スタータキーを左に回して施錠します。

2. 右ボンネット（1）の開閉

 警告
• 右ボンネット（1）を閉めるとき手をはさまれない
ようにしてください。

• 右ボンネット（1）を閉めたときには、確実にロッ
クしてください。

重要 :
• 右ボンネット（1）を開けるときには、ブームをセ
ンターより左へスイングさせておいてください。
右ボンネット（1）が当たり、ロック不良や損傷の
原因となります。

• ボンネットを開けたままで運転はしないでくださ
い。
ボンネット損傷の原因となります。

開ける時
1. スタータキーをキー穴に入れ右に回し、施錠を解除

します。
2. 開閉レバーを持ち、右ボンネット（1）を持上げて

開きます。

補足 :
• 右ボンネット（1）は 2段階開くことができます。
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(1) 右ボンネット（1）
(2) 開閉レバー
(3) キー穴

閉じる時
1. ロック解除レバーを機体前方に押し、ロックを解除

します。
2. 右ボンネット（1）を下げていき、カチッと音がす

るまで確実に閉じます。

(1) ロック解除レバー (A) 閉じる

3. スタータキーを左に回して施錠します。

3. 右ボンネット（2）の取外しと取付け

 警告
• 右ボンネット（2）を取り付けるときには、確実に
ボルトを締付けてください。

1. 後ボンネットを開けます。
2. 右ボンネット（1）を開けます。
3. ボルト 4 本を外して、右ボンネット（2）を取り外
します。

(1) ボルト
(2) 右ボンネット（2）

(1) ボルト
(2) 右ボンネット（2）

4. 逆の手順で、右ボンネット（2）を取り付けます。

工具箱
1. 座席下部の収納部

 警告
• エンジンを始動したまま座席を前に倒したとき、走
行レバーが動き車体が動くことがあります。座席
を前に倒す場合は必ずエンジンを止めて、作業機操
作ロックレバーをロックにしてください。

重要 :
• 座席を元に戻した場合、ロックレバーにより座席が
確実に固定されていることを確認してください。

座席下部に工具の収納スペースがあります。
次のように座席を前方に倒して使用してください。
1. 作業機操作ロックレバーを“ロック”してください。
2. シートロックレバーを前方へ引張って座席を持上げ
てください。
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3. 工具箱に工具を収納してください。

(1) 工具箱

2. 前カバー内の収納部［キャノピ仕様］
前カバーを開けると、座席下部に工具の収納スペースが
あります。

(1) 前カバー
(2) 工具箱

カップホルダ

(1) カップホルダ

グリースガンの取出しと収納

 警告
• エンジンを始動したまま座席を前に倒したとき、走
行レバーが動き車体が動くことがあります。座席
を前に倒す場合は必ずエンジンを止めて、作業機操
作ロックレバーを“ロック”にしてください。

重要 :
• 座席を前に倒す場合には、作業機操作ロックレバー
を“ロック”してからシートロックレバーを前方へ
引張って座席を持上げてください。

• 座席を元に戻した場合、ロックレバーにより座席が
確実に固定されていることを確認してください。

座席下部にグリースガン収納部があります。

(1) グリースガン

取出し時
1. シートロックレバーを引張って、座席を前方に倒し

てください。
2. グリースガンを取出してください。
収納時
1. グリースガンの先端を穴に入れ、本体とハンドル部

分を金具にのせてください。
2. 座席とグリースガンが当らず、正しく取付けられて

いることを確認しながら、座席を元に戻してくださ
い。

キャブドアの開閉［ROPSキャブ
仕様］
開ける時
1. スタータキーで解錠してください。
2. 取手を引きドアを引いてください。

補足 :
• ドアをいっぱい開けて、端を押せばロックされま
す。
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(1) ドア取手（外側）

閉じるとき
1. 解除レバーを下げてロックを外してください。
2. ドアを閉めてください。

(1) 解除レバー
(2) ドア取手（内側）

補足 :
• 長時間機械より離れる場合は、施錠してください。

キャブフロントウインドウの開閉
［ROPSキャブ仕様］

 警告
• 開閉の際、フロントウインドウとキャブ側受けの間
に足を置いたり、手を置いたりすると、はさまれる
危険がありますので、絶対に避けてください。

• 他の人が身をのりだしたりすると、同様の危険があ
りますので、のりださないでください。

フロントウインドウの開閉は、次の手順で行ってくださ
い。
1. ウインドウ上部左右のロックレバーを押し、ロック
を解除します。

(1) 取手
(2) ロックレバー

2. ウインドウの上部左右についている取手を両手でし
っかり持って、手前に引き気味に持ち上げて、スラ
イドさせながら後方に引き寄せます。

3. 後方に引き寄せた状態で上方に押し上げてロックし
ます。

 警告
• ロックレバーの固定が不十分な場合は、作業中
にフロントウインドウが落下するおそれがあり
ます。確実に固定してください。

4. 閉める場合は、開ける操作の逆の手順となります。

緊急脱出用ハンマ［ROPSキャブ
仕様］
緊急時のキャブ内からの脱出用として緊急脱出用ハン
マを設置しています。脱出には、窓ガラスを緊急脱出用
ハンマでたたいて割ってから、脱出してください。
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(1) 緊急脱出用ハンマ
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盗難防止装置
本機には登録したキーでしかエンジン始動できない盗
難防止装置がついています。
登録したキーが盗難された場合、その盗難キーの登録を
抹消することにより盗難キーでのエンジン始動はでき
なくなり、機械の盗難を防止します。
盗難防止機能が働いているか確認するには、キー
[STOP]時の「盗難防止インジケータ」の点滅で確認で
きます。

(1) 盗難防止インジケータ

盗難防止装置のキーの取扱い
本機には 2種類のキーが付属しています。
黒色キー（個別キー）

• エンジン始動用キーです。操作は今まで通りキー
挿入後[START]位置に回すとエンジン始動できま
す。事前に赤色キーを使って黒色キーを本機に登
録する必要があります。

補足 :
– スペアキーを含み、最初は 2個付属しています。
付属の黒色キー 2個はすでに登録済です。最大
4個まで登録できます。

赤色キー（登録キー）

• エンジン始動用の黒色キーを万一紛失した場合、新
しい黒色キーを本機に登録するためのキーです。

このキーでエンジン始動はできません。
（使い方は黒色キーの本機への登録のしかた（79 ペー
ジ）を参照）

黒色キー（個別キー）の本機への
登録のしかた（黒色キーを紛失し
たとき）

 警告
• 盗難防止キーの設定は必ず座席に座って各操作レ
バーが中立位置にあることを確認してから行って
ください。
もし怠ると、エンジンの始動と同時に機械が動き出
して危険です。

• エンジンの排ガス中には有害な一酸化炭素などが
含まれており危険です。排気ガスのたまりやすい
室内や、通気の悪い場所では行わないでください。

重要 :
• もし登録済みの黒色キーが盗難、または紛失した場
合は、残りの黒色キーを再登録してください。再登
録すると盗難または紛失した黒色キーの登録は消
えて、盗難または紛失した黒色キーでのエンジン始
動はできなくなります。

• もし赤色キーが盗難、または紛失した場合は、黒色
キー（エンジン始動用キー）の登録、再登録ができ
なくなります。また、周辺機器の交換が必要となり
ますので保管にはじゅうぶん注意してください。
万一紛失した場合には速やかにクボタ建設機械販
売会社または認定工場にご相談ください。

• 黒色キー、赤色キーに金属製のキーホルダや当社指
定以外のリングをつけないでください。キーとキ
ースイッチの間の信号伝達の妨げになり、エンジン
始動やキー登録が正常に行えない場合があります。

• 複数のキーをたばねて使用しないでください。電
波が混信してエンジンが始動できないことがあり
ます。

• 納車時キーをたばねているリングは切断してご使
用ください。
（たばねたまま使用すると赤色キーでエンジンが始
動したり、正しく再登録できないことがあります。）

• 機械を中古で再販する場合、必ずすべてのキーをつ
けて販売するか、紛失した場合認定工場に依頼して
新たなキーを登録しなおしてから販売してくださ
い。
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補足 :
• 黒色キー登録中に、間違って登録済みの黒色キーを
登録しようとすると、メータパネルに“すでに登録
済みです”と表示され、登録作業はできません。

• 黒色キーを 4本以上登録しようとすると、メータパ
ネルに“これ以上登録できません”と表示され登録
できません。

• エンジン始動操作時は、状況に応じて次の表示が出
て、エンジンが始動できない場合があります。
– キーが認証中の場合
また、キー付属以外の金属製のリングやキーホ
ルダをつけている場合や複数のキーをたばねて
使用している場合は、この表示が出ることがあ
ります。

– 赤色キーで始動しようとした場合

– 登録されていないキー（別の機械など）の場合

1. 赤色キーをキースイッチに挿入します。
挿入したままで回さないでください。[RUN]位置に
してしまった場合は[STOP]位置にしてください。

(1) 赤色キー

2. 表示切替スイッチを 1 回押します。
メータパネルに“キーを抜く”と表示されます。

(1) 表示切替スイッチ
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3. 赤色キーをキースイッチから抜きます。
メータパネルに“登録するキーを順次挿入”が表示
されます。

(1) 赤色キー

4. 黒色キーをキースイッチに挿入します。
挿入したままで回さないでください。[RUN]位置に
してしまった場合は[STOP]位置にして、手順 1.から
再度操作してください。

(1) 黒色キー

5. すべての登録作業が完了したら、ユーザー設定スイ
ッチを押します。

(1) ユーザー設定スイッチ
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トラックによる輸送

 警告
• 小旋回姿勢での積込み、積降ろしは絶対に行わない
でください。
もし怠ると、転倒し、傷害事故を引き起すことがあ
ります。

• 本機の質量や寸法に見合ったトラックを選定し過
積載をしないでください。
もし怠ると、積込み時にトラックの運転席が浮上が
ったり、輸送時の安全運転に支障をきたします。

• アユミ板は荷台に掛け金で確実に引掛けてくださ
い。また、濡れたアユミ板はすべります。特に木製
のアユミ板はすべり止めに注意してください。
もし怠ると、転落や転倒による傷害事故を引き起こ
すことがあります。

• アユミ板やプラットフォームを使用せず、本機をジ
ャッキアップしての積込み、積降ろし作業は絶対に
行わないでください。
もし怠ると、転落や転倒による傷害事故を引き起こ
すことがあります。

輸送の際は、道路交通法、道路運送車両法、車両制限令
などの関連法令を守ってください。

トラックへの積込み、輸送

 警告
• アームを伸ばした状態で積み込むと、本機の重心移
動による反動でオペレータと周囲の人に危険が及
ぶ場合がありますので注意してください。

補足 :
• トラックに積載した状態で、全高が 3.8 mを超えな
いようにしてください。3.8 mを超える場合は出発
地警察署長の許可が必要です。

1. トラックは駐車ブレーキを掛け、タイヤの前後に歯
止めをして動かないようにします。

2. じゅうぶんな強度と幅を持ったプラットホームを設
置します。
やむを得ずアユミ板を使用するときは、平たんで堅
固な場所で行い、じゅうぶんな強度、幅、および長
さのものを使用し、左右平行にかけ、クローラと位
置あわせを行ってください。また、アユミ板の長さ
は、トラックの荷台の高さ（H）の 4 倍以上の長さ
のものを使用してください。アユミ板がトラックか
ら外れないよう、掛け金具付きのアユミ板にすると
ともに、各部に亀裂などがないか使用前に点検して
ください。また、アユミ板には支え台を使用して、
たわみを防止してください。

3. オートアイドルスイッチを必ず解除（ランプ消灯）
（エンジン回転数が上がった状態）にします。

4. 走行増速スイッチを必ず低速（  マーク消灯）に
します。

5. 本機のトラックへの積込みは、アームをアユミ板に
垂直か少しかき込んだ姿勢で、作業機をアユミ板か
ら 20 cm～40 cmの高さにして行います。

(A) 4×(H)以上
(B) 20 cm～40 cm

 トラックによる輸送 トラックへの積込み、輸送
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6. 本機をトラックの荷台に移す前、次図の状態でいっ
たん停止し、作業機を荷台に軽く接地した後、ゆっ
くり前進し機体を水平にします。

アユミ板の上で方向修正すると転落のおそれがあり
ます。必要な場合は必ずいったんアユミ板を降りて
方向修正の上、登りなおしてください。

7. 荷台上で所定の位置まで前進した後、アームをかき
込んだ状態で車のバランスに注意しながらゆっくり
上部旋回体を 180°旋回します。

8. 作業機を荷台に降ろし、エンジンを停止して作業機
操作ロックレバーをロック位置にします。

9. ワイヤなどを使い本機を荷台に確実に固定します。

トラックからの積降ろし
オートアイドルスイッチを必ず“解除”（ランプ消灯）（エ
ンジン回転数が上がった状態）にしてください。
走行増速スイッチを必ず“低速”（  マーク消灯）にし
てください。
1. 作業機を進行方向に向け、荷台床面に対しアームを
ほぼ垂直か少しかき込んだ姿勢でアユミ板の手前ま
で前進します。

2. アユミ板に移る前に本機を一旦停止し、機械の重心
の急激な移動を避けるため作業機を地面かアユミ板
上に軽く接地させゆっくり前進します。

3. クローラの全長の約半分近くが荷台から出たところ
で停止し、ブームをゆっくり上げ、本機をアユミ板
にのせます。

4. 作業機を軽く接地させたまま前進し、アユミ板から
降りてください。その際、道路表面を傷つけないよ
う保護するなどの注意をしてください。

トラックからの積降ろし  トラックによる輸送
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機体の吊上げ
各種クレーンを使用して吊上げ作業をする人は、クレー
ン本機の運転資格、玉掛資格などの法令を順守して安全
に作業してください。

 警告
• ブームおよびブレードの穴部にシャックルを通し
て吊り上げる時は、安全のため必ず 2か所で吊り上
げてください。

• 作業員を乗せての吊り上げは危険ですので行わな
いでください。

• 吊り上げに使用するワイヤロープは本機の質量に
対して、じゅうぶん強度のあるものを使用してくだ
さい。

• ブームのトサカ部の丸棒は吊り上げ用に取り付け
たものではありません。危険ですから丸棒にワイ
ヤロープを用いて吊り上げないでください。

補足 :
• 吊り上げるときは、重心位置に注意してバランスを
じゅうぶんにとってください。

• ブームをスイングさせたり、上部を旋回させた状態
にして吊り上げないでください。

機体を吊り上げるときは、次の要領で行ってください。
1. ブレードの位置が作業機と 180 度逆になるように
上部旋回体を旋回させます。

2. ブレードをいっぱいまで上昇させます。
3. ブームを上げ、バケット、アームをいっぱいまでか
き込んでください。次に作業機操作ロックレバーを
ロックします。

4. ブームをスイングさせない状態で、スイングペダル
を中立にして、ペダルカバーをかけエンジンを停止
します。

5. ブレード両端の穴部にシャックル（3.2 t以上）を通
してワイヤロープをかけ、またブーム上部の穴部 2
か所にシャックル（2 t以上）を通してワイヤロープ
をかけます。

ブレード両端

(1) シャックル（2個）

ブーム上部

(1) シャックル（2個）

6. ワイヤロープの吊り角度を約 45 度にして吊り上げ
ます。ワイヤロープの長さは図を参照してくださ
い。

(1) 1.5 m
(2) 3.5 m

(A) 約 45度

 機体の吊上げ
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荷の吊上げ作業の注意事項

 警告
• 労働安全衛生規則第 164条と労働基準局通達基発第 542号を満たさない荷の吊上げ作業は、荷の落下や転倒の危
険が生ずるおそれがあるので禁止されています。

• 規則に基づいた荷の吊上げ作業に当っては、下記事項を遵守してください。
– 取扱説明書をよく読んで必ず所定の処置を講じた上で安全に作業をしてください。
– 吊上げる荷は規定の最大荷重を超えないようにしてください。

• 本機でクレーン代りの作業をすることは、法律で禁止されていますから、絶対に行なわないでください。

 

ミニバックホーの最大荷重
標準仕様機の最大荷重は次のとおりです。
最大荷重を超えないようにし、安全に作業してください。

本機型式 U-30-6α U-35-6α

標準アーム 1024 N (104 kgf) 1183 N (120 kgf)

ロングアーム 723 N (73 kgf) 1024 N (104 kgf)

 

労働安全衛生規則第 164条（主たる用途以外の使用の制限）
車両系建設機械による荷の吊上げについては、労働安全衛生規則第 164条により、作業の性質上やむを得ないときな
どであって、所定の措置を講じる場合に限るとされています。
以下の規則を満たさない場合の荷の吊上げ作業は絶対にしないでください。
第 164条
事業者は、車両系建設機械を、パワー・ショベルによる荷のつり上げ、クラムシェルによる労働者の昇降等当該車両
系建設機械の主たる用途以外の用途に使用してはならない。

2. 前項の規定は、次のいずれかに該当する場合には適用しない。
1. 荷のつり上げの作業を行う場合であって、次のいずれにも該当するとき。

イ. 作業の性質上やむを得ないとき又は安全な作業の遂行上必要なとき。
ロ. アーム、バケット等の作業装置に次のいずれにも該当するフック、シャックル等の金具その他のつり上げ用の器具を取り付けて使用

するとき。
(1) 負荷させる荷重に応じた十分な強度を有するものであること。
(2) 外れ止め装置が使用されていること等により当該器具からつり上げた荷が落下するおそれのないものであること。
(3) 作業装置から外れるおそれのないものであること。

2. 荷のつり上げの作業以外の作業を行なう場合であって、労働者に危険を及ぼすおそれのないとき。

3. 事業者は、前項第 1号イ及びロに該当する荷のつり上げの作業を行なう場合には、労働者とつり上げた荷との接触、つり上げた荷の落下又は
車両系建設機械の転倒若しくは転落による労働者の危険を防止するため、次の措置を講じなければならない。
1. 荷のつり上げの作業について一定の合図を定めるとともに、合図を行なう者を指名して、その者に合図を行なわせること。
2. 平坦な場所で作業を行なうこと。
3. つり上げた荷との接触又はつり上げた荷の落下により労働者に危険が生ずるおそれのある箇所に労働者を立ち入らせないこと。
4. 当該車両系建設機械の構造及び材料に応じて定められた負荷させることができる最大の荷重を超える荷重を掛けて作業を行なわないこ

と。
5. ワイヤロープを玉掛用具として使用する場合にあっては、次のいずれにも該当するワイヤーロープを使用すること。

ミニバックホーの最大荷重  荷の吊上げ作業の注意事項
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イ. 安全係数（クレーン等安全規則（昭和 47年労働省令第 34号。以下｢クレーン則｣という。）第 213条第 2項に規定する安全係数をい
う。次号において同じ。）の値が 6以上のものであること。

ロ. ワイヤロープ 1よりの間において素線（フィラ線を除く、）のうち切断しているものが 10パーセント未満のものであること。
ハ. 直径の減少が公称径の 7パーセント以下のものであること。
ニ. キンクしていないものであること。
ホ. 著しい形崩れ及び腐食がないものであること。

6. つりチェーンを玉掛用具として使用する場合にあっては、次のいずれにも該当するつりチェーンを使用すること。
イ. 安全係数の値が 5以上のものであること。
ロ. 伸びが、当該つりチェーンが製造されたときの長さの 5パーセント以下のものであること。
ハ. リンクの断面の直径の減少が、当該つりチェーンが製造されたときの当該リンクの断面の直径の 10パーセント以下のものであるこ

と。
ニ. き裂がないものであること。

7. ワイヤロープ及びつりチェーン以外のものを玉掛用具として使用する場合にあっては、著しい損傷及び腐食がないものを使用すること。

 

バケットまたはバケットリンクにフックを付けて作業する場合の注意事
項
一般注意事項
• バケットまたはバケットリンクにフックを付ける場合は、必ず最寄の購入先または、当社サービス認定工場に連
絡してください。

(1) リンクフック
(2) バケットフック

• 吊り作業を行う場合には、労働安全衛生規則第 164条に従い、次の内容に注意して作業を行ってください。
– 作業前には、フック、外れ止め金具、およびフック取付け部に異常がないか点検してください。異常があれ
ば、必ず最寄の購入先または、当社サービス認定工場に連絡し必要な措置を依頼してください。

– 専用のバケットフックに、確実にワイヤーロープなどの吊り具を取り付けてください。
– 合図を行う作業者の指示に従ってください。
– 機械の転倒や転落の防止のため、平たんな場所で行ってください。
– 作業範囲内に人を近づけないでください。フロントアタッチメントを利用しての人の上げ下げは、絶対に行わ
ないでください。

– ワイヤーロープなどを玉掛け用具として使用する場合は、労働安全衛生規則に基づき、取り扱ってください。
吊り作業時の注意事項
• 吊り荷が大きく揺れると危険です。エンジンの回転数を下げて、コントロールレバーは、ゆっくりと操作してく
ださい。

• 旋回操作を行う場合は、特に周囲の安全に注意して作業してください。
• 荷を吊ったままの状態で運転席を離れることは絶対に行わないでください。

 荷の吊上げ作業の注意事項 バケットまたはバケットリンクにフックを付けて作業する場合の注意事項
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• 規定の吊上げ荷重を厳守してください。
• 規定以上の吊上げ荷重や、衝撃荷重、および機械の損傷をまねくおそれのある作業は行わないでください。
• 荷の引きずりは、危険ですので行わないでください。

• 荷を吊った状態での走行は、絶対に行わないでください。

• バケットの角度によって、吊り具などがフックの外れ止め金具から外れて落下するおそれがあります。バケット
を巻き込みすぎないようじゅうぶんに注意してください。

 

バケットリンクにフックを溶接した場合の吊り作業の注意事項
アームが垂直位置付近でバケットをかき込むと玉掛用具がフックの外れ止めに掛かるおそれがあるので次図を参考に
してバケットのかき込み姿勢を選んでください。

バケットリンクにフックを溶接した場合の吊り作業の注意事項  荷の吊上げ作業の注意事項
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(A) 30度
(B) バケットを水平よりかき込んで使用可能
(C) バケットを水平よりダンプさせて使用すること

 

バケットリンクにフックを溶接した場合のバケット以外の作業機につい
て
バケットリンクにフックを溶接して使用する場合の作業機は、バケットを前提としております。
バケット以外の作業機（ブレーカ、フォーククロー等）をフック溶接後に使用する場合は、作業機とフックが干渉す
る恐れがありますので、注意して使用してください。

 荷の吊上げ作業の注意事項 バケットリンクにフックを溶接した場合のバケット以外の作業機について
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機体のけん引

 警告
• 使用するワイヤ、スリングベルトは十分に強度のあ
るものを使用してください。
また、切断や亀裂がないか使用前に確認してくださ
い。

機体が泥ねい地にはまり、脱出が不可能になった場合の
緊急時には、図のようにワイヤ、スリングベルトを使用
してけん引を行なってください。

(1) スリングベルトまたはワイヤ

 機体のけん引
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メンテナンス

 警告
• 給油および点検整備するときは、次の手順で行って
ください。
1. 本機を平たんな広い場所に置きます。
2. バケットおよびブレードを地面に接地します。
3. エンジンを止めます。
4. 各操作レバーを操作して残圧が抜けたことを確

認します。
5. スタータキーを抜き安全確認を行います。
6. 給油および点検と整備を行います。

• 黄色ページの点検整備時の注意をよく読んで作
業を行ってください。
（詳細は点検整備時の注意（15ページ）を参照）

油圧回路の残圧の抜き方
1. エンジン回転数を下げて、バケットおよびブレード
を接地します。

2. スタータキーを[STOP]の位置にし、エンジンを停止
します。

3. エンジンが停止したら、スタータキーを[RUN]位置
にします。

4. 作業機操作ロックレバーのロックを解除します。
5. 各操作レバーを動かして、油圧回路の残圧を抜きま
す。

廃棄物の処理

 警告
• 廃棄物をみだりに捨てたり、焼却すると、環境汚染
につながり、法令により処罰されることがありま
す。
廃棄物を処理するときは、次の事を守ってくださ
い。
– 機械から廃液を抜く場合は、容器に受けてくだ
さい。

– 地面へのたれ流しや河川、湖沼、および海洋へ
の投棄はしないでください。

– 廃油、燃料、冷却水（不凍液）、冷媒、溶剤、フ
ィルタ、バッテリ、ゴム類、およびその他の有
害物を廃棄または焼却するときは、購入先また
は産業廃棄物処理業者などに相談して、所定の
規則に従って処理してください。

洗車時の注意

 警告
• 機械を損傷させないように洗浄ノズルを拡散にし、

2 m以上離して洗車してください。
もし、直射にしたり、不適切に近距離から洗車する
と、次の事故または故障が発生するおそれがありま
す。
– 電気配線部被覆の損傷や断線により、火災を引
き起こすおそれがあります。

– 油圧ホースの破損により、高圧の油が噴出して
傷害を負うおそれがあります。

– 機械の破損、損傷、または故障の原因になりま
す。
例）
• シールやラベルの剥がれ
• 電子部品、エンジン、安全キャブ室内などへ
の浸入による故障

• タイヤ、オイルシールなどのゴム類、樹脂
類、ガラスなどの破損

• 塗装、メッキ面の皮膜剥がれ

高圧洗車機の使用方法を誤ると人を怪我させたり、機械
を破損、損傷、および故障させることがありますので、
高圧洗車機の取扱説明書およびラベルに従って、正しく
使用してください。

直射洗車厳禁
直射 拡散

 メンテナンス 油圧回路の残圧の抜き方
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近距離洗車厳禁

2 m未満 2 m以上

プラスチック部品と合成皮革の洗
浄
• プラスチック部品や合成皮革の汚れを取り除くと
きは、やわらかい布で拭いてください。

• 汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤を含ませ
たやわらかい布で拭いてください。

• 表面に残った洗剤や水分は、水を含ませてからかた
く絞ったやわらかい布で拭き取ってください。

• アルコールやベンジンなどの有機溶剤や、アルカリ
性や酸性の溶剤などが付着すると、プラスチック部
品が損傷するおそれがあります。

プラスチック部品と合成皮革の洗浄  メンテナンス
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仕業点検
1. 仕業点検一覧表

項目 補給または交換する油脂、部品 参照ページ

前回使用時の異常箇所 － －

冷却水の点検と補給 － 93

各部のオイル量

燃料の点検と補給 JIS2号軽油 93

エンジンオイルの点検と補給 エンジンオイル（CF-4級以上） 94

作動油の点検と補給 作動油 94

ウォータセパレータの水、沈殿物の点検と洗浄 － 95

ラジエータ、オイルクーラ、および燃料クーラの点検と掃除 － 96

バキュエータバルブの掃除 － 96

バッテリ、配線、エンジン周りの点検と掃除 － 97

ウィンドウォッシャ液の点検［ROPSキャブ仕様］ － 97

２ポスト TOPSキャノピ、4ポスト ROPSキャノピ、ROPSキャ
ブの点検 － 97

本機洗車の方法 － 97

排気ガス漏れの点検 － 97

角度検出装置の点検［アームかき込み制限仕様］ － 97

ファンベルトの点検 － 98

エアコンベルトの点検［ROPSキャブ、エアコン仕様］ － 98

作業機部分の給脂

ブーム根元

グリース、極圧添加 EP2
98

アーム根元

ブームシリンダボス

アームシリンダボス

バケットシリンダボス

スイングシリンダボス

ブーレドシリンダボス

ブレード根元ピン

バケット用ピン

スイング支点ピン

チルトアングルブレード用ピンの給脂［チルトアングルブレード
仕様］ 99
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2. 冷却水の点検と補給

 警告
• 運転中や運転停止直後にラジエータキャップを開
けると蒸気や熱湯が噴出しヤケドすることがあり
ます。ラジエータが冷えてからラジエータキャッ
プを開けてください。

重要 :
• 冷却水は、リザーブタンク[FULL]以上は入れないで
ください。

• 泥水や海水は絶対に補給しないでください。
• ロングライフクーラントを補給してください。
ロングライフクーラントの混合比は不凍液 50 %、
水 50 %です。守らない場合、低温での凍結、オー
バーヒート温度の低下につながります。

• ラジエータキャップは通常の場合開けないでくだ
さい。

補足 :
• 冷却水の点検は、エンジンが冷えているときにリザ
ーブタンクで行ってください。

• 工場出荷時は、冷却水としてロングライフクーラン
ト（混合割合は不凍液 50 %、水 50 %）が入ってい
ます。

1. 後ボンネットを開けます。
2. リザーブタンクの冷却水が規定量入っているか点検
します。
水面がリザーブタンクの[FULL]～[LOW]の間にあ
れば正常です。

3. 冷却水が少ない場合は、ラジエータキャップを開け、
給水口からロングライフクーラントを補給します。

冷却水 約 5.8 L

(1) リザーブタンク

(1) ラジエータキャップ

3. 燃料の点検と補給

 警告
• 燃料を補給する際は必ずエンジンを停止してくだ
さい。

• 火気を絶対に近づけないでください。
もし怠ると、火災を起こすおそれがあります。

補足 :
• 燃料キャップはキャップからキーを抜くと開きま
せん。

• 作業終了後は、燃料タンクが満タンになるように補
給し、キャップを確実に締めてください。

• 燃料の補給をする場合は、必ず燃料タンクのストレ
ーナを通してください。

• 燃料タンク内にゴミや水などが混入しないよう、じ
ゅうぶんに注意してください。

• 燃料タンクを空にすると、燃料系統に空気が入りま
す。もし空気が混入したときはエア抜きをしてく
ださい。
（詳細は燃料系統のエア抜きのしかた（121ページ）
を参照）

• スタータキーを挿入しない状態でも、電子メータの
ユーザー設定スイッチ（スイッチ 1）、表示切替スイ
ッチ（スイッチ 5）のどちらかを押すと約 10秒間液
晶表示部にアワメータ、燃料、および水温が表示さ
れ、確認することができます。
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(1) ユーザー設定スイッチ

1. 燃料計で燃料の残量を点検します。

(1) 燃料計

2. 燃料が少ない場合は、燃料タンクのキャップを開け
て、燃料口から補給します。

(1) キャップ

4. エンジンオイルの点検と補給
重要 :
• エンジンオイルは、気温に適した粘度のオイルを使
ってください。
（詳細は推奨オイルとグリース一覧表（133ページ）
を参照）

• エンジン停止直後では、機体内の各部にオイルが残
っていますので正確なオイル量が測れません。機
体を水平にして少なくとも 5 分以上たってから点
検してください。

• 点検後はオイルゲージを確実に挿入してください。

1. エンジンオイルが規定量入っているか点検します。
オイルゲージでオイル量が次図に示す範囲であれば
正常です。

エンジンオイル量 約 5.5 L（フィルタ含む）

(1) 給油口
(2) オイルゲージ

(A) この範囲なら適量です。

2. 不足しているときは、給油口より補給します。

補足 :
• エンジンオイルは推奨品を使ってください。
（推奨オイルは推奨オイルとグリース一覧表
（133ページ）を参照）

5. 作動油の点検と補給

 警告
• 作動油タンクの給油口を外すときは、油温が完全に
下がってから外してください。油が噴出し、ヤケド
をする可能性があります。

• エンジンを停止して，給油キャップをゆっくり開け
てタンクの内圧を抜いてください。

重要 :
• 補給する場合は、付近の砂やゴミをよくふき取り、
必ず同一銘柄の作動油を使用してください。
工場出荷時の作動油銘柄は、推奨オイルとグリース
一覧表（133ページ）を参照してください。
絶対に他銘柄と混合しないでください。

 メンテナンス 仕業点検

94 U-30-6α,U-35-6α



1. 機体を水平な所に止め、各シリンダのロッドをほぼ
中央まで伸ばし、バケットおよびブレードを地面に
接地させます。

2. 作動油が、常温（10 ℃～30 ℃）において油面計の
中央になっているか点検してください。
油面計の中央にあれば正常です。

(1) 油面計

3. 不足しているときは、給油口より補給してください。

(1) 給油口
(2) 油面計

4. 作動油に水などが混入したときは、全量交換をして
ください。
（全量交換の詳細は作動油とサクションフィルタの
交換（111ページ）を参照）

作動油オイル交換容量

標準仕様 全油量 39.5 L
（油面計中央：14.1 L）

チルトアングルブレード仕様 全油量 40 L
（油面計中央：14.1 L）

6. ウォータセパレータの水、沈殿物の点
検と洗浄
重要 :
• 水がたまると赤色のフロート（浮き輪）が浮き上り
ます。
フロートが表示ラインに達したときは、すぐに水を
排出してください。

• 組み付けるときは、チリやホコリが付着しないよう
に注意してください。

• 必ず燃料系統のエア抜きをしてから、運転してくだ
さい。
（詳細は燃料系統のエア抜きのしかた（121ページ）
を参照）

(1) リテーナリング
(2) カップ
(3) ウォータセパレータハンド

ル
(4) 表示ライン
(5) フロート
(6) エレメント

(A) 緩める
(B) 締める
(C) [ON]
(D) [OFF]

点検と水抜き
燃料中に含まれる水およびゴミがウォータセパレータ
内に沈殿します。水およびゴミがたまったら捨ててく
ださい。
1. ウォータセパレータハンドルを[OFF]位置にしま

す。
2. カップ上部のリテーナリングをゆるめてカップを

外し、内部の水およびゴミを捨てます。
3. カップ本体を確実に締めます。
4. ウォータセパレータハンドルを[ON]位置にします。
5. 必ず燃料系統のエア抜きをします。
洗浄
1. ウォータセパレータハンドルを[OFF]位置にしま

す。
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2. カップ上部のリテーナリングを緩めてカップを外
し、内部を軽油で洗浄します。

3. エレメント内に目詰まりが発生していないか確認
します。
目詰まりが発生している場合は、清掃を行います。
清掃しても目詰まりが改善しない場合は、エレメン
トを交換します。

補足 :
• 清掃は、軽油もしくは洗浄油で行ってください。

4. カップ本体を確実に締めます。
5. ウォータセパレータハンドルを[ON]位置にします。

7. ラジエータ、オイルクーラ、および燃
料クーラの点検と掃除
重要 :
• ラジエータ、オイルクーラ、および燃料クーラのフ
ィンは変形しやすいものです。掃除の際は変形さ
せないようじゅうぶん注意して行ってください。
変形の度合いによってはオーバーヒートや作動油
温の上昇をまねき機器類の不良の原因となります。

1. フィンの目詰まりを点検します。
もし詰まっていれば圧縮空気または、スチームで吹
飛ばしてください。その際、必ず安全メガネを着用
してください。

2. ラジエータホースを点検します。
ひび割れしたり、もろくなっていたら交換してくだ
さい。
締付けバンドのゆるみも点検してください。

(1) ラジエータ
(2) オイルクーラ
(3) 燃料クーラ

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

8. バキュエータバルブの掃除

 警告
• エンジンを停止し、スタータキーを抜いてから作業
を行ってください。

1. 後ボンネットを開けます。
2. バキュエータバルブを開きます。
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3. ホコリとゴミを取り除きます。

(1) バキュエータバルブ

4. 後ボンネットを閉じます。

9. バッテリ、配線、およびエンジン周り
の点検と掃除

 警告
• ワイヤハーネスおよびバッテリ（＋）コードが損傷
していると、ショートを起こしますので必ず点検し
てください。

• バッテリ、配線およびマフラやエンジン周辺部にゴ
ミや燃料の付着などがあると、火災の原因となるの
で毎日作業前に点検してください。

ワイヤハーネス、バッテリ（＋）コードの被覆は各部の
角に接触、損傷したり自然劣化することがありますの
で、次の要領で点検を行ってください。
• ワイヤハーネスの損傷およびクランプのゆるみが
ないか確認します。

• ターミナル、ブロック（ソケット）の接続部のゆる
みがないか確認します。

• 各スイッチが確実に作動することを確認します。

10. ウィンドウォッシャ液の点検
1. ウォッシャタンク内のウォッシャ液の量を確認しま
す。

2. 少ない場合はウォッシャ液を補給してください。

補足 :
• タンク内が空のままウォッシャスイッチを使用
するとモータが破損することがあります。早目
に補給してください。

(1) ウィンドウォッシャタンク

11. ２ポスト TOPSキャノピ、４ポスト
ROPSキャノピ、および ROPSキャブ
の点検

 警告
• ２ポスト TOPSキャノピ、４ポスト ROPSキャノ
ピ、および ROPSキャブは絶対に取り外さないでく
ださい。TOPS、ROPSとしての機能が損なわれま
す。

1. 取付ボルトにゆるみがないか確認します。

12. 本機洗車の方法
重要 :
• 電気系統に水が浸入すると作動不良を起こすこと
があります。センサやコネクタ等電装品に直接水
をかけないでください。

• エンジンをかけたまま洗車すると、エアクリーナ吸
気口から水しぶきを吸い込みエンジントラブルが
発生することがあります。エアクリーナに水をか
けないように注意してください。

1. エンジンを停止してください。
2. 洗車してください。

13. 排気ガス漏れの点検
1. 排気ガスの漏れがないかを点検します。

14. 角度検出装置の点検［アームかき込
み制限仕様］
1. アームの回転角度検出装置のリンク部に曲がりや破
損がないかを点検してください。
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2. 曲がりや破損があれば速やかに認定工場にご相談く
ださい。

(1) アーム角度検出装置

15. ファンベルトの点検

 警告
• ファンベルトを点検する前に、必ずエンジンを停止
し、キーを抜き取ってください。

1. ファンベルトに亀裂がないか、適正な張り状態かを
点検します。
（詳細はファンベルトの張りの点検と調整（105ペー
ジ）を参照）

16. エアコンベルトの点検［ROPSキャ
ブ、エアコン仕様］

 警告
• エアコンベルトを点検する前に、必ずエンジンを停
止し、キーを抜き取ってください。

1. エアコンベルトに亀裂がないか、適正な張り状態か
を点検します。
（詳細はエアコンベルトの張りの点検と調整［ROPS
キャブ、エアコン仕様］（106ページ）を参照）

17. 作業機部分の給脂
重要 :
• 水の中を掘削するときは、作業前にじゅうぶんグリ
ースを入れ、さらに終ったら直ちにグリースを入れ
てください。

• 高圧洗車後はグリースを入れてください。
• 作業中ピン部から音が出る場合は、グリースを入れ
てください。

• 重掘削および深掘り作業ごとにグリースを入れて
ください。

1. グリースニップルにグリースをさします。

(1) ブーム根元（1 か所）
(2) アーム根元（1 か所）
(3) ブームシリンダボス（2 か所）
(4) アームシリンダボス（2 か所）
(5) バケットシリンダボス（2 か所）

(1) スイングシリンダボス（2 か所）

(1) ブレードシリンダボス（2 か所）
(2) ブレード根元ピン（2 か所）
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(1) バケット用ピン（5 か所）

補足 :
• バケット用ピンは給脂後、バケットを数回操作
して再度グリースをさしてください。

(1) スイング支点ピン（2 か所）

18. チルトアングルブレード用ピンの
給脂［チルトアングルブレード仕様］
重要 :
• 水の中を掘削するときは、作業前にじゅうぶんグリ
ースを入れ、さらに終わったら直ちにグリースを入
れてください。

• 高圧洗車後はグリースを入れてください。
• 作業中ピン部から音が出る場合は、グリースを入れ
てください。

1. ブレードを中立にし、バケットおよびブレードを地
面に接地して、エンジンを停止し、スタータキーを
[STOP]位置にします。

2. 矢印のグリースニップルにグリースをさします。

(1) アングルシリンダボス

(1) アングル支点
(2) チルト支点

(1) チルトスライド部
(2) チルトシリンダボス

仕業点検  メンテナンス

U-30-6α,U-35-6α 99



(1) チルトスライド部
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定期点検表
No.

時期 アワメータ表示時間
それ以後 参照

ページ項目 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800
1 燃料 水抜き ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50時間ごと 103

2 ウォータセパレータ 水抜き ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50時間ごと 103

3 バッテリ液 点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50時間ごと 103

4 旋回べアリング歯面 給脂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50時間ごと 105

5 クローラ 点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50時間ごと 105

6 ファンベルト 点検
調整 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 105

7 エアクリーナエレメント

掃除
点検 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 106

交換 1000時間ごと
または 1年ごと 113

8 旋回ベアリングボール部 給脂 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 107

9 ラジエータホースとバン
ド

点検 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 107

交換 2年ごとまたは
4000時間ごと 115

10 燃料ホースとバンド
点検 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 107

交換 2年ごとまたは
4000時間ごと 115

11 吸気ホースとバンド
点検 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 108

交換 2年ごとまたは
4000時間ごと 115

12 パイロットバルブ 給脂 ○ ○ ○ 250時間ごと 109

13 走行モータオイル 交換 ◎*1 ○ 500時間ごと 109

14 燃料フィルタカートリッ
ジ 交換 ○ 500時間ごと 109

15 作動油リターンフィルタ
*2 交換 ◎*1 ○ 500時間ごと 110

16 エンジンオイル（CF-4
級）*3 交換 ○ 500時間ごとま

たは 1年ごと 109

17 エンジンオイルフィルタ
カートリッジ 交換 ○ 500時間ごとま

たは 1年ごと 110

18 エンジンバルブクリアラ
ンス 点検 ○ 800時間ごと 111

19 作動油*2 交換 1000時間ごと 111

20 作動油サクションフィル
タ 交換 1000時間ごと 111

21 油圧パイロットフィルタ 交換 1000時間ごと 112

22 油圧パイロットラインフ
ィルタ 洗浄 1000時間ごと 112

23 エンジン燃料ノズル先端 点検 1500時間ごと 113

24 トラックローラ、フロン
トアイドラの油脂 交換 2000時間ごと 113

25 オルタネータ、セルモー
タ 点検 2000時間ごと 113

26 燃料噴射ポンプ 点検 3000時間ごと 113

27 電気配線 点検 1年ごと 113

28
排気マニホールド（亀裂、
ガス漏れ、および取付ネ
ジ）

点検 1年ごと 113

29 吸気ラインの空気漏れ 点検 1年ごと 113
（次へ続く）
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No.
時期 アワメータ表示時間

それ以後 参照
ページ項目 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800

30 冷却水 交換 2年ごと 114

31 油圧ホース 交換 2年ごとまたは
4000時間ごと 115

 

*1 ◎は初回のみ実施してください。
*2 ブレーカなどの油圧アタッチメントを使用する場合は交換時間が短かくなります。（詳細は作動油リターンフィルタの交換（110ページ）の

項を参照）
*3 エンジンオイルは運転により少しずつ消費されますので、しだいに減ってきます。また、作業内容やエンジンの違いなどにより消費量は異

なります。使用前に必ずオイル量がオイルゲージ上下限内にあることを確認し、オイル補給などのメンテナンスを実施してください。エン
ジンの寿命を短くしたり焼き付いたりする危険性を避けるため、クボタ指定オイルとクボタ純正オイルフィルタを使用し、指定された交換
時間を守ってください。

 

No.
時期 アワメータ表示時間

それ以後 参照ページ
項目 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800

1 エアコンベルト 点検
調整 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 106

2 エアコンフィルタ*1
点検
清掃 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 108

交換 1000時間ごと －
3 エアコンコンデンサ 清掃 ○ ○ ○ ○ 200時間ごと 108

4 エアコンパイプ、ホ
ース

点検 1年ごと 113

交換 2年ごとまたは
4000時間ごと 115

5 エアコンガス 点検 必要に応じて 115

6 エアコンの簡易点検 点検 3か月ごと 116
 

*1 砂塵などの多い場所で作業したときは、早期にフィルタの清掃または交換を行ってください。汚れが多いときはフィルタを交換してくださ
い。
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50 時間使用ごとの整備
1. 燃料タンクの水抜き
1. カバーを開け、コックを回して行います。

(1) カバー
(2) コック

(A) 開
(B) 閉

2. ウォータセパレータの水抜き
重要 :
• 組み付けるときは、チリやホコリが付着しないよう
に注意してください。

• カップ部の水を抜いた後はエア抜きを行ってくだ
さい。
（詳細は燃料系統のエア抜きのしかた（121ページ）
を参照）

水が溜まると赤色のフロート（浮き輪）が浮いてくるの
で、カップを外して水を捨ててください。
1. ウォータセパレータハンドルを[OFF]位置にしま
す。

2. カップ上部のリテーナリングをゆるめてカップを外
し、内部の水を抜きます。

3. エレメント内に目詰まりが発生していないか確認し
ます。
目詰まりが発生している場合は、軽油もしくは洗浄
油で清掃を行います。
清掃しても目詰まりが改善しない場合は、エレメン
トを交換します。

補足 :
• 清掃は、軽油もしくは洗浄油で行ってください。

4. カップ本体を確実に締めます。
5. ウォータセパレータハンドルを[ON]位置にします。

(1) リテーナリング
(2) カップ
(3) ウォータセパレータハンド

ル
(4) 表示ライン
(5) フロート
(6) エレメント

(A) ゆるめる
(B) 締める
(C) [ON]
(D) [OFF]

3. バッテリの点検と交換

 危険
バッテリには補水不要なタイプと補水が必要なタイプ
の 2種類があります。補水が必要なバッテリについて
は、以下の事を守ってください。
• バッテリは液面が[LOWER]（最低液面線）以下にな
ったままで使用や充電をしないでください。

• [LOWER]以下で使用を続けると電池内部の部位の
劣化が促進され、バッテリの寿命を縮めるばかりで
なく、爆発の原因となることがあります。すぐに
[UPPER]と[LOWER]の間に補水してください。

 警告
• バッテリ液を身体や服に付けないようにしてくだ
さい。付着したときは、すぐに多量の水で洗い流し
てください。
もし怠ると、希硫酸によって、ヤケドすることがあ
ります。

• バッテリの点検および取外し時には、エンジンを停
止し、スタータキーを[STOP]にしてください。

• 充電中はガスが発生し、引火爆発の危険がありま
す。絶対に火気を近づけたり、スパークさせてはい
けません。
バッテリ充電時、各セルの液栓はすべて外しておい
てください。

• バッテリの近くで作業するときは必ず眼鏡などの
保護具で目を守ってください。

重要 :
• 急速充電は、できるだけ避けてください。バッテリ
寿命を短くします。
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3.1 バッテリの点検［補水が必要なタイプ］
重要 :
• バッテリ液が不足するとバッテリを傷め、バッテリ
液が多いと液がこぼれて本機の金属部を腐蝕させ
ます。電装品の損傷の他に配線などを傷めること
があります。

1. 右ボンネットを開けてバッテリ液が [LOWER
LEVEL]（下限）を下回っていないかを確認してくだ
さい。

(1) バッテリ
(2) バッテリボルト
(3) オサエカナグ

(A) [UPPER]（上限）
(B) [LOWER]（下限）

2. 液不足の場合、バッテリ補充液または蒸留水を補充
してください。

3. 電解液がこぼれて減ったら、同じ濃度の希硫酸をバ
ッテリ専門店で補充してください。

3.2 バッテリの点検［補水が不要なタイプ］
1. 右ボンネットを開けてバッテリインジケータを確認
します。

(1) バッテリ
(2) インジケータ

2. 次の表に従って、適切な処置をしてください。
インジケータの見方

表示の色 必要な処置

緑 使用可能です。

黒 補充電が必要です。

白 交換が必要です。

重要 :
• バッテリインジケータの表示が白になった時は補
充電せず、指定のバッテリと交換してください。電
圧や容量が違うと故障の原因となります。

バッテリ型式 80D26R

3.3 バッテリの取外し方

 警告
• バッテリの充電は必ず本機から取外し換気のよい
ところで行ってください。

• バッテリからコードを外すときは（－）側、取り付
けるときは（＋）側から行ってください。逆にする
と、工具が当った場合にショートします。

• 充電は、バッテリの（＋）を充電器の（＋）に、バ
ッテリの（－）を充電器の（－）にそれぞれ接続し
て、普通の充電法で行ってください。コードの接続
を間違わないように注意してください。

• 絶対に本機のバッテリコード（－）、（＋）をバッテ
リにつけたまま充電はしないでください。

• ターミナルのゆるみは、スパークや電装品の故障の
原因になります。しっかりと締付けてください。

• バッテリインジケータの表示はあくまで目安です
ので、インジケータ表示を確認するだけでなく、液
面などの点検は確実に行ってください。

• バッテリ補充液、または蒸留水補充の際は、キャッ
プを開ける前にバッテリ上面にあるゴミや埃など
を払い落とした後行ってください。
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重要 :
• バッテリにコードを接続するときは、（＋）と（－）
を間違えないようにしてください。間違うとバッ
テリと電気系統が故障します。

1. エンジンを停止し、スタータキーを[STOP]位置にし
ます。

2. バッテリの（－）コードを外します。
3. バッテリの（＋）コードを外します。
4. バッテリボルトのナットを外してバッテリボルトを
外します。

5. バッテリのオサエカナグをずらしてバッテリを外し
ます。

(1) バッテリ
(2) バッテリボルト
(3) オサエカナグ

4. 旋回ベアリング歯面の給脂
1. グリースニップルから、グリースを注入してくださ
い。
約 90度ずつ旋回して 4回に分けて給脂してくださ
い。

補足 :
• 給脂はグリースニップルから 1 ヵ所に約 50 g
（グリースガンで約 20回強）を注入し、歯面全
体に給脂するようにしてください。

(1) グリースニップル

5. クローラの点検
50 時間ごとにクローラの張り代を点検してください。
（詳細はクローラの調節（121ページ）を参照）

200 時間使用ごとの整備
50 時間使用ごとの整備も一緒に行ってください。

1. ファンベルトの張りの点検と調整

 警告
• エンジンを停止し、キーを抜いてください。

重要 :
• ベルトの張りが弱いまま運転すると、ベルトがスリ
ップし、エンジンの能力低下だけでなく、ベルトの
寿命が短くなるので、点検および調整してくださ
い。

• ファンベルトが切れた場合は、メータに  ランプ
（赤色）が点滅し、次のメッセージが表示されます
ので速やかにエンジンを停止してください。

(1) ファンベルト
(2) オルタネータ
(3) クランク軸プーリ
(4) ファンプーリ
(5) ロックナット
(6) ロックナット
(7) 調整ボルト
(8) テンションプーリ

(A) たわみ 9 mm～11 mm

点検
1. ベルトの中央部を指先で押さえベルトのたわみを

点検します。
58.8 N～68.6 N (6 kgf~7 kgf)の力で押し、9 mm ～
11 mmたわむのが適当です。

2. 各プーリの破損、V溝の摩耗、ベルトの摩耗を点検
します。
特にベルトが V 溝の底に当たっている場合はベル
トもしくはプーリの交換が必要です。
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3. ベルトが伸びて調節代がなくなったり、切り傷や亀
裂があれば交換します。

補足 :
• 交換時は、テンションプーリ (8)とオルタネータ

(2)をゆるめてください。

調整
1. ロックナット (5)、(6)をゆるめます。
2. 調整ボルト (7)を左に回し、ベルトを張ります。
3. ロックナットを締め付けます。

2. エアコンベルトの張りの点検と調整
［ROPSキャブ、エアコン仕様］

 警告
• エンジンを停止し、キーを抜いてください。

(1) エアコンベルト
(2) テンションプーリ
(3) エアコンコンプレッサ
(4) クランク軸プーリ
(5) ロックナット
(6) 調整ボルト

(A) 12 mm～15 mm

点検
1. ベルトの中央部を指先で押さえベルトのたわみを

点検します。
68.6 N (7 kgf)の力で押し、12 mm～15 mmたわむの
が適当です。

2. 各プーリの破損、V溝の摩耗、ベルトの摩耗を点検
します。
特にベルトが V 溝の底に当たっている場合はベル
トもしくはプーリの交換が必要です。

3. ベルトが伸びて調節代がなくなったり、切り傷や亀
裂があれば交換します。

調整
1. ロックナットをゆるめます。
2. 調整ボルトをねじ込んでベルトを張ります。
3. ロックナットを締め付けます。

3. エアクリーナエレメントの清掃と点
検

 警告
• 圧縮空気でホコリを荒落としする場合ゴミが飛散
しますので、必ず安全メガネを着用してください。
特に、砂塵などの多い場所で作業するときは、早期
に掃除と点検を行ってください。

1. 後ボンネットを開けます。
2. クランプを外してアウターエレメントを取り出しま
す。

補足 :
• インナーエレメントは取り外さないでくださ
い。

(1) クランプ
(2) ダストカップ
(3) アウターエレメント
(4) インナーエレメント

3. アウターエレメントおよびケース内側を次の要領で
清掃します。
a. 乾燥した 205 kPa（2.1 kgf/cm2）以下の圧縮空

気をエレメントの外側に吹きつけて、付着した
ホコリの荒落としをします。

b. さらに内側から外側に向けて吹きつけ、全面に
わたってホコリを落とします。

4. 清掃後はアウターエレメントを組み込みます。
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4. 旋回ベアリングボール部の給脂
1. 中央のグリースニップルからグリースをさしてくだ
さい。
約 90度ずつ旋回して 4回に分けて給脂してくださ
い。

(1) グリースニップル

5. ラジエータホースとバンドの点検
ラジエータホースの点検は、200時間運転ごとまたは 6
ヵ月ごとに行なってください。
1. ラジエータホースとバンドを点検してください。
2. 締付けバンドがゆるんでいたり、水漏れのある場合
はバンドを確実に締付けてください。

3. ラジエータホースが膨れたり、固くなったり、ひび
割れしているときにはホースを交換し、バンドを確
実に締付けてください。

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

6. 燃料ホースとバンドの点検
1. 燃料ホースとバンドを点検します。
2. 締付バンドがゆるんでいたり、燃料漏れのある場合
はバンドを確実に締め付けます。

3. 燃料ホースが膨れたり、かたくなったり、ひび割れ
しているときには、クボタ建設機械販売会社または
認定工場に相談してください。

(1) 燃料ホース
(2) バンド
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7. 吸気ホースとバンドの点検
1. 吸気ホースとバンドを点検します。
2. 締付バンドがゆるんでいたり、空気漏れのある場合
はバンドを確実に締め付けます。

3. 吸気ホースが膨れたり、かたくなったり、ひび割れ
しているときには、クボタ建設機械販売会社または
認定工場に相談してください。

(1) 吸気ホース
(2) バンド

8. エアコンフィルタの点検と清掃

(1) マット
(2) シートサポートカバー
(3) フィルタ

(A) 引抜く

1. マットを取り外します。
2. シートサポートカバーを取り外します。
3. フィルタを矢印Ａの方向に引抜いて点検します。
4. 汚れていれば、汚れがたまっている反対側よりエア
ーを吹付けて清掃してください。
汚れがひどいとき、新しいものと交換してください。

(A) エアコン作動時の風の流れ

重要 :
• 洗浄にガソリン、シンナー等を使用しないでく
ださい。

9. エアコンコンデンサの清掃

 警告
• 点検をするときは、必ずエンジンを止めてから行な
ってください。

コンデンサフィンにゴミが詰まっていればエアブロー
または水道水などで取除いてください。

250時間使用ごとの整備
50時間使用ごとの整備も一緒に行ってください。
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1. パイロットバルブの給脂
1. プッシュロッドとプレートの当たり面およびユニバ
ーサルジョイントにグリースを塗布します。

(1) パイロットバルブ
(2) プレート
(3) プッシュロッド
(4) ユニバーサルジョイント

補足 :
• 左右のパイロットバルブともに、グリースを塗
布してください。

500時間使用ごとの整備
50 時間、250 時間使用ごとの整備も一緒に行ってくだ
さい。

1. 燃料フィルタカートリッジの交換
1. フィルタレンチで燃料フィルタカートリッジを外し
ます。

(1) 燃料フィルタカートリッジ

2. 組付けはパッキンに燃料を薄く塗布してから、フィ
ルタレンチを使用せず手で確実に締め付けます。

重要 :
• 組み付けるときは、チリやホコリが付着しない
ように注意してください。

• 新しいフィルタを取り付ける前にフィルタカー
トリッジ内に燃料を充填しないでください。 燃

料中のゴミがエンジンを損傷させる可能性があ
ります。

3. エア抜きを行います。
（詳細は燃料系統のエア抜きのしかた（121ページ）
を参照）

2. 走行モータのオイル交換
初回は 50 時間、2 回目以降は 500 時間ごとに交換して
ください。
1. 走行モータのドレーンプラグが下になるようにクロ
ーラを回転させます。

2. ドレーンプラグを外して排油します。
3. ドレーンプラグを締付け後、給油口、検油口プラグ
を外し給油口よりギヤオイルを注油します。

走行モータのオイル規定量
U-30-6α 約 0.9 L

U-35-6α 約 0.6 L

補足 :
• ギヤオイルは SAE#90を使ってください。
（詳細は推奨オイルとグリース一覧表（133ペー
ジ）を参照）

4. 検油口より油が流出するまで注入しプラグを確実に
締め付けます。

(1) 給油口
(2) ドレーンプラグ
(3) 検油口

3. エンジンオイルの交換
500 時間ごとまたは 500 時間に達しない場合でも 1 年
に 1度は交換してください。
1. エンジン底カバーを外してください。
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2. エンジン底部のドレーンプラグを外して、排油して
ください。

(1) ドレーンプラグ

3. 排油後はドレーンプラグとエンジン底カバーを確実
に締付けてください。

4. 給油口よりエンジンオイルを規定量給油してくださ
い。

エンジンオイル量 約 5.5 L（フィルタ含む）

(1) 給油口
(2) オイルゲージ

(A) この範囲なら適量です。

補足 :
• エンジンオイルは推奨品を使ってください。
（詳細は推奨オイルとグリース一覧表（133ペー
ジ）を参照）

5. エンジンをアイドリング運転し、停止してから約 5
分後にオイルゲージで規定量入っているか、確認し
てください。

4. エンジンオイルフィルタカートリッ
ジの交換
500 時間ごとまたは 500 時間に達しない場合でも 1 年
に 1 度はエンジンオイルの交換と一緒に行なってくだ
さい。
1. フィルタレンチで取外してください。

(1) オイルフィルタカートリッジ

2. 新しいカートリッジの O リングにオイルを薄く塗
付してから、フィルタレンチを使用せず手で確実に
締付けてください。

3. エンジンにオイルを規定量まで補給してください。

エンジンオイル量 約 5.5 L（フィルタ含む）

4. エンジンを約 5 分間アイドリング運転し、“エンジ
ン油圧異常”の警告が出ないことを確認してから、
エンジンを止めてください。

5. エンジンを停止してから約 5分後にオイルゲージで
油面を確認し、不足していれば補給してください。

5. 作動油リターンフィルタの交換
初回は 250時間、2回目以降は 500時間ごとに交換して
ください。

 警告
• 作動油タンクの給油口を外すときは、油温が完全に
下がってから外してください。油が噴出し、ヤケド
をする可能性があります。

• エンジンを停止して，給油キャップをゆっくり開け
てタンクの内圧を抜いてください。

• フィルタは作動油タンク内の油温が下がってから
外してください。

重要 :
• ブレーカなどの油圧アタッチメントを使用してい
る場合は交換時間が異なります。油圧アタッチメ
ントの使用頻度により以下のように行なってくだ
さい。

油圧アタッチメントの使用時間比
率

作動油の交換時
間

リターンフィル
タの交換時間

標準作業（バックホー作業） 1000 時間ごと 500 時間ごと

ブレーカ使用比率

20 %以上 800 時間ごと
200 時間ごと

40 %以上 400 時間ごと
60 %以上 300 時間ごと

100 時間ごと
80 %以上 200 時間ごと
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(1) カバー
(2) フィルタサポート
(3) セットボルト
(4) リターンフィルタ

1. カバーを取外します。
2. フィルタサポートの上部を持ち、タンクより取外し
します。

3. セットボルトをゆるめ、次にフィルタサポートから
リターンフィルタを取外し、新しいフィルタと交換
してください。

4. 交換後、カバーを取付けてください。

補足 :
• フィルタ交換後、油面の点検を必ず行なってくださ
い。

800 時間使用ごとの整備
50 時間、200 時間使用ごとの整備も一緒に行ってくだ
さい。

1. エンジンバルブクリアランスの点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

1000 時間使用ごとの整備
50 時間、200 時間、250 時間、500 時間使用ごとの整
備も一緒に行ってください。

1. 作動油とサクションフィルタの交換

 警告
• 作動油タンクの給油口を外すときは、油温が完全に
下がってから外してください。油が噴出し、ヤケド
をする可能性があります。

• エンジンを停止して、給油キャップをゆっくり開け
てタンクの内圧を抜いてください。

重要 :
• 補給する場合は、付近の砂やゴミをよくふき取り、
必ず同一銘柄の作動油を使用してください。

工場出荷時の作動油銘柄は、推奨オイルとグリース
一覧表（133ページ）を参照してください。
絶対に他銘柄と混合しないでください。

1. 車体を水平な所に止め、各シリンダのロッドをほぼ
中央まで伸ばし、バケットおよびブレードを地面に
接地させてください。

2. 作動油タンク内の油温が下がってから、オイルタン
ク底部のドレーンプラグを外して排油してくださ
い。

(1) 作動油ドレーンプラグ
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3. サクションフィルタを取り外して、新しい部品と交
換してください。

(1) サクションフィルタ
(2) ドレーンプラグ

補足 :
• タンク内に沈澱物がたまっている場合は、内面
を洗浄してください。

• タンク内に異物が混入しないように十分注意し
てください。

• サクションフィルタの交換に際しては、クボタ
建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

4. 固定ピンをサクションフィルタにはめながら、カバ
ーを取り付けてください。

5. ドレーンプラグを確実に締付けてください。
6. 給油口より規定量の作動油を給油してください。
7. エンジンを約 5分間アイドリングさせ、停止後、規
定量のオイルが入っているか確認してください。

作動油オイル交換容量

標準仕様 全油量 39.5 L
（油面計中央：14.1 L）

チルトアングルブレード仕様 全油量 40 L
（油面計中央：14.1 L）

2. 油圧パイロットフィルタのエレメン
トの交換
エレメントの交換は油温が下がってから行なってくだ
さい。
エレメントの交換は作動油がマフラに飛散しないよう
オイル受けを使用して行ってください。
1. ボンネット後を開け、左カバーを外してください。
2. パイロットフィルタのケースをヘッドカバーより取
外してください。

3. エレメントを回転させながら下方に抜取ってくださ
い。

4. Oリングを新品と交換してください。

5. 新しいエレメントの O リングにきれいな作動油を
薄く塗布し、傷つけないように確実にはめ込んでく
ださい。

6. ケースをヘッドカバーに締付けてください。
7. 交換後、エンジンをアイドリング回転で約 3分間運
転し、油圧回路内のエアを抜いてください。

8. 作動油タンクの液面の点検を必ず行なってくださ
い。

(1) ヘッドカバー
(2) エレメント
(3) Ｏリング
(4) ケース

3. 油圧パイロットのラインフィルタの
洗浄
フィルタの凹部にはホコリ、ゴミがたまります。オイル
を凸部側に吹きつけて洗浄してください。

(1) 油圧パイロットのラインフィルタ

補足 :
• 左右のラインフィルタともに、洗浄してください。
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1000 時間使用ごとまたは 1年使
用ごとの整備
1. エアクリーナエレメントの交換
1. クランプを外してアウターエレメントとインナーエ
レメントを取出します。

2. 新品と交換後、組込みます。

(1) クランプ
(2) ダストカップ
(3) アウターエレメント
(4) インナーエレメント

1500 時間使用ごとの整備
50 時間、250 時間、500 時間使用ごとの整備も一緒に
行ってください。

1. エンジン燃料ノズル先端の点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

2000 時間使用ごとの整備
50 時間、200 時間、250 時間、500 時間、1000 時間使
用ごとの整備も一緒に行ってください。

1. トラックローラとフロントアイドラ
の油脂交換
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

2. オルタネータとセルモータの点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

3000 時間使用ごとの整備
50 時間、200 時間、250 時間、500 時間、1000 時間、
1500 時間使用ごとの整備も一緒に行ってください。

1. 燃料噴射ポンプの点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

1年使用ごとの整備
1. 電気配線の点検

 警告
• ワイヤハーネスおよびバッテリコードが損傷して
いると、ショートを起こすので必ず点検してくださ
い。

• バッテリ、配線およびマフラやエンジン周辺部にゴ
ミや燃料の付着などがあると、火災の原因となるの
で点検してください。

重要 :
• ヒューズを交換してもすぐ切れてしまう場合は、針
金などで代用せず、認定工場で点検、修理してくだ
さい。

• 本機のハーネスは防水性などじゅうぶん考慮して
配線してありますので、むやみに修理して使用せず
クボタ建設機械販売会社または認定工場で点検、修
理してください。

配線のターミナル（端子）部のゆるみは、接続不良にな
り、また配線が損傷していると電気部品の性能を損なう
だけでなく、ショート（短絡）、漏電、または焼損など
思わぬ事故になることがあります。傷んだ配線は早め
に交換や修理をしてください。

2. 排気マニホールド（亀裂、ガス漏れ、
および取付ネジ）の点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

3. 吸気ラインの空気漏れの点検
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

4. エアコンパイプとホースの点検

 警告
• ウォータホースやヒータにさわらないでください。
ヤケドするおそれがあります。

1. エアコンホース、パイプの傷みや締付バンドのゆる
みがないか点検してください。

2. 異常があれば交換、整備を行ってください。
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2年使用ごとの整備
1. 冷却水の交換
重要 :
• ロングライフクーラントの有効使用期間は、2年間
です。

• ロングライフクーラント以外の場合は、春秋年 2回
交換してください。

補足 :
• 工場出荷時は、冷却水としてロングライフクーラン
ト（混合割合：不凍液 50 %、水 50 %）が入ってい
ます。

1. ラジエータキャップを外してラジエータ下部のドレ
ーンプラグを外し、冷却水をすべて排出します。

(1) ラジエータキャップ

(1) 冷却水ドレーンプラグ

2. リザーブタンクを取り外して、キャップを外し、排
水します。

(1) リザーブタンク

3. ラジエータの給水口から注水しながら排水します。
4. 排出口からきれいな水が出てくるまで続けます。
5. ドレーンプラグを確実に締付け、ラジエータとリザ
ーブタンクに冷却水を注水します。
• ロングライフクーラントを使う場合
ロングライフクーラントを注水してください。

• 不凍液を使う場合
不凍液と水を混ぜて注水してください。
（詳細は不凍液の使い方（ロングライフクーラン
ト以外の場合）（114ページ）を参照）

6. 注水後キャップを締めエンジンを始動し 5 分間く
らい、アイドリングさせエンジンを止めて、規定量
まで冷却水が入っているか確認します。

1.1 不凍液の使い方（ロングライフクーラント
以外の場合）
重要 :
• 異なるメーカの不凍液を混用しないでください。
• 不凍液の混合比は、メーカや気温によっても多少異
なります。
（詳細は低温への備え（125ページ）を参照）

不凍液は水の凍結温度を下げる効果をもっており、冷却
水凍結によるシリンダやラジエータの損傷を防ぎます。
冬期気温が 0 ℃以下になるようなときは、必ず不凍液を
使ってください。
1. パーマネントタイプ（PT形）の不凍液を清水と混合
します。

2. ラジエータおよびリザーブタンクに補給します。

補足 :
• 工場出荷時は、冷却水としてロングライフクー
ラント（混合割合は不凍液 50％、水 50％）が入
っています。
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2 年使用ごとまたは 4000 時間使
用ごとの整備
1. ラジエータホースとバンドの交換

 警告
• ラジエータホースやバンドが古くなると破裂して
熱湯が噴出し思わぬヤケドをすることがあります。
早目に交換してください。

• 2 年ごとにラジエータホースおよびバンドを交換し
てください。

• それ以前でもチェックしたときにラジエータホー
スが膨れたり、かたくなったり、ひび割れがあった
場合には交換してください。

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

(1) 締付けバンド
(2) ラジエータホース

2. エアコンパイプとホースの交換

 警告
• ウォータホースやヒータにさわらないでください。
ヤケドするおそれがあります。

• 2年ごとにエアコンパイプとホースを交換してくだ
さい。

• それ以前でもチェックしたときエアコンパイプや
ホースが膨れたり、固くなったり、ひび割れしてい
れば交換してください。

3. 燃料ホースとバンドの交換
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

4. 吸気ホースとバンドの交換
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

5. 油圧ホースの交換
クボタ建設機械販売会社または認定工場に相談してく
ださい。

必要に応じた整備
1. 冷媒（ガス）量の点検
重要 :
冷媒の取扱いの注意
このエアコンは、フロン排出抑制法に定められる第一種
特定製品です。
地球環境を保護するため、次のことが法律で決められて
おり、違反した場合は罰せられます。
• この製品に封入されている冷媒をみだりに大気中
に放出してはいけません。
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• この製品を廃棄する際には、封入されている冷媒を
回収しなければなりません。

• フロン回収済みの証明がなければ、廃棄物リサイク
ル業者による引取りは禁止されています。

• 冷媒の種類および量

種類 冷媒番号 GWP値 出荷時封入量

HFC R134a 1430 0.93 kg

冷媒が不足するとエアコンの冷えが悪くなります。
次の要領で点検し、冷媒が不足しているときは、購入先
に依頼して漏えいの有無を確認、必要に応じて修理を実
施した後、充てんを依頼してください。
点検方法
1. エアコンを以下の条件で運転します。

• エンジン回転数：約 1500 rpm
• 温度調整ダイヤル：最強冷位置
• ファンスイッチ：最強風（3）
• エアコンスイッチ：ON

2. サイトグラスにより、冷凍サイクルを流れている冷
媒の状態を確認します。

(1) サイトグラス

(A) 適正
流れの中にほとんど気泡が含まれていない。

(B) 不足
流れの中に気泡が含まれている。
（気泡が連続的に通過）

(C) なし
無色透明

3 か月ごとの点検と整備
1. エアコン機器の簡易点検
• 3ヵ月に 1回以上、エアコン機器簡易点検表にした
がって点検をお願いします。

• 冷媒（ガス）の漏えいを発見した場合は、購入先に
依頼して漏えい箇所の特定および修理を実施して
ください。

• 簡易点検表は、エアコン機器を廃棄後３年間は保存
してください。

• 当機を譲渡する場合は、譲渡先に簡易点検表を渡し
てください。

バッテリの点検と取扱い

 警告
• バッテリコードを外す場合は、ショートするおそれ
がありますので、必ずマイナスコードから外してく
ださい。また組み付ける場合は、プラスコードから
付けてください。

• バッテリからは引火性の水素ガスが発生し、火気に
より引火爆発するおそれがありますので、絶対に火
気を近づけないようにしてください。

• バッテリの上や周囲に工具などの金属物や可燃物
を絶対に置かないでください。
ショートすると引火爆発や火災が発生するおそれ
があります。

• バッテリ液（希硫酸）で失明や火傷をすることがあ
りますので、バッテリ液が皮膚や衣服に着いたとき
は、直ちに多量の水で洗ってください。なお目に入
ったときは水洗い後、医師の治療を受けてくださ
い。

• 液栓のあるバッテリについては、充電中は各セルの
液栓をすべて外してください。

• バッテリの近くで作業するときは、必ず眼鏡や保護
具で目を守ってください。

(1) バッテリ

取扱いを誤るとバッテリの寿命が短くなります。正し
く取り扱い、じゅうぶんに機能を発揮してください。
• バッテリは、エンジンの始動やライトなどの電源と
して使用します。
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• バッテリにたくわえられた電気量が減ってくると
エンジン始動ができなくなったり、ライトが暗くな
ってきます。このような状態にならないように、定
期的な点検と充電をしてください。

• バッテリの点検と取扱いはエンジンを停止し、スタ
ータキーを[STOP]位置で行ってください。

• 補水が必要なバッテリについては、次のことに注意
してください。
– バッテリは、電解液中の水が蒸発したり、充電
をすると液量が減少します。液が不足するとバ
ッテリを傷め、多いと液がこぼれて機体を傷め
ます。

– バッテリの液面点検を行い、不足の場合は必ず
バッテリ補充液、または蒸留水を追加してくだ
さい。

– バッテリ補充液、または蒸留水補充の際は、キ
ャップを開ける前にバッテリ上面にあるゴミ、
埃などを払い落とした後行ってください。

• 本機を長時間格納する場合は、バッテリを本機から
外して充電し、液面を正しく調整してから日光のあ
たらない乾燥したところに保存してください。

• バッテリは、保存中でも自己放電します。1か月に
1度、補充電してください。

1. バッテリの液面点検
バッテリの液面を点検してください。
（詳細はバッテリの点検と交換（103ページ）を参照）

2. バッテリの充電のしかた

 警告
• バッテリにコードを接続するときは、（＋）と（－）
を間違えないようにしてください。間違えるとバ
ッテリと電気系統が故障します。

• バッテリからコードを外すときは（－）側、取り付
けるときは（＋）側から行ってください。逆にする
と、工具が当たった場合にショートします。

重要 :
• バッテリ液が不足するとバッテリを傷め、バッテリ
液が多いと液がこぼれて車体の金属部を腐蝕させ
ます。

• 急速充電は、できるだけ避けてください。バッテリ
寿命を短くします。

• バッテリが上がった場合、バッテリ端子をつけたま
ま充電しないでください。
電装品（コントローラとメータも含む）に過電圧が
加わり破損する可能性があります。

補足 :
• 急速充電法は、放電状態にあるバッテリを短時間で
その放電量の幾分かを補うために、大電流で充電す
る方法で、応急的な場合にだけ行います。

• バッテリ液量点検、比重測定以外でバッテリを取り
扱うときは、バッテリに接続するケーブルを取り外
してから実施します。

1. 必ずスタータキーを[STOP]位置にして、バッテリを
車体から取り外します。

2. 充電は、バッテリの（＋）を充電器の（＋）に、バ
ッテリの（－）を充電器の（－）にそれぞれ接続し
て、普通の充電法で行います。
充電するときは、各セルの液栓をすべて外します。

3. バッテリを搭載したままの充電のし
かた
正しくは、機体からバッテリを取り外して行ってくださ
い。
やむを得ず機体から取り外せない場合は次の手順で充
電してください。

重要 :
• バッテリが過熱（液温が 45 ℃を超える）したとき
は、充電を一時中止してください。
もし、必要以上に充電を続けると、次のような症状
の原因になります。
– バッテリの過熱
– バッテリ液量の減少
– バッテリの不具合

• オルタネータなどの損傷原因になりますので、バッ
テリ接続の際、逆接続（（＋）と（－）、（－）と（＋）
を接続）しないように注意してください。

1. スタータキーを[STOP]にして、バッテリの（－）端
子の配線を外してから充電します。[RUN]位置で充
電すると、オルタネータに異常電圧が加わって、破
損することがあります。
充電中は、全部の液栓を外し、発生したガスを逃が
してください。

2. 充電完了後は、ただちに充電を停止します。
なお、このようにしてエンジンを始動し、作業が終わっ
たら、なるべく早く充電器の取扱説明書に従って正しく
補充電をしてください。この補充電を行わなければ、バ
ッテリの寿命が極端に短くなりますのでご注意くださ
い。

4. ブースタケーブルを使用してのエン
ジン始動方法

 警告
• バッテリは引火性ガスを発生しますので、バッテリ
近くでスパークさせたり、火気を近づけると引火爆
発することがあり、たいへん危険です。
ブースタケーブルを使ってのエンジン始動は、でき
るだけ避けてください。
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重要 :
バッテリが上がった場合の始動に関する禁止作業
次の場合、電装品（コントローラとメータも含む）に過
電圧が加わり破損する可能性がありますので整備され
る場合はじゅうぶんに注意してください。
• 24 V作動の大型建機、またはトラックなどからジャ
ンプスタートをしないでください。
（必ず 12 Vから取り出してください。）

• バッテリ充電器によるセルスタートはしないでく
ださい。

• 24 V のバッテリでセルスタートをしないでくださ
い。
（必ず 12 Vのバッテリで行ってください。）

• エンジン回転中はバッテリ端子を外さないでくだ
さい。

寿命末期のバッテリは、トラブル防止のためにも、早め
に新品と交換してください。
やむを得ず、ブースタケーブルを使用してエンジン始動
しなければならない場合は、事故防止のため、次のよう
にバッテリを取り扱ってください。
接続する前の確認
• スタータキーは、[STOP]位置にしてください。
• ブースタケーブル、クリップの容量は、バッテリ容
量に合ったものか確認してください。

• ケーブル、クリップおよびバッテリの（＋）、（－）
端子に断線や腐蝕がないか点検してください。

• 正常車のバッテリは、トラブル車のバッテリと同容
量のものか確認してください。

ブースタケーブルの接続
1. ブースタケーブル(A)のクリップを、トラブル車の
（＋）端子に接続し、片方のクリップは正常車の（＋）
端子に接続します。

2. ブースタケーブル(B)のクリップを正常車の（－）端
子に接続し、片方のクリップをトラブル車のフレー
ムに確実に接続します。

補足 :
• フレームへの接続は、バッテリからできるだけ
離れたところに接続してください。

(X) トラブル車のバッテリ
(Y) 正常車のバッテリ
(Z) トラブル車のフレーム

(A) ブースターケーブル（赤）
(B) ブースターケーブル（黒）

3. 各端子に接続後、トラブル車のエンジン始動前に確
実に接続されているか確認します。

トラブル車のエンジン始動
1. 接続確認が終ったら、トラブル車のエンジンを始動

します。
2. 始動に失敗したときは、しばらく（2 分～3 分）お

いてから再始動します。
ブースタケーブルの取外し
1. ブースタケーブル(B)のクリップを、トラブル車のフ

レームから取り外し、つぎに正常車の（－）端子と
の接続を外します。

2. ブースタケーブル(A)のクリップを正常車の（＋）端
子から取り外し、トラブル車の（＋）端子の接続を
外します。

(X) トラブル車のバッテリ
(Y) 正常車のバッテリ
(Z) トラブル車のフレーム

(A) ブースターケーブル（赤）
(B) ブースターケーブル（黒）

ヒューズの点検と交換

 警告
• ヒューズおよびスローブローヒューズの交換は、ス
タータキーを[STOP]位置にし、エンジンを停止して
から行ってください。
もし怠ると、スパークなどが発生し危険です。

1. ヒューズの交換
重要 :
• ヒューズを交換してもすぐ切れてしまう場合は、針
金や銀紙などで代用せず、クボタ建設機械販売会社
または認定工場に点検や修理を依頼してください。

• 指定容量以外のヒューズは使用しないでください。

1. スタータキーを[STOP]位置にしてください。
2. シート下のカバーを開け、ヒューズボックスのふた
を取り外してください。
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3. 切れたものと同容量のヒューズと交換してくださ
い。
ヒューズの取外しはヒューズボックスカバーを使用
すると簡単にできます。

ヒューズボックスの位置

(1) カバー

(1) ヒューズボックス

ヒューズの容量と受け持っている回路
キャブ仕様 キャノビ仕様

5 A
レバーロック

5 A
スタータ信号

5 A
レバーロック

5 A
スタータ信号

10 A
オルタネータ

15 A
電源取出

10 A
オルタネータ

15 A
電源取出

5 A
ECU（AC）

10 A
コンプレッサ

5 A
ECU（AC） －

5 A
リレー

15 A
ラジオ（AC)

5 A
リレー －

5 A
燃料ポンプ

15 A
ワイパーウォッ

シャー
5 A

燃料ポンプ －

－ 5 A
メータ（+B） － 5 A

メータ（+B）

－ 20 A
ECU（電源） － 20 A

ECU（電源）
30 A

ブロワモータ
10 A

クレーン － 10 A
クレーン

15 A
コンデンサモー

タ
5 A

ホーン SW － 5 A
ホーン SW

5 A
K-OBD

15 A
ビーコン

5 A
K-OBD

15 A
ビーコン

－ 5 A
室内灯 － 5 A

室内灯
20 A

キャブ作業灯
10 A
ホーン

20 A
キャブ作業灯

10 A
ホーン

15 A
作業灯

5 A
ECU（+B）

15 A
作業灯

5 A
ECU（+B）

補足 :
• 仕様によっては最初から、部分的にヒューズが
ないものがあります。
詳しくはヒューズボックスのラベルを参照して
ください。

［クボタトラッキングシステム仕様のみ］

(1) ヒューズボックス（5 A）

2. スローブローヒューズの交換
スローブローヒューズは配線を保護するためのもので
す。
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もし切れた場合は、必ず切れた原因を調べ、決して代用
品を使用せず、純正部品を使用してください。

(1) スローブローヒューズケース
(2) スローブローヒューズ（80 A）
(3) スローブローヒューズ（50 A）
(4) スローブローヒューズ（50 A）［キャブ仕様］

スローブローヒューズ 80 Aの交換
1. バッテリの（－）側のコードを外してください。
2. スローブローヒューズケースを取外してください。

(1) スローブローヒューズケース
(2) スローブローヒューズ（80 A）
(3) スローブローヒューズ（50 A）
(4) スローブローヒューズ（50 A）［キャブ仕様］

3. スローブローヒューズケースのキャップとカバーを
開き、ボルトを外して、スローブローヒューズを交
換してください。

(1) スローブローヒューズケースのキャップ
(2) カバー
(3) ボルト
(4) スローブローヒューズ（80 A）

予備電源
予備電源は本機についている作業灯（55 W）以外に追
加して作業灯を取り付ける場合に使います。
キャノピ仕様の場合はワイヤハーネス（作業灯）を分岐
し、本機の作業灯を含めて 110 Wまで取付けが可能で
す。
キャブ仕様の場合はキャブ前面上部右側に端子があり
ます。最大 55 W×1 灯の取付けが可能です。
詳細については、クボタ建設機械販売会社または認定工
場におたずねください。

(1) 予備電源
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(1) 予備電源

(1) 端子取出口

燃料系統のエア抜きのしかた
1. 燃料タンクに燃料を補給してください。
2. スタータスイッチにキーを差込み、[RUN]の位置に
回してください。
約 1分で、自動的にエアが抜けます。

(1) スタータスイッチ (A) [STOP]
(B) [RUN]
(C) [START]

補足 :
• 1回でエアが抜けきらず始動後エンジンが停止する
場合は、手順 2.の操作を繰返してください。

クローラの調節
1. ゴムクローラの張り方
1. カバーを外し、グリースガンをグリースニップルに
差込みグリースを送り込んでください。

(1) グリースニップル
(2) グリースガン
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2. クローラの張り具合は図のようにクローラ部を浮か
した状態で中央のトラックローラの外周端とシュー
踏面とのすき間(A)寸法を確認してください。
(A)寸法が次図の数値のときが最も良い状態です。

補足 :
• ゴムクローラの継目は上部中央のときに測って
ください。

(1) クローラ

(1) 継目部（継目部にはマークが
入っています。）

(A) すき間

すき間 (A) 10 mm～15 mm

補足 :
• (A)寸法の 10 mm～15 mmは、ゴムクローラの
張り調整時の目安ですが、グリースシリンダに
グリースを送り込んでも(A)寸法が小さくなら
ない場合は調整完了です。

3. 調整後 1～2 回クローラを回し張り代を確認してく
ださい。

2. ゴムクローラのゆるめかた

 警告
• グリースシリンダ内は高圧になっているので、シリ
ンダニップルをゆるめすぎたり、急激にゆるめたり
するとニップルが飛び出したり、グリースシリンダ
内の高圧グリースが飛び出し危険です。顔などを
ニップル付近に近づけないように、体をニップル正
面にもっていかずにニップルを徐々にゆるめてく
ださい。

• スプロケットに石などがかみこんでいるときは除
去してから行ってください。

重要 :
• 50時間ごとに張り代を確認し再調整してください。
• 張りすぎると、ゴムクローラの摩耗を早めます。
• ゆるみすぎると、次の不具合の原因になります。

– スプロケットのかみ合い不良
– ゴムクローラの早期摩耗
– ゴムクローラ外れ

• ゴムクローラ部は、作業終了後、じゅうぶん清掃
し、泥や異物が付着したまま放置しないでくださ
い。

• 万一作業中、ゴムクローラ部に泥や異物が詰まり、
張りすぎ状態になった場合は、ブーム、アーム、バ
ケットでゴムクローラ部を浮かせて片側ずつ無負
荷回転させるなどをして、泥落としをしてくださ
い。

• クローラの継目に注意してください。
ゴムクローラには継目があります。クローラ調整
の際は必ず継目部を上部中央にくるようにし、また
上部転輪の機械では上部転輪がリンクの間にくる
ようにして調整してください。
継目位置を間違えると適正張り具合よりたるみが
多くなり再調整が必要となります。

1. シリンダニップル根元部にソケットレンチを差し込
み 3 回～4 回ゆっくり回してゆるめます。

2. ネジ部よりグリースが出てきたら、クローラを浮か
せた状態でクローラを空転し、さらにじゅうぶんゆ
るめます。

3. 調整が終わったら、ニップルの六角部をソケットレ
ンチなどで締め込みます。

締込トルク 約 98 N⋅m～108 N⋅m（10 kgf⋅m～11 kgf⋅m）

3. ゴムクローラの上手な使い方
• ターンするときはできるだけピボットターンを避
けて緩旋回をしてください。
（ラグの摩耗、石のかみこみが少なくなります。）

• ターンするときに土砂のかみこみにより、リリーフ
が作動したときは無理にターンせず一度まっすぐ
後退し土砂がとれてから再度ターンしてください。
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• 河川敷、砕石地盤上、または鉄筋や鉄屑上ではゴム
に傷をつけクローラ寿命が短くなりますので絶対
に使用しないでください。

4. 鉄クローラのクローラシューの張り
方
1. グリースガンをグリースニップルに差込みグリース
を送り込んでください。

(1) グリースニップル
(2) グリースガン

2. クローラの張り具合は図のようにクローラ部を浮か
した状態で、中央のトラックローラの外周端とシュ
ー上面とのすき間(A)寸法を確認してください。
(A)寸法が次図の数値のときが最も良い状態です。

(1) クローラ

(1) スプロケット側
(2) アイドラ側

(A) すき間

すき間（A） 75 mm～80 mm

補足 :
• (A)寸法の 75 mm～80 mmは、鉄クローラの張
り調整時の目安ですが、グリースシリンダにグ
リースを送り込んでも(A)寸法が小さくならな
い場合は調整完了です。

3. クローラシューをゆるめたいときは、ゴムクローラ
の要領で行ってください。

バケットの交換

 警告
• 交換作業時は、ヘルメットや保護眼鏡などの保護具
を着用してください。

• 共同作業時は、合図を徹底し相互の連絡を確実に
し、安全にじゅうぶん注意してください。

重要 :
• 抜いたピンは砂や泥が付着しないよう注意してく
ださい。

• ブッシュ両端にはダストシールが入っていますの
でピン脱着時、傷つけないよう注意してください。

1. バケットの取外し
1. バケットおよびブレードを平たんで水平な場所に接
地します。

2. エンジンを停止し、油圧系統の圧力を抜きます。
（詳細は油圧回路の残圧の抜き方（90ページ）を参
照）

クローラの調節  メンテナンス

U-30-6α,U-35-6α 123



3. Oリングを溝から外し、ピン A、Bを抜きます。

(1) バケット
(2) Oリング
(3) アーム
(4) ダストシール
(5) シム

(1) リンク
(2) ピン A（穴 A）
(3) ピン B（穴 B）

2. バケットの取付け
1. バケットのボス部に Oリングをのせてください。
2. アームを穴 Aに合わせ、アーム両端にシムを入れ、
ピンで結合し、リンクを穴 Bに合わせ、リンク両端
にシムを入れ、ピンで結合してください。

3. ピンの抜け止めボルトを確実に取り付けてくださ
い。

4. Oリングを溝にはめてください。

(1) バケット
(2) Oリング
(3) アーム
(4) ダストシール
(5) シム

5. ピンに給脂してください。

バケット爪とサイドカッタの交換
1. バケット爪の交換

 警告
• 作業時は、必ず保護眼鏡などの保護具を使用してく
ださい。

1. ロッキングピンに打抜き具を当てて、ハンマでまず
ロッキングピンを打抜いてください。

2. 摩耗したポイントをハンマなどでたたいてアダプタ
から抜取ってください。

3. アダプタに付着している土を取除いてください。
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4. 新しいポイントをアダプタに合せて挿入してくださ
い。

(1) ラバープラグ
(2) ロッキングピン
(3) ポイント
(4) アダプタ

5. ポイントの穴とアダプタの穴を合せた状態でロッキ
ングピンを打込んでください。この場合、ピンの上
面とアダプタの上面で一致するまで確実に打込んで
ください。

補足 :
• 交換される場合は、ラバープラグとロッキング
ピンは、新しいポイントを取付けるごとに交換
することをおすすめします。

2. サイドカッタの交換
1. ソケットレンチ、スパナでサイドカッタ取付ボルト
を外します。

2. 新しいサイドカッタを取り付けます。ボルトは仮締
めにします。

3. サイドカッタ当たり面とバケット口金が確実に当た
っていることを確認した後、ボルトを締め付けます。

締付けトルク 260 N⋅m～304 N⋅m
(26.5 kgf⋅m～31 kgf⋅m)

(1) ナット
(2) サイドカッタ
(3) 取付けボルト
(4) バケット口金
(5) 当り面

補足 :
• サイドカッタ当たり面とバケット口金が当たっ
ていない場合や締め方が弱いとボルトがゆるむ
ことがあります。

長期保管時の手入れ
1. 長期間、休車するときの格納
• 給油、給脂およびオイル交換をもれなく行なってく
ださい。

• 油圧シリンダのピストンロッドの露出部にグリー
スを十分塗ってください。

• バッテリはアースコードを外すか、車から降ろして
保管してください。

• 気温が０℃以下に下がるときは、冷却水に不凍液を
添加するか、水を完全に抜取ってください。

• 各部の洗浄および掃除後、乾燥した屋内に格納して
ください。屋外に放置しないでください。

• やむをえず屋外に置くときは、平たん地を選んで、
木材の上に置き、シートなどでしっかりおおいをし
てください。

2. 長期間休車後使用の処置
１カ月以上休車する場合は、１カ月ごとに実施してくだ
さい。
1. 油圧シリンダロッドに塗ったグリースをふき取って
ください。

2. エンジンをかけ、無負荷で作業機関係、走行関係を
動かし、油を十分ゆきわたらせてください。

寒冷時の取扱い
1. 低温への備え
• 油圧作動油
指定粘度のものに交換します。

バケット爪とサイドカッタの交換  メンテナンス
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• 燃料
-5 ℃未満の場合は JIS3号軽油または JIS特 3号軽
油を使用してください。

• バッテリ
低温では、起電力も低下し、充電量が少ないと液も
凍結します。そのため、作業終了後、エンジンを停
止するとき、充電率を 75 %以上にしておき、かつ
保温に注意して、翌朝の始動に備えます。液面が低
く、蒸留水を補給するときは、凍結防止のため、作
業終了後を避けて翌日の作業開始前に行います。

• 冷却水
不凍液を添加します。
休車中に気温が 0 ℃以下に下がるときは、冷却水に
不凍液を添加して、ラジエータおよびリザーブタン
クに補給し凍結を防ぎます。

水と不凍液の混合割合表

最低気温 -5 ℃ -10 
℃

-15 
℃

-20 
℃

-25 
℃

-30 
℃

-35 
℃

-40 
℃

不凍液量 30 % 30 % 30 % 35 % 40 % 45 % 50 % 55 %

水の量 70 % 70 % 70 % 65 % 60 % 55 % 50 % 45 %

補足 :
• 不凍液は、パーマネントタイプのもの、またはロン
グライフクーラントを使用してください。

• 水と不凍液との混合液は、冷却水を完全に抜き、水
アカなどを取り除いてから注入してください。

• 不凍液には、防錆剤が入っているので、不凍液を使
用する場合、保浄剤は必要ありません。

• 冷却水については、冷却水の交換の項を参照してく
ださい。
（詳細は冷却水の交換（114ページ）を参照）

2. 作業終了後の注意
• 車体に付着した泥や水などはよく落とし、クローラ
をコンクリートの上や、乾いた場所に置いてくださ
い。特に足回りに付着した泥はよく落としておか
ないと凍りついて走行不能になることがあります。

• 適当な駐車場所がなければ、板を敷くとか、ムシロ
の上に止めるなどして、駐車してください。土の上
に直に駐車をして翌朝クローラが凍りつくと、走行
不能や、走行モータなどを破損する原因になりま
す。

• 特に、油圧シリンダのピストンロッドの表面につい
た水滴は、十分にふきとってください。凍った水滴
と一緒に泥などがシール内に入り込み、シールを損
傷することがあります。

 メンテナンス 寒冷時の取扱い
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重要部品の定期交換
運転上および作業上の安全を常に確保するために、機械を使用される方は、定期点検整備を必ず実施するように、お
願いいたします。
安全性をより高めるために、特に安全および火災に関係のある下記の重要部品について、定期交換をクボタ建設機械
販売会社または認定工場へ依頼してください。
これらの部品は、経時的に材質が変化したり、摩耗や劣化を起こしやすいものです。定期点検整備などで、その程度
を判定することがむずかしいため、一定のご使用期間後には、特に異常が認められなくても、新品と交換して常に完
全な機能を維持する必要があります。
ただし、これらの部品は、期間前でもなんらかの異常を発見された場合は、修理または新品と交換することは従来ど
おりです。
ホース部分につきましては、ホースクランプの変形やき裂など劣化が認められたときは、ホースクランプも同時に新
品と交換してください。
また定期交換部品以外の油圧ホースについても次の点検を行い、異常が認められたときは、増締め、交換などを行っ
てください。
油圧ホース交換時には、Oリングやシール類も同時に交換をしてください。
重要部品の交換は、クボタ建設機械販売会社または認定工場に依頼してください。

下記の定期点検時には、燃料ホース、油圧ホースの点検も実施してください。
点検区分 点検項目

仕業点検 燃料ホースや油圧ホースの接続部、かしめ部からの油漏れ

月例点検 燃料ホースや油圧ホースの接続部、かしめ部からの油漏れ
燃料ホースや油圧ホースの損傷（亀裂、摩滅、むしれ）

特定自主検査
（年次点検）

燃料ホースや油圧ホースの接続部、かしめ部からの油漏れ
燃料ホースや油圧ホースの干渉、つぶれ、老化、ねじれ、損傷（亀裂、摩滅、またはむしれ）

重要部品一覧表
No. 定期交換部品 交換時間

1 燃料ホース（燃料タンク～ウォータセパレータ）

2年ごとまたは 4000時間ごとの早い方

2 燃料ホース（ウォータセパレータ～燃料ポンプ）

3 燃料ホース（燃料ポンプ～ツギテ）

4 燃料ホース（ツギテ～燃料クーラ）

5 燃料ホース（燃料クーラ～ツギテ）

6 燃料ホース（ツギテ～燃料フィルタ）

7 燃料ホース（燃料フィルタ～エンジン）

8 燃料ホース（燃料フィルタ～Tツギテ）

9 燃料ホース（エンジン～Tツギテ）

10 燃料ホース（Tツギテ～燃料タンク）

11 油圧ホース（メインポンプサクション）

12 油圧ホース（メインポンプデリバリ）

13 油圧ホース（ブームシリンダ）

14 油圧ホース（アームシリンダ）

15 油圧ホース（バケットシリンダ）

16 油圧ホース（スイングシリンダ）

17 油圧ホース（ドーザシリンダ）

18 油圧ホース（サービスポート）

19 油圧ホース（旋回モータ）

20 油圧ホース（走行モータ）

重要部品の定期交換  メンテナンス

U-30-6α,U-35-6α 127



バックホーの不調と処置
バックホーの不調と処置一覧表
もしミニバックホーの調子が悪い場合、次の表により診断し、適切な処置をしてください。
わからない場合は購入されたクボタ建設機械販売会社または認定工場にご相談ください。

エンジン関係
現状 原因 処置

スタータが回らない場合
• 間違ったキーでエンジン始動しようとしている。

• “キーが違います エンジン始動できません”と
メータパネルに表示されるので、正しいキーでエ
ンジン始動する。

• 金属部品（キーホルダなど）をキーに取り付けて
いる。 • 金属部品をキーから外してエンジン始動する。

始動困難な場合

• 燃料が流れない。

• 燃料タンクを点検し、沈殿している不純物や水分
を除く。

• 燃料フィルタとウォータセパレータエレメント
を点検し、汚れていれば交換する。

• 燃料送油系統に、空気や水が混入している。

• パイプおよび締付けバンドを点検し、損傷があれ
ば新品と交換または補修しておく。

• 空気抜きをする。
（詳細は燃料系統のエア抜きのしかた（121ペー
ジ）を参照）

• 寒冷時にオイル粘度が高く、エンジン自体の回転
が重い。 • ラジエータに熱湯をそそぐ。

• バッテリがあがり気味で、回転力が弱くなって圧
縮を越す勢いがない。 • バッテリを充電する。

出力不足の場合
• 燃料不足。 • 燃料を補給する。
• エアクリーナの目詰まり。 • エレメントを掃除する。

突然停止した場合 • 燃料不足。 • 燃料を補給する。

排気色が異常に黒い場合
• 燃料が悪い。 • 良質の燃料に交換する。
• エンジンオイルの入り過ぎ。 • 正規のオイル量にする。

水温計の表示が[H]を示す時
（エンジンのオーバーヒート）

• ウォータポンプのシール不良。 • 交換する。
• ファンベルトの伸び、または切断。 • 調整、または交換する。
• サーモスタットの不良。 • 交換する。
• 冷却水の不足。 • 規定量まで補給する。
• ラジエータネット、ラジエータフィンのゴミ詰ま
り。 • 掃除する。

• ヘッド、クランクケースの錆で冷却水が汚れてい
る。 • 冷却水交換、防錆剤投入する。

• ラジエータキャップの不良（蒸発）。 • 交換する。
• 冷却水通路の腐食。 • 洗浄する。
• 連続過負荷運転。 • 負荷を軽減する。
• ヘッドガスケットの破損（冷却水の減少）。 • 交換する。
• エンジンオイルの不足。 • 正規のオイル量にする。
• 燃料噴射時期の不良。 • 調整する。
• 燃料が悪い。 • 良質の燃料に交換する。

 バックホーの不調と処置 バックホーの不調と処置一覧表

128 U-30-6α,U-35-6α



油圧関係
現状 原因 処置

作業機（ブーム、アーム、バケット）
旋回、走行、ブレードの力不足、速度
が遅い、または、動かない。

• 作動油量の不足。 • 作動油を補給する。

• ホース、配管継手部よりの油もれ。 • 増締め、または交換する。

走行関係
現状 原因 処置

うまく走行しない
• クローラに石などがかみこんでいる。 • 除去する。
• クローラの張りすぎ、ゆるみすぎ。 • 調整する。

制御関係
現状 原因 処置

アーム“かき込み”が動かない（同時に
液晶表示部に“アーム制限システム
異常”と表示され、ブザーがピ、ピ、
ピッ、と鳴る。）

• 配線の断線または短絡。 • 交換する。

• 角度検出装置の破損。 • 認定工場に連絡する。

通信制御関係
現状 原因 処置

稼働情報や位置情報がサーバにあが
らない。

• バッテリ接続したまま、長期間稼働していない。 • エンジン始動するなどで、バッテリを充電する。
• 配線の断線、短絡。 • 交換する。

• サーバがメンテナンス中。 • メンテナンス期間が終了するまで待って確認し
て、改善されなければ、認定工場に連絡する。

• DCU（通信機器）からサーバへの稼働情報や位置
情報の送信待機中。

• 最大 1日待って確認して、改善されなければ、認
定工場に連絡する。

• サーバが受信した稼働情報や位置情報の処理待
機中。

• 最大 1日待って確認して、改善されなければ、認
定工場に連絡する。

 バックホーの不調と処置
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油圧ブレーカ
油圧ブレーカ装着時の注意
ブレーカは機械に適したブレーカを装着してください。
不適切なブレーカを装着すると機械の寿命に影響を及
ぼすだけでなく安全上問題になることがあります。
ブレーカおよびアタッチメントを装着する場合は、事前
にクボタ建設機械販売会社または認定工場にご相談く
ださい。アタッチメントの種類によっては、機械本体に
フロントガードやヘッドガードなどの保護構造物を装
着する必要があります。また、操作時にアタッチメント
やオプション装置がキャブなどと干渉する場合もあり
ます。

ブレーカ使用時の注意
禁止 1　作業姿勢
本機の前方が 5 cm 以上持ち上がった状態で打撃する
と、岩石が破砕されると同時に前方へ急激に倒れ、ブレ
ーカ本体、あるいはブラケット先端部が岩石に激突し
て、破損原因となることもあります。また、打撃中の振
動が履帯部にも伝播するので、履帯の保護のためにも、
このような打撃のしかたは避けてください。

禁止 2　岩石などの移動はしない
図のように本機のブームやアームなどの油圧を利用し
て、ロッド先端あるいはブラケット側面で岩石などを転
がしたり、倒したりすることは、ブレーカの取付ボルト
類の折損、ブラケットの損傷、ロッドの折損およびかじ
り、アームやブームの損傷の原因となりますから、絶対
に行わないでください。

禁止 3　こじっての破砕作業はしない
ロッドをこじって岩石などを破砕すると、ボルト類、ロ
ッドなどの折損原因となります。

禁止 4　水や泥の中での破砕作業はしない
ロッド以外の部分を水や泥の中につけて破砕作業はし
ないでください。ピストンなどに錆が発生し、ブレーカ
の早期故障の原因となります。

 油圧ブレーカ 油圧ブレーカ装着時の注意
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禁止 5　ブレーカを落下させて岩石などを割らない
ブレーカや本機に過大な力がかかり、ブレーカや本機の
各部が損傷する原因となります。

禁止 6　本機シリンダのストロークエンドで、破砕作業
はしない
本機の各油圧シリンダのストロークエンド（シリンダを
いっぱいに伸ばしたり、いっぱいに縮めた状態）で打撃
作業をすると、本機シリンダの損傷、本機各部の損傷の
原因となります。

禁止 7　つり荷作業禁止
油圧ブレーカでつり荷作業は禁止されています。

禁止 8　本機の横向き作業禁止
本機が、横向きのままでブレーカ作業はしないでくださ
い。本機の転倒、足回りの寿命の低下の原因となりま
す。

禁止 9
水平方向、上方向への打撃はしないでください。

禁止 10
高所の破砕はしないでください。落石、転倒の原因にな
ります。

注意 1
チゼルは打撃面に垂直に押しつけて打撃してください。
また、打撃中は常に推力がかかるように注意し、空打ち
状態にならないよう操作してください。

 油圧ブレーカ
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注意 2
同一打撃面を連続打撃して、1 分間以内に破砕、貫入で
きないときは、打撃面を変えて、端部からはつるように
破砕してください。

注意 3
油圧ブレーカを抱き込むと、チゼルがブームやブームシ
リンダに当たることがありますので、注意してくださ
い。

注意 4
足元の地盤が堅固であることを確認してから作業を行
ってください。

 油圧ブレーカ
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推奨オイルとグリース
推奨オイルとグリース一覧表

区分 品番 品名 備考

油圧作動油
07907-10010 純正作動油 46（20リットル）

ISO VG46
07907-10020 純正作動油 46（200リットル）

エンジンオイル

07907-10060 純正ディーゼルエンジンオイル CF-4 D10W-30（20リットル）

07907-10070 純正ディーゼルエンジンオイル CF-4 D10W-30（200リットル）

07907-10080 純正ディーゼルエンジンオイル DH-2 D10W-30（20リットル）

ギヤオイル 07907-10150 純正ミッションオイル（20リットル） SAE #90

極圧グリース
07907-10200 マイティジェットグリース（400グラム）

稠度 JIS 分類 2号
07907-10350 リチュームグリース CT（380グラム）

バイオ油圧作動油 07907-10340 バイオグリーングラス VG46 *1
 

*1 バイオ作動油は万一事故でオイルが土壌、河川、沼地、海などに流出した場合、微生物などにより成分のほとんどが分解され、環境汚染を
防ぐことができるエコマーク商品として認定されています。

 

補足 :
• 冬季に油圧機器の作動がスムーズでない場合は油圧作動油を ISO VG32に入れ替えてください。
• 上記以外でも JCMAS HK 認定油、GK 認定グリースも使用いただけます。こちらについては日本潤滑油協会
（JALOS）ホームページ<www.jalos.or.jp（2018.11現在）>をご確認ください。

• オイル交換はすべてのオイルを抜き取り新しいオイルと交換してください。また補給時は同じメーカ、種類のオ
イルを使用してください。

• エンジンオイルのメーカを変更する場合は、オイル全量を交換するとともにオイルフィルタも交換してください。
• 使用燃料は次のものを使用してください。

– -5 ℃以上は JIS2号軽油
– -5 ℃未満は JIS3号軽油または JIS 特 3号軽油
上記以外の燃料を使用した場合は、エンジンの故障の原因となります。

推奨オイルとグリース一覧表  推奨オイルとグリース
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付表
寸法図

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K)

U-30-6α 600 600 1550
《1800》

4570
（4250）
［4250］
《4610》

3150
（2860）
［2860］
《3190》

2820
《2780》

2290
《2250》

790
〈850〉

3500
《3480》 4900 350

《435》

U-35-6α 600 600 1700
《1800》

4830
《4870》

3410
《3450》

2910
《2870》

2630
《2590》 850 3700

《3690》 5230 395
《435》

(L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (S) スイング時 (T) (U) (V)

U-30-6α 345
《445》

2460
（2470）
［2470］
〈2390〉
《2500》

1550 4780
《4770》 1030 4530

《4520》 1485
2110

（2290）
［2290］

1690
（1850）
［1850］

［1560］
790

（920）
［1020］

［930］

U-35-6α 425
《445》

2460
（2470）
［2470］
《2500》

1690 5110
《5110》 1030 4730

《4700》 1485 2200 1770 ［1700］
790

（920）
［1020］

［930］

単位：ｍｍ
（ ）内は 4ポスト ROPSキャノピ仕様
［ ］内は ROPSキャブ仕様
〈 〉内はソフトキャノピ（ホロ）仕様
《》内はチルトアングルブレード仕様
（T）（V）はキャブドア開放の場合

 付表 寸法図
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ブレード作動角度[チルトアングルブレード仕様]

(A) (B) (C) (D)
U-30-6α

20° 20° 10° 10°
U-35-6α

 付表
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主要諸元
この主要諸元は、改良のため予告なく変更する場合があります。

型式名称

U-30-6α U-35-6α

ソフトキャ
ノピ仕様

2ポスト TOPSキャノ
ピ仕様 4ポスト

ROPSキャ
ノピ仕様

ROPSキャ
ブ仕様

2ポスト TOPSキャノ
ピ仕様 4ポスト

ROPSキャ
ノピ仕様

ROPSキャ
ブ仕様標準ブレー

ド仕様
チルトアン
グルブレー
ド仕様

標準ブレー
ド仕様

チルトアン
グルブレー
ド仕様

機械質量 kg 2990 3040 3330 3070 3210 3420 3680 3440 3580

機体質量 kg 2270 2330 2370 2360 2500 2660 2700 2680 2820

バケット
容量（新
JIS山積） m3 0.080 0.094

幅 mm 530（サイドカッタなし：480） 600（サイドカッタなし：550）

エンジン

区分 D1703-K3A

型式 D1703-M-E3-BH-12 D1703-M-
E3-BH-13 D1703-M-E3-BH-12 D1703-M-

E3-BH-13

総排気量 L 1.647

出力*1 kW
(PS) 18.9（25.7）

性能

旋回速度 rpm 8.6

走行速度
（低速／高
速）

km/h 2.8/4.9 2.6/4.5

接地圧
kPa

(kgf/c
m2)

28.0（0.29）28.5（0.29）31.2（0.32）28.8（0.29）30.1（0.31）32.0（0.33）34.4（0.35）32.2（0.33）33.5（0.34）

登坂能力 %（°） 58（30）

ブレード
（幅 × 高
さ）

標準 mm 1550 × 340 － 1550 × 340 1700 × 340 － 1700 × 340

交換用カ
ッティン
グエッジ

mm 1550 × 385 1800 × 395 1550 × 385 1700 × 385 1800 × 395 1700 × 385

狭幅ブレ
ード（幅 ×
高さ）

標準 mm － 1550 × 340 － 1550 × 340

交換用カ
ッティン
グエッジ

mm － 1550 × 385 － 1550 × 385

スイング角度（左／
右） ° 70/48

燃料タンク容量 L 41.5
 

*1 エンジン出力は、JIS B8003準拠グロス値です。
 

 付表 主要諸元
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アタッチメント一覧表
項目 品名 品番 仕様 用途

クローラ
ゴムクローラ RC691-2231-0 幅 295 mm

エンドレス
一般土質
鋪装路面

鉄クローラ RC541-2210-0 幅 300 mm
43リンク 一般土質

アーム

標準アーム
U-30-6α RC681-6660-0 長さ 1165 mm

一般掘削用
U-35-6α RC781-6660-0 長さ 1325 mm

ロングアーム
U-30-6α RC691-6717-0 長さ 1325 mm

軽掘削用
U-35-6α RC791-6717-0 長さ 1525 mm

バケット*1

RC681-6810-0 幅 330-280 mm
新 JIS山積 0.040 m3

狭幅掘削用
RC681-6820-0 幅 400-350 mm

新 JIS山積 0.054 m3

U-30-6α
RC681-6680-0 幅 530-480 mm

新 JIS山積 0.080 m3
一般掘削用

U-35-6α 狭幅掘削用

U-30-6α
RC681-6830-0 幅 570-520 mm

新 JIS山積 0.088 m3
積込み用

U-35-6α 狭幅掘削用

U-35-6α
RC781-6680-0 幅 600-550 mm

新 JIS山積 0.094 m3 一般掘削用

RC781-6830-0 幅 650-600 mm
新 JIS山積 0.105 m3 積込み用

 

*1 バケットの幅の呼称はサイドカッタ外幅－サイドカッタ内幅を示す。
 

アタッチメント一覧表  付表
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消耗部品一覧表
部品注文の際は、必ず機種名、製品識別番号も併せて連絡ください。

 

1. エンジン関係消耗部品一覧表
品名 品番 備考

フィルタ
（オイル、カートリッジ） 15831-3243-0 エンジン

ファンベルト 1J828-9701-0 40.0インチ

エアクリーナ

エアクリーナエレメント（アウター） T1270-1632-0

エアクリーナエレメント（インナー） T0270-9322-0

燃料フィルタカートリッジ 15221-4317-0 燃料フィルタ

フィルタアッシ 5H601-2695-0 燃料タンク給油口

 付表 消耗部品一覧表
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2. 電装関係消耗部品一覧表
品名 品番 備考

バッテリ RC494-5325-0 80D26R

スローブローヒューズ

RC411-5398-0 50 A

T1270-3058-0 80 A

ヒューズ

ミニ 5 A T1060-3043-0

ミニ 10 A T1060-3044-0

ミニ 15 A T1060-3045-0

ミニ 20 A T1060-3046-0

ミニ 30 A T1060-3047-0

電球（作業灯）

電球のみ3G710-7590-0

3G710-7591-0 作業灯

キー（B、ユーザ） RC461-9321-0

プレート（カタシキ、トウナンボウシ） RC441-9327-0

消耗部品一覧表  付表
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3. 油圧関係消耗部品一覧表
品名 品番 備考

フィルタ（リターン） RC691-6212-0 作動油

サクションストレーナ RC691-6221-0 作動油

作動油

フィルタエレメント RC691-6128-0

Oリング（フィルタ） RD401-6129-0

 

4. バケット関係消耗部品一覧表
品名 品番 備考

ツメ RD101-6686-0

ラバープラグ RD101-6687-0

ロッキングピン RD101-6688-0

サイドカッタ
左 RC201-6693-0

右 RC201-6694-0

ボルト 01176-51635

ナット 02076-50160

Oリング RD411-6689-0 バケットピンシール

直

グリースニップル

06611-15010

45度 06616-25010

90度 06616-35010

 付表 消耗部品一覧表
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5. キャブ関係消耗部品一覧表
品名 品番 備考

ワイパブレード RD828-4717-0 キャブ仕様

作業灯 RD579-4619-0 キャブ仕様

消耗部品一覧表  付表

U-30-6α,U-35-6α 141



特定自主検査判定基準（メーカ指定項目のみ）
特定自主検査判定基準一覧表
新車出荷時の基準値を表示します。

区分 検査箇所 基準値 検査方法

エンジン

本体

アイドリング回
転数

キャノピ仕様 1125～1175 min-1

（1125～1175 rpm）
• 冷却水 50 ℃以上
• 作動油 50±5 ℃

ROPSキャブ仕様 1275～1325 min-1

（1275～1325 rpm） • 冷却水 50 ℃以上
• 作動油 50±5 ℃

無負荷最高回転数 2175～2225 rpm

弁スキマ 0.18～0.22 mm • 冷態時

圧縮圧力 3.24～3.72 MPa
（33～38 kgf/cm2） • 暖機運転後

燃料装置 噴射圧力 13.7～14.7 MPa
（140～150 kgf/cm2）

冷却装置 ベルトたわみ量 9～11 mm • ベルト中央部 7 kgfで押さえる

走行装置 クローラたわみ

鉄クローラ 75～80 mm
• クローラを浮かし中央トラッ
クローラ外周端とシュー上面
とのスキマ

ゴムクローラ 10～15 mm
• クローラを浮かし中央トラッ
クローラ外周端とシュー踏面
とのスキマ

油圧装置

油圧ポンプ
吐出量 P1/P4 92.4/15.4 L/min

• 無負荷
• 作動油 50±5 ℃

吐出圧 P1/P4 24.5/3.92 MPa
(250/40 kgf/cm2)

• 作動油 50±5 ℃
• 実機圧

シリンダ伸縮量

ブーム 20 mm≧ • 縮み量

アーム 10 mm≧ • 伸び量

バケット 10 mm≧ • 縮み量
• 水平な場所でバケットシリンダをいっぱいかき込み、アームシリンダをいっぱい縮め、バケット底
が地上より約 1 m位で止める。測定開始時にロッドに印を付ける。10分後変化の量を計測する。

• 作動油 50±5 ℃でバケット山積み
• 標準バケット、山積み、さらに測定前に各シリンダのエア抜きを行う。

 特定自主検査判定基準（メーカ指定項目のみ） 特定自主検査判定基準一覧表

142 U-30-6α,U-35-6α



画面一覧
通常画面一覧

No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

1

グロー画面

グロー中であることを示し
ています。

グローマークの表示が消え
るのを待ってエンジンを始
動してください。

グローマークの表示が消え
るのを待ってエンジンを始
動してください。

2

デフォルト画面（通常）

通常状態の表示
（アワメータ）

3

デフォルト画面（通常）
タコ（数値）

通常状態の表示
（タコメータ数字表示）

4

デフォルト画面（国内）

アーム制限状態の表示
（アワメータ）

5

デフォルト画面（国内）
タコ（数値）

アーム制限状態の表示
（タコメータ数字表示）

通常画面一覧  画面一覧
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ガイダンス画面一覧
機械の状況に応じてメッセージが表示されます。状況に応じて対応、または購入先への修理の依頼をしてください。

 （インフォメーションマーク）が表示されている場合はインフォメーションスイッチを押すとより詳細の情報が表
示されます。
販売店にはその情報もあわせてお伝えください。

No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

1

時計セット要求

バッテリが外れて、時間セ
ットが必要になった場合。

スイッチ 5（はい）を押して時刻
をセットします。

スイッチ 5（はい）を押して時刻
をセットします。

2

選択時に仕様無し
アーム制限無し

アーム制限仕様機でない
のに、アーム制限ボタンを
押した場合。

－ －

3

レバーロックを上げてください

作業手順の表示
レバーロックを上げてください。
レバーロックを上げるとこの表
示が消えます。

レバーロックを上げてください。
レバーロックを上げるとこの表
示が消えます。

4

レバーロックを下げてください

作業手順の表示
レバーロックを下げてください。
レバーロックを下げるとこの表
示が消えます。

レバーロックを下げてください。
レバーロックを下げるとこの表
示が消えます。

5

エンジンを始動してください

作業手順の表示
エンジンを始動してください。
エンジンを始動するとこの表示
が消えます。

エンジンを始動してください。
エンジンを始動するとこの表示
が消えます。

6

キー抜き忘れ

キースイッチを[STOP]に
して、キーを抜かずにしば
らく放置すると、この表示
が出ます。

キーを抜いてください。 キーを抜いてください。

（次へ続く）

 画面一覧 ガイダンス画面一覧
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No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

7

認証完了 キーを抜く

盗難防止の設定で、キーの
認証が完了したときに表
示されます。

キーを抜いてください。
キーを抜くとこの表示が消えま
す。

キーを抜いてください。
キーを抜くとこの表示が消えま
す。

8

登録するキーを順次挿入

盗難防止の設定で、キーを
登録できる状態のときに
表示されます。

登録したいキーを順次挿入して
ください。
登録作業を終了したいときはス
イッチ 1を押してください。

登録したいキーを順次挿入して
ください。
登録作業を終了したいときはス
イッチ 1を押してください。

9

登録完了 黒キーを抜く

黒キーの登録作業が完了
したときに表示されます。 黒キーを抜いてください。 黒キーを抜いてください。

10

すでに登録済み

すでに登録されたキーを
もう一度登録しようとし
たときに表示されます。

キーを抜いて、新たな登録したい
キーを挿入してください。

キーを抜いて、新たな登録したい
キーを挿入してください。

11

これ以上登録不可

登録個数の上限を超えた
ときに表示されます。 これ以上は登録できません。 これ以上は登録できません。

12

燃料 空

燃料が不足してきました。 － 燃料を補給してください。

13

燃料センサ異常

燃料センサ系統に故障が
発生しています。

メータには燃料表示がされなく
なります。
表示切替スイッチを押すと通常
表示に切り替わります。
機械のほかの機能は動作します。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

（次へ続く）

 画面一覧
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No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

14

充電系異常

充電系統の故障
充電されていません。

バッテリが上がるまでは機械が
作動します。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

15

エンジン油圧異常

エンジン潤滑系の油圧が
低下していますので、エン
ジンを停止させてくださ
い。

エンジンが焼きつく恐れがある
ので、速やかにエンジンを停止さ
せてください。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

16

過電圧
24 V系のバッテリや機械
からブースターケーブル
接続してエンジン始動を
した場合、またはオルタネ
ータが故障している場合
に表示されます。

速やかに 24 V系でのエンジン始
動は中止してください。
再始動して、何も表示が出ず、機
械が正常に動いていればそのま
ま使用しても問題ありません。

表示が消えない場合速やかに修
理を依頼してください。

17

オーバーヒート事前警告
水温が上昇しています

水温が上昇しており、少し
高めです。

少し負荷を下げて作業してくだ
さい。
ラジエータなどに目詰まりがあ
る場合は速やかに清掃してくだ
さい。

－

18

オーバーヒートアイドリングで
冷却中

オーバーヒートしますの
で、強制的にエンジンをア
イドリングにしました。

アイドリングのまま警告表示が
消えるまで放置してください。
エンジンを止めると冷却液温度
が急上昇し沸騰してしまうため、
吹きこぼれます。必ずエンジン
を止めずに冷却してください。

吹きこぼれた冷却液を補給し、ラ
ジエータなどの目詰まりを清掃
して再度使用してください。
油圧系統の油漏れなどがないの
かも合わせてチェックしてくだ
さい。
油漏れがある場合は、速やかに購
入先に修理依頼してください。

19

レバーロックシステム異常

レバーロック系統に故障
が発生しています。

エンジンはかかりますが、機械が
動きません。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

20

走行 2速システム（切換）

2速切替系統に故障が発
生しています。

2速に切り替わらず 1速のまま
になります。
機械のほかの機能はそのまま動
作します。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

（次へ続く）

 画面一覧
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No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

21

AIシステム異常

オートアイドル系統に故
障が発生しています。
アクセルも動かなくなり
ます。

アクセルは動きませんが、機械の
ほかの機能はそのまま動作しま
す。
修理が可能な場所まで移動して
ください。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

22

アーム制限システム異常

アーム制限系統に故障が
発生しています。

アームが動かなくなります。
• アーム制限を解除すると、ア
ーム制限をしていない状況
で動く場合があります。修
理されるまでその状態で使
用ください。

• アーム制限を解除しても機
械が動かない場合は速やか
に購入先に修理を依頼して
ください。

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

23

5 Vショート

センサ用 5 V電源がショ
ートしています。

大部分のシステムが動かなくな
ります。
• エンジンはかかり、機械が動
くこともありますが、そのま
ま作業はしないでください。
（脱出作業程度にとどめてく
ださい）

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

24

CANシステム異常
通信(CAN)系統に異常が
発生しています。メータ
の表示がおかしくなった
り、スイッチ操作がうまく
出来ない箇所がでてきま
す。

エンジンはかかり、機械は動くこ
ともありますが、そのまま作業は
しないでください。
（脱出作業程度にとどめてくださ
い）

速やかに購入先に修理依頼して
ください。

25

定期点検（予告）

定期点検の 10 h前になる
と表示されます。
インフォメーションスイ
ッチを押すと対象部品一
覧を見ることが出来ます。

そのままエンジンを始動してく
ださい。

購入先に交換を依頼して、対象部
品を交換してください。
交換後 10回キー ON-OFFする
とメッセージは消えます。

26

定期点検（警告）
定期交換時間を過ぎてい
ます。
インフォメーションスイ
ッチを押すと対象部品一
覧を表示することができ
ます。

そのままエンジンは始動します
が、速やかに購入先に交換を依頼
をしてください。

購入先に交換を依頼して、対象部
品を交換してください。
交換後 10回キー ON-OFFする
とメッセージは消えます。

（次へ続く）

 画面一覧
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No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

27

キー認証中

キーの暗号コードを認証
作業中です。

エンジンがかかりません。
• そのまましばらくお待ちく
ださい。

• キー付属以外の金属製のリ
ングやキーホルダをつけて
いる場合は金属物を取り外
してください。

• 複数のキーを束ねている場
合は、1本にしてください。

• いつまで経っても消えない
場合はキー破損の可能性が
ありますので、もうひとつの
スペアキーで試してくださ
い。

キーから金属物を取り外して、1
本のキーにしてください。
それでも、この表示が消えない場
合は、速やかに購入先に修理を依
頼してください。

28

キー間違え

別の機械のキーでエンジ
ンを始動しようとしてい
ます。

エンジンがかかりません。 正しいキーでエンジンを始動し
てください。

29

登録（赤）キーエンジン始動出来
ません

赤色キー（登録キー）でエ
ンジンを始動しようとし
ています。

エンジンがかかりません。 正しいキーでエンジンを始動し
てください。

30

エンジン系システム異常

エンジン系に故障が発生
しています。 エンジンがかかりません。 速やかに購入先に修理を依頼し

てください。

31

ポンプシステム異常

油圧ポンプシステム系に
故障が発生しています。

エンジンはかかりますが、高負荷
の作業でエンジンが停止する恐
れがあります。

速やかに購入先に修理を依頼し
てください。

32

作動油温警告　事前警告

作動油温度が上昇してお
り、少し高めです。

少し負荷を下げて作業してくだ
さい。 －

（次へ続く）

 画面一覧
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No. 画面表示
警告内容
故障内容

（何が起こったのか）
機械症状

（暫定対処方法） 処置

33

作動油温警告　自動アイドリン
グ

作動油温度が高くなって
いますので、強制的にアイ
ドリングにしました。

アイドリングのまま警告表示が
消えるまで放置してください。
エンジンを止めると作動油温が
急上昇します。必ずエンジンを
止めずに冷却してください。

オイルクーラなどの目詰まりを
清掃して再度使用してください。
油圧系統の油漏れなどがないか
も合わせてチェックしてくださ
い。油漏れがある場合は、速やか
に購入先に修理依頼してくださ
い。

34

暖機運転

作動油温度が低くなって
いますので、エンジン回転
数が中速回転までしか上
がりません。

中速回転以下で暖機運転をして
ください。作動油温が適切な温
度に上がると、アクセル操作に合
わせて、エンジン回転数が最高回
転数まで上がるようになります。

－

35

　アングルシステム異常
［チルトアングルブレード仕様］

アングル操作系統に故障
が発生しています。

アングル操作ができなくなりま
す。
機械のほかの機能はそのまま動
作します。

速やかに購入先に修理を依頼し
てください。

 画面一覧
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クボタトラッキングシステムデバイス仕様
パラメーター 説明

DC供給範囲 ～16.5 V

バックアップ On board Ni-Mh battery 4.8 V, 1050 mAH

ネットワーク接続 • データ通信用マルチ RATセルラーモデム
• LTE FDD/TDD Cat 4（150/50 Mbps DL/UL）
• 3Gへのフォールバック（該当する場合）

 クボタトラッキングシステムデバイス仕様
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ソフトウェア情報
この製品には、オープンソースソフトウェア（OSS）が含まれています。
各ライセンス（OSSライセンス）の条項を読んで同意する必要があります。
この製品を購入した場合は、このような OSSライセンスが適用される範囲で OSSをリバースエンジニアリングする
ことができますが、このソフトウェアを使用するためにリバースエンジニアリングを行う必要がある場合に限ります。
この製品を購入すると、OSSライセンスで該当するソースコードを入手、コピー、変更、および配布できます。
OSSのライセンスとソースコードは、次の URLから入手できます。
https://www.kubota.com/products/opensource/index.html

 

免責事項
この製品には、無保証で提供される OSSが含まれます。
クボタおよび OSSを利用する権利を有する第三者は、本ソフトウェアおよびその使用、または使用不能によって生じ
るいかなる損害についても責任を負いません。

免責事項  ソフトウェア情報
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ウィンドウォッシャ液の点検..................................... 97
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点検..................................................................... 113
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点検.......................................................................97
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崖下の穴掘り禁止....................................................... 12
ガイダンス画面一覧..................................................144
角度検出装置

点検.......................................................................97
崖や路肩付近での注意.................................................11
火災の発生防止........................................................... 16
火災の防止.................................................................. 18
カップホルダ...............................................................76
寒冷時の始動...............................................................66
機体の吊上げ...............................................................84
機体溶接時の注意....................................................... 17
機体を持ち上げての点検や整備禁止...........................17
キャブ仕様.................................................................. 97
キャブ内の空気の流れ................................................ 50
吸気ホース

交換..................................................................... 115
点検.....................................................................108

吸気ホースバンド
交換..................................................................... 115
点検.....................................................................108

吸気ラインの空気漏れ
点検..................................................................... 113

緊急時ブーム降下弁....................................................59
クレーン仕様.........................................................60
クレーン仕様以外................................................. 59

緊急脱出用ハンマ（ROPSキャブ仕様）................... 77
掘削作業での注意....................................................... 12
クボタトラッキングシステム..................................... 27
クボタトラッキングシステムデバイス

仕様.....................................................................150
クボタトラッキングシステムについて....................... 19
グリースガン

取出し................................................................... 76
黒色キー

紛失したとき.........................................................79
黒色キー（個別キー）

本機への登録のしかた.......................................... 79
グロー表示.................................................................. 36
警告ランプ.................................................................. 43
傾斜地での作業の注意.................................................11
傾斜地での駐停車....................................................... 71
傾斜地での方向転換禁止.............................................11
言語設定......................................................................38
工具箱

収納部................................................................... 75
合成皮革

洗浄.......................................................................91
高速走行......................................................................69
ご相談窓口.................................................................. 27
ゴムクローラ

張り方................................................................. 121
ゆるめかた.......................................................... 122

ゴムクローラの上手な使い方................................... 122
コントロールパネル....................................................50

さ
サイドカッタ

交換.....................................................................125
坂道の登り降り........................................................... 71
作業機操作レバー....................................................... 54
作業機操作ロックレバー.............................................53
作業機部分

給脂.......................................................................98
作業しづらい場所での安全確保.................................. 11
作業終了後の注意..................................................... 126
作業中の周囲の安全確認.............................................10
作業灯....................................................................... 120
作業灯スイッチ........................................................... 44
作業に適した服装の着用...............................................8
座席

調整.......................................................................73
作動油

交換..................................................................... 111
点検.......................................................................94
補給.......................................................................94

作動油リターンフィルタ
交換..................................................................... 110

サードラインの取扱い................................................ 59
仕業点検一覧表........................................................... 92
仕業点検の実施............................................................. 8
重荷重をかけての横方向旋回禁止.............................. 12
重要部品の定期交換について................................... 127
主要諸元....................................................................136
消耗部品一覧表......................................................... 138

エンジン関係.......................................................138
キャブ関係.......................................................... 141
電装関係..............................................................139
バケット関係.......................................................140
油圧関係..............................................................140

シートベルト
使用方法................................................................73

水温計......................................................................... 34
推奨オイルとグリース一覧表................................... 133
スイッチとメータ、ランプの名称.............................. 31
スイングペダル........................................................... 56
スタータスイッチ....................................................... 32
スピンターン...............................................................70
スローブローヒューズ

交換..................................................................... 119
スーパーチェンジ

操作パターン変更方法.......................................... 61
スーパーチェンジ仕様................................................ 61
旋回操作......................................................................55
旋回ベアリング

歯面の給脂.......................................................... 105
旋回ベアリングボール部

給脂.....................................................................107
洗車

方法.......................................................................97
洗車時の注意..........................................................17,90
走行............................................................................. 68
走行時および登坂時の注意......................................... 11
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走行増速スイッチ....................................................... 45
走行モータ

オイル交換.......................................................... 109
走行レバー.................................................................. 53
走行レバーを操作する前の安全確認...........................11
操作レバーの名称....................................................... 52
装置の名称.................................................................. 29
その他の異常警告....................................................... 44
ソフトウェア情報..................................................... 151

た
体調不良時の運転禁止.................................................. 9
建物内での注意........................................................... 12
注意事項

安全ラベルの手入れ..............................................26
バケットまたはバケットリンクにフックを付けて

作業する場合.................................................. 86
バケットリンクにフックを溶接した場合の吊り作

業.................................................................... 87
バケットリンクにフックを溶接した場合のバケッ

ト以外の作業機について................................ 88
駐車............................................................................. 71
駐停車するとき........................................................... 15
長期間休車

格納.....................................................................125
休車後の処置.......................................................125

チルトアングルブレード.............................................57
チルトアングルブレード仕様についての注意............ 13
チルトアングルブレード用ピン

給脂.......................................................................99
チルト操作.................................................................. 58
通常画面一覧.............................................................143
低温への備え.............................................................125
定期点検項目一覧....................................................... 42
定期点検の実施........................................................... 19
定期点検表................................................................ 101
鉄クローラ

張り方................................................................. 123
電気配線

点検..................................................................... 113
点検項目が画面に表示しきれない場合の確認方法..... 40
点検実施後.................................................................. 40
点検または調整を行うときの注意.............................. 15
同乗禁止......................................................................10
盗難防止装置...............................................................27
盗難防止装置のキーの取扱い..................................... 79
特定自主検査判定基準一覧表................................... 142
時計の設定.................................................................. 36
トラック

積降ろし................................................................83
積込み................................................................... 82
輸送.......................................................................82

な
ならし運転.................................................................. 68
年月日の並び替え....................................................... 37

燃料
点検.......................................................................93
補給.......................................................................93

燃料フィルタカートリッジ
交換.....................................................................109

燃料計......................................................................... 33
燃料系統

エア抜きのしかた............................................... 121
燃料残量警告...............................................................43
燃料タンク

水抜き................................................................. 103
燃料噴射ポンプ

点検..................................................................... 113
燃料補給......................................................................34
燃料ホース

交換..................................................................... 115
点検.....................................................................107

燃料ホースバンド
交換..................................................................... 115
点検.....................................................................107

は
排気ガス漏れ

点検.......................................................................97
廃棄物の処理...............................................................90
廃棄物の処理についての注意..................................... 18
排気マニホールド（亀裂、ガス漏れ、および取付ネジ）

点検..................................................................... 113
配線

点検.......................................................................97
パイロットバルブ

給脂.....................................................................109
バキュエータバルブ

掃除.......................................................................96
爆発の防止.................................................................. 18
バケット

取付け................................................................. 124
取外し................................................................. 123

バケット操作...............................................................55
バケット操作時の注意.................................................. 9
バケット爪

交換.....................................................................124
バケットの交換......................................................... 123
バックホー

寸法図................................................................. 134
走行時の方向転換（ピボットターン）.................69
停止時の方向転換（ピボットターン）.................70
不調と処置一覧表............................................... 128
ブレーカ使用時の注意........................................ 130
油圧ブレーカ装着時の注意.................................130

バックホーの運転上の注意......................................... 14
バックホーの禁止作業................................................ 13
バックホー（ROPSキャブ仕様）

キャブドアの開閉................................................. 76
キャブフロントウインドウの開閉........................ 77

発進............................................................................. 68
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バッテリ
交換.....................................................................103
充電のしかた.......................................................117
点検......................................................... 97,103,116
搭載したままの充電のしかた..............................117
取扱い..................................................................116
取外し................................................................. 104

バッテリ充電異常警告................................................ 43
バッテリ取扱いの注意................................................ 16
バッテリ［液補充タイプ］

点検.....................................................................104
バッテリ［メンテナンスフリータイプ］

点検.....................................................................104
バンド

交換..................................................................... 115
点検.....................................................................107

ヒューズ
交換..................................................................... 118

ヒューズの点検と交換...............................................118
表示切替スイッチ....................................................... 32
ファンベルト

点検.......................................................................98
張りの調整.......................................................... 105
張りの点検.......................................................... 105

不凍液
使い方（ロングライフクーラント以外の場合）.114

プラスチック部品
洗浄.......................................................................91

ブレード操作レバー...............................................56,57
ブースタケーブル

接続..................................................................... 117
取外し..................................................................117

ブーム操作.................................................................. 54
保安用品の準備............................................................. 8
方向転換......................................................................69
本機の運転に必要な資格...............................................7
ホーンスイッチ........................................................... 44

ま
前カバー内の収納部（キャノピ仕様）....................... 76
満タンお知らせブザーの使い方..................................34
右ボンネット（1）の開閉...........................................74
右ボンネット（2）

取付け................................................................... 75
取外し................................................................... 75

ミニバックホー
最大荷重................................................................85

免責事項....................................................................151
メータパネル（液晶モニタ）通常時...........................33
目的以外での使用禁止................................................ 10

や
油圧回路

残圧の抜き方.........................................................90
油圧パイロットのラインフィルタ

洗浄..................................................................... 112

油圧パイロットフィルタ
エレメント交換................................................... 112

油圧部品の取外し時の注意......................................... 16
油圧ホース

交換..................................................................... 115
横切り禁止...................................................................11
予備電源....................................................................120

ら
ラジエータ

掃除.......................................................................96
点検.......................................................................96

ラジエータ点検時の注意.............................................17
ラジエータホース

交換..................................................................... 115
点検.....................................................................107

ルームランプ...............................................................49
冷却水

交換..................................................................... 114
点検.......................................................................93
補給.......................................................................93

冷却水の水温上昇時の対処......................................... 34
冷媒（ガス）量

点検..................................................................... 115
労働安全衛生規則第 164 条（主たる用途以外の使用の

制限）................................................................... 85
労働安全衛生規則に従ったアタッチメントの着脱..... 17
労働安全衛生規則に従った使用条件...........................12

わ
ワイパスイッチ........................................................... 49
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